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　神々が人間界――エスペリテ・ウモルを離れてから、すでに久しい時が経つ。だが、かつて神々が居た残ざん滓しは、未だにエスペリテ・ウモルの至る所に残っている。

　これはそういう時代、そういう世界の物語である。







　エスペリテ・ウモルの一角を占めるバスティア大陸のアグァローネ地方。

　そこにクセルクス盆地を本ほん拠きよとする騎士団が在あった。結成以来、数百年の歴史を誇ほこる伝統と格式ある有名な騎士団で、その特徴として、うら若き清純な乙女おとめだけで構成されていることが挙げられる。

　この騎士団、正式名称を「守しゆ護ご天てんアルアラネの加護を戴いただく聖少女騎士団」というが、その長さを嫌って、正式な名で呼ぶ者は今ではほとんどいなかった。騎士団の紋もん章しよう――三面の白しろ兎うさぎ――と特徴的な兜かぶとから「鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だん」と呼ばれることが多く、より短い通称を好む人々のあいだでは、騎士団員本人たちを含めてこう呼ばれていた。




　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ、と。
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　青の世紀四五年が終わろうとしている。

　この時代、この世界の人々も、行く年を惜おしみ来る年を祝うのは我々と変わらない。ちょうど今、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎでは、新年を祝う毎年恒こう例れいの祝しゆく祭さいが繰り広げられている最中だった。

　この祝祭は入団年度や団内での地位に関係なく、無ぶ礼れい講こうで行われるのが伝統だ。一般団員にとって先輩や幹かん部ぶと対等に飲んで騒げる数少ない機会のため、多くの団員が心待ちにしている行事である。本城グル・マイヨール要よう塞さいに集つどった団員たちは、そこかしこで飲めや歌えの大はしゃぎを繰り広げていた。

　少し前に団長になったばかりのガブリエラなどは、他の団員の絶好の標的、あるいは恰かつ好こうの獲え物ものだった。行く先々で捕まり、葡ぶ萄どう酒しゆを飲まされ、歌を歌わされ、踊りを踊らされ、挙げ句の果てに脱がされたりしていた。

　乙女おとめのみで構成される騎士団だけに、ノリは完全に女子校並みで、酔っぱらった団員があちこちで脱いだり脱がされたりしている様はなかなか壮そう観かんだ。いうまでもないが、この世界には飲酒の年ねん齢れい制限など存在してない。
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「団長、こっちこっち」

　服を脱がされ、胸むな覆おおいと下した帯おびだけで必死で逃げ回っていたガブリエラを呼び止めたのはジアン・ジャンだ。

　彼女はガブリエラと同期の一回生で、つい先日まで、遊ゆう撃げき小隊でガブリエラと共に任務に当たっていた東の大陸ランダ・イスタルナ出身の少女で、格かく闘とう術じゆつにおいては超人的な腕を誇ほこる。

　物陰から手招きするジアンを見つけたガブリエラは、ほっと安あん堵どの息をつく。

「こっちに隠れ家を用意したから」

　というジアンについていくと、会議室の一つに招まねき入れられた。

　見張り役として出入り口に立っていたのはデイレィで、彼女も同期の遊撃小隊員。元暗殺者という特殊な経歴を持っていて、体術や潜せん入にゆう術に並み外れた腕を持つ。

　ガブリエラが入室するとデイレィも中に入り、静かに扉を閉めた。

　会議室の中には他の遊撃小隊員も集まって飲み食いしていた。

　ベティス大たい公こう国こく救国の英えい雄ゆうと呼ばれるサルナトゥス将軍を父に持つセリノス・ノエルノード姉妹は、双子なだけに、ぱっと見、見分けがつかないほどよく似ている。

　高位の魔術士マギエラであると同時に人形使いマリオネタでもあるアフレアと、彼女が使役する魔術人形マリオ・マギカシゥビーニュ。アフレアはつねにこの魔術人形を側に置き、離さない。持ち運ぶときも、シゥビーニュを入れた棺かん桶おけを自ら背負うほど大事にしている。

　ウェルネシア。遊撃小隊一の豊満な体型を誇るウェルネシアは、毒や薬の専門家だ。

　そしてガブリエラ新団長の秘書官に抜ばつ擢てきされたレオチェルリ。彼女は元々ガブリエラの従者で、ガブリエラに付き従って入団試験を受けていた。

　それら遊撃小隊員の七人が――レオチェルリだけは、今や団長秘書官として隊を抜けているが――集まり、床に敷しいた敷しき物ものの上に酒杯やら食べ物が載った皿やらを置いて車くるま座ざになっている。

　実質的に退団したも同然のドゥイエンヌとマルチミリエの二人を除けば、ガブリエラも含めたこの八人が同期だった。

　ガブリエラはこの仲間たちと共に春に入団し、ここまで必死で駆け抜けてきたのだ。その結果が団長就しゆう任にんなのだから、多分にそれは、このかけがえのない仲間たちのおかげでもある。

　ガブリエラはそう思って、ずっと皆に感謝していた。

「どうしたんです、こんなところに皆さんだけで？」

　身を屈かがめながら部屋に入ってきたガブリエラが――何せ服を脱がされている――そう訊きくと。

「いやぁ、あまりの馬鹿騒ぎに疲れてきてさ」

　とセリノスが笑って応えると、アフレアが、そうそう、と頷うなずいた。

「いくら無礼講って言われてもさ、レフレンシア様とかマクトゥシュ様とかアルゴラ様とか、恐くて一緒に飲めないでしょ」

「だよね～～。恐いよね～～。飲んで騒いでるときレフレンシア様のご尊そん顔がんを拝はいしたら、酔いも醒さめるよね～～」

　とデイレィが苦笑している。

　あれ、でも、とガブリエラが首を捻ひねった。

「今年はレフレンシア様、いらっしゃいませんよ」

「え？　そうなの？　お留守？」

　ガブリエラは、ええ、とデイレィに向かって頷いた。

「ベティス大公国のお偉いさんに呼ばれたそうで、今朝方、あちらへ向かいました」

「団長は行かなくていいんだ？」

　とジアンが揶や揄ゆするように訊くと、ガブリエラは、はぁ、と切ないため息を吐ついた。

「レフレンシア様曰いわく、『団長は新年の祝祭で団のみんなに弄いじられるのが仕事』だそうでして」

「なるほど、それが仕事なんだ」

　とジアンが感心すると、ノエルノードが続いた。

「たしかにそっちのほうがガブリエラ団長にはお似合いよね」

　レオチェルリを除く四人が、うんうん、と力強く頷く。

「そこで思い切り肯こう定ていされてしまうと、なんだか悲しいんですけど」

「というか、その恰好がすでにお似合いだけどね」

　そう言ってノエルノードが笑う。

　身を縮ちぢめたまま、ガブリエラが下帯と胸覆いだけになっている自分の体を見下ろす。

「皆さん、酷ひどいですよね。いくら無礼講だからといって、これはないと思うんです」

　するとジアンが。

「ないかなぁ？」

「これはこれでありじゃないかな？」

　これはセリノス。

「っていうか、充分にありだと思うわ」

　これはノエルノード。

「むしろ、まだ足りないと思うな」

　これはデイレィ。

「じゃあ、とことんありにしましょうか」

　これはウェルネシア。

「ははハ、あたいニ任せときナ。悪いようにハしないゼ？」

　と、これは魔術人形シゥビーニュ。

「ガブリエラ様、ごめんなさい」

　最後に消え入りそうな声でレオチェルリ。

　仲間の赤らんだ顔に浮かぶ意味ありげな表情と、仲間が自分に向ける視線の妖あやしさに気づいたガブリエラの脳内で、小さな警戒警報が、ちりん、と鳴った。

　すっくと立ちあがった七人が、戸惑っているガブリエラを取り囲むと、ジアンが一歩進みでた。

「ってことだから、自分たちはガブリエラ団長の仕事を手伝ってあげようと思うんだ」

　ぎくり、とガブリエラが腰を引くと。

　両手を顔の前に挙げたジアンが、指をわきわきと動かしながら。

「そぉれ、団長を弄り倒しちゃえ～～」

「お～～～～っっ！」

　七人（と一体）が一斉にガブリエラに飛びかかった。

「ちょ～～っ？　ななな、何を～～っっ!?」

　必死に抵抗するガブリエラだが、格闘術の手て練だれ、ジアンやデイレィにかかっては、その抵抗も虚むなしかった。

　まず、あっさりと胸覆いが外され、形のよい彼女の乳房がこぼれ落ちる。

「あぁれぇぇぇ」

　皆の手が最後に残された一枚へと伸び。

「それは駄目それは駄目、それは駄目です～～っっ」













　やはり抵抗は虚しかった。というか、必死に胸を両手で隠しているガブリエラには、抵抗の手段がなかった。最後の砦とりでともいうべき一枚もあっさりと外され、ガブリエラは全裸にされてしまう。

「「「「剝けた～～っ！」」」」

「いやぁぁぁぁっ」

「ここからが本番！」

「弄ろう！」

「弄りまくろう！」

「弄り倒そう！」

「隅から隅まで！」

「あんなとこも！　こんなとこも！」

「たっぷりと！　ねっとりと！」

「ひぃえぇぇぇぇ」

　石造りの床は、それはもう冷たかったが、ガブリエラとしては、身を縮めて床の上を転がって逃げるしかなかった。

「逃げても無駄無駄無駄ぁ」

　ジアンが葡萄酒の瓶びんを持ちあげて迫ってきた。なんだか彼女の足あし下もとが不安定だ。

「ささ、団長、まずは飲も！」

　逃げ場を探してガブリエラが周りを見回すと。

　いつの間にか、またもや七人に取り囲まれていた。

「さぁ、団長、ぐぐっと飲み干して！」

「一気！　一気!!」

「飲んだら踊って！」

「あたしたちも踊るから！」

「団長と同じ恰好で！」

「踊る全裸小隊！」

「皆さん、酔ってますね～～っ!?」

　ガブリエラが絶叫すると。

「「「「ぜんぜん酔ってね～～よ？」」」」

　という答えが間かん髪はつを容いれずに返ってきた。

「噓噓噓、酔っぱらってます！　完全に酔っぱらってますよ!?」

「だったら団長も酔えばいいさ！」

「理性も脱ぎ捨てるの！　服を脱いだように心も裸に！」

「無礼講！　無礼講！」

「なんて素敵な響きなの、無礼講！」

「団長さえも裸で踊る」

「況いわんや一般団員をや」

「あぁれぇぇぇ、止めてぇ……んごふっっ」

　ガブリエラ様ぁぁぁ。

　レオチェルリは心の中で泣きながら、仲間と一緒になってガブリエラに無理やり葡萄酒を「注入」した。

「さぁ、自分たちももっと飲むぞ～～！」

「お～～～～っっ！」

　この後、団長と団長秘書、そして遊撃小隊員の六人が全裸になって団内を踊りながら練ねり歩くという、新たな白はく兎と伝説が誕生した。

　彼女たちは知っていたのだ。こんな馬鹿騒ぎができるのも今日までだということを。年が改まれば厳しい戦いが待っているのだということを。もしかしたら、翌年の祝賀会には全員が揃そろっていないかもしれないのだ。だから、今日くらいは羽は目めを外してもいいだろうと思った。外しすぎてもいいと思った。




　事実、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎには未み曾ぞ有うの危機が迫りつつあった。

　かつてない窮きゆう地ちに追い込まれつつあった。




　その窮地の足音は、大だい平へい原げん方面からはっきりと聞こえてきた。
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　こちらはベティス大公国の公宮。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎほどではないものの、ここでも新年の祝祭が夜を徹てつして執とり行われていた。

　そのお祭り騒ぎの喧けん噪そうも届かぬ公宮の奥まった一室に、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスはいた。大きな方ほう卓たくを挟んで彼女と向き合っているのは、ベティス大公国の重じゆう鎮ちん、外がい務む卿きようエフィソス・エンバルデ・エンブロイィ。

　彼はすでに五十を超えているはずだが、痩そう身しんで眼光鋭く赤茶色の髪も豊かで、些いささかも老いを感じさせない覇は気きを身に纏まとっている。

「新年を迎える大事な祝祭の日にも拘かかわらず、呼びたててしまってすまんな」

「どうか、お気になさらずに」

「せめて我々だけで乾杯といくかね」

　とエフィソスが酒杯を掲げると、レフレンシアも応じた。

「新しい年が互いにとってよい年になりますように」

　二人は小さな硝子グラウスの酒杯を軽く触れ合わせた。

「「乾杯」」

　二人は葡萄酒に口をつけ、一口、二口と、赤い液体を喉のどに流し込む。

「で、年の変わり目にわたしを呼びだすのは……何があったのです？」

　静かに酒杯を卓上に戻したレフレンシアが訊くと、エフィソス外務卿は酒杯を弄もてあそぶように動かし、揺れる赤い液体に目を凝こらしたまま応えた。

「西方で不穏な動きがあってな」

「ほう、西方で。つまり、ルーアル・ソシエダイが背後で動いていると、そういうわけですね」

「ああ、それは間違いない。本国のほうの動きもだいぶ派手になってきた。まだその狙いを特定できてはいないが、おそらく連中、コリントゥスかル・アンヘルを狙うのではないか……というのが我々の分析だ」

「なるほど、コリントゥスかル・アンヘル。たしかにルーアル・ソシエダイにしたら、そのままにはしておけない場所ですね」

「西方での反ベティス勢力の蠢しゆん動どうに伴い、大平原に置いている兵力を増強するどころか、一部をこちらに動かさざるを得ない状況でな。なので、いざという場合は白兎騎士団そちらに助けてもらうことになる。その際は頼むぞ」

「判っておりますとも」

　レフレンシアはにっこりと微笑んだ。

「お声をかけていただければ、押っ取り刀で駆けつけますよ」

「頼りにしておる」

「で、その際に一つお願いがあるのですが」

　エフィソスが小さく上体を引く。レフレンシアが、こんな笑顔を向けたまま「お願いがある」などと言うときは、かなり厄介な要求をされることがあるのだ。

「なんだ？」

「コリントゥスかル・アンヘルへの救援に際しての出撃では、こちらの、つまり鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの新しい団長を指揮官に戴いただきたいのですが、よろしいですか？」

　レフレンシアの要求が思ったほど無茶でも無理でもなかったので、エフィソスはほっと胸を撫なでおろした。とはいえ、ベティス大公国の外務卿たる者、そんな様子は微み塵じんも見せない。

「まぁ……考えておこう」

「よろしくお願いします。何しろ新団長の初うい陣じん、お披ひ露ろ目めとなるわけですからね」

　それはそうだが。しかし、あの若い団長に任せてしまうのはいくら何でも不安だな。

　とエフィソスが考えるのは、当然といえば当然の危き惧ぐである。そこで彼は、こう釘くぎを刺しておくのを忘れない。

「その際にはあなたも出で張ばってくれるのだろうな、レフレンシア殿？」

　レフレンシアは、にやりと笑った。海千山千のエフィソスであっても、レフレンシアの笑みの意味するところが今一つ判らなかった。

「もちろんですとも、エフィソス様。団長ガブリエラと、副団長、このレフレンシア、共に命を懸ける覚悟で駆けつけますよ」

「……ああ、頼んだ」

　こうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ出撃の際はガブリエラが指揮官になる公算が大となった。さすがに切れ者レフレンシア、転んでもただでは起きない……といったところか。
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　青の世紀四六年――。




　いよいよルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経きよう国こくを相手にしたベティス大公国の戦いが始まろうとしている。つまりそれは、ベティスの盟めい友ゆうである鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの戦いが始まることを意味していた。

　大平原で激突するであろう両勢力。

　多くの血が流れ、戦せん禍かは多方面に亘わたることだろう。

　団長に就任したばかりのガブリエラとその仲間たちは、果たしてこの危機を乗り越えることができるのか。

　このアグァローネ地方に再び平和をもたらすことができるのか。




　後に「ガブリエラ戦せん役えき」と呼ばれる長く厳しい戦争が、いよいよ始まろうとしていた。














　ルーアル・ソシエダイ王国の都――。




　王宮内にある、天井が高く広々とした評ひよう定じようの間まにこの国の最高首脳が集まっていた。

　大きな方ほう卓たくの上かみ座ざ、背もたれの高い豪ごう奢しやな革張りの椅い子すに腰かけているのは、バロス三世・バイバルスだ。

　尊大かつ不敵な面つら構がまえの王で、身に纏まとう物は華美に走らず、むしろ質実剛健。そこにそうして座っているだけで、周囲を圧する雰囲気を発散している。

　方卓の左右に着席しているのは、ルーアル・ソシエダイの重臣たちだが、その年齢は重臣という言葉が不似合いなほど若い者が多い。それもそのはず、彼らは先王時代から重きをなしていた老臣や実力者を、バロス三世と共に追い落として今の地位に就ついた者たちなのだ。

　全員がバロス三世の野や望ぼうに共感し、その実力を認めている。彼についていけば一つの時代を築けるのではないかと、そう確信している。

　その中に、アリアンレイ・アシッドゥ・アッサンラーも混じっていた。

　彼女は王宮における重臣ではないが、大だい平へい原げん方面の調ちよう略りやく担当官であるのだから、この会議に出席していてもおかしくはない。というか、むしろ当然だ。

「さて、どちらを先に片付けるか」

　方卓上に広げられた地図を見下ろしたバロス三世が、呟つぶやくようにそう言った。

「コリントゥスを先にするべきでは？」

「奪とられたル・アンヘルこそ、まず奪とり返すべきなのでは？」

「コリントゥスを奪とってしまえば、近くにある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの土地も同時に手中にできます。これはまたとない機会、大いに喧けん伝でんできますぞ」

「いや、奪とられた街をそのままにしておくほうが不ま味ずいだろう。直すぐに奪とり返してこそ、周辺諸国への訴そ求きゆう力りよくが増すはず」

　何人もの重臣から次々に意見が出され、議論は沸ふつ騰とうした。

　コリントゥスとル・アンヘル、どちらの街を先に攻めるかは一長一短があって、たしかに難しい問題だ。

　やがて居並ぶ重臣たちの意見表明がおおよそ一いち巡じゆんした。意見は真っ二つに割れ、どちらが優勢ということもなかった。となれば、バロス三世の意向を聞くしかない。

　重臣たちはバロス三世に視線を集中させた。

　彼ら、彼女らの視線を意にも介かいさぬように、王はまだ意見を表明していない唯一の者へ顔を向ける。

「アリアンレイは、どう考える？」

　野太く迫力のある声でそう訊きいた。

　自分たちの意見が二つに割れている以上、ここで表される大平原調略担当官の発言は重い。重臣たちは全員、自分の意見に与くみしろといわんばかりの鋭い視線をアリアンレイに向けた。

　アリアンレイもバロス三世同様、重臣の視線を平然と受け止めて口を開いた。

「皆様方の意見は、どちらも理りに適かなっていると思います」

　涼すずやかでよく通る声だ。

「なんだ、アリアンレイは中立か？」

　バロス三世が何かを品定めするように、あるいは値踏みするように眼を細めた。

　バロス三世は、こういうときに自分の意見をはっきり述べない者を好まない。そしてアリアンレイは、相手が誰であろうとはっきりと自分の意見を述べる質たちだ。だからこそ彼女は王からの信頼も厚く、大平原の調略担当官を任されている。

　なのに彼女が、双方の意見を認めるというようなどっちつかずの発言をしたことが、バロス三世には意外だった。

　しかし。

「いえ、中立ではございません。どちらかというと、三番目の案を提案させていただきたいと思います」

　重臣たちが互いの顔を見合わせる。

「そうこなくっちゃぁな」

　バロス三世は、くくっ、と愉ゆ快かいそうに笑った。

「じゃあその三番目の案ってのを聞かせてくれ」

　バロス三世に頭を下げたアリアンレイは、やや俯うつむき加減のまま、よく通る声で自分の案を開かい陳ちんした。

「どちらを先にするかを決めかねるほど、どちらも大事。であれば、両方を同時に奪とってしまえばいいのではありませんか？」

　重臣たちのあいだからざわめきが起こる。

「随ずい分ぶんと大胆な意見だな、アリアンレイ」

「大胆不敵は三世王様の専売品ではありませんか」

「こいつは一本取られたな」

　バロス三世は声を上げて笑いだす。

　しばらく笑っていたバロス三世は、やがて笑い止むと、大きく上体を乗りだした。

「で、第三の案の利益はなんだ？」

「まずもって、我が国の本気度を内外に示しめせること。友好国は見捨てないという我が国の誠意を内外に示せること。今であればベティスは軽けい々けいに動けないこと。両方を押さえてしまえば、以降、大平原においてかなり動き易くなること……などでありますね」

「そうだな」

　バロス三世は、アリアンレイの発言内容など先刻承知だとばかりに頷いた。彼女の口から直じかに聞いて確認したかっただけだ。

「何かあるか？」

　王は居並ぶ重臣たちを見渡す。

　直ぐに一人から発言があった。

「ですが王よ、両方で同時に……となりますと、かなりの兵力を用意しなくてはなりません」

　バロス三世は、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「俺たちはこんなときのためにシギルノジチと同盟を結んだんだろう」

「奴らとの同盟を信用してしまうのもどうかと」

「そうですぞ、王よ。奴らに対する備えを完全に解いてしまえば、直ぐに襲いかかってくるかもしれません」

「まぁ、そうだな。奴らは性しよう根ねが腐くさっているからな」

　とバロスが言うと、重臣たちのあいだに失笑が広がった。

「ですが、ここで敢あえて警戒を解く振りをするのもいいのではありませんか？」

　とアリアンレイが口を挟んだので、全員が首を傾げた。

「どういうことだ、アリアンレイ？　警戒を解く……振りをする？」

「ええ。本当に警戒を解いてしまえるような相手ではありませんが、少なくとも我々が警戒を解いたと見せれば、同盟を重視し、相手を信用しているという姿勢を内外に示せます。あくまで見せかけですが、他国の者には判らぬこと。向こう背はい常ならぬシギルノジチが相手でさえ、同盟を結んだ以上、信頼しているのだという姿勢は、我らが信しん義ぎに厚く約束を守る国だということを訴えることができます」

「ふむ。なるほどな」

　バロス三世はもう一度、重臣たちを見渡した。

「どうだ？」

「いいのではありませんか」

「やってみる価値はあるかと」

「成功すれば、ベティスにはこれ以上ない打撃を与えられるでしょう」

　出てくる意見はどれも肯定的なものだった。

「よし。じゃあ、どちらを先にするかではなく、どちらも先にする……という基本方針で考えるか」

　とバロス三世が言った時点で、コリントゥスとル・アンヘルの街を同時に攻略するという方向性が決まった。

「動員兵力はこれから詰める必要があるが……それと、指揮官を誰にするかだな」

「一つは、わたしにお任せ願えませんか」

「お？」

　バロス三世が目を見開く。

「アリアンレイ、おまえが自ら乗りだすってのか？」

「はい」

「そうか。よし、片方はおまえに任せよう」

　バロス三世、相変わらずの即断即決だった。

「で、どちらに行く？」

「そうですね、わたしは」

　アリアンレイの口くち許もとに重臣たちの視線が集中する。

「コリントゥスを攻め陥おとそうと思います」
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「援軍からの急使が来ました！」

　コリントゥス王宮の評ひよう定じようの間まに伝令が駆け込んできた。

　ルーアル・ソシエダイ軍に包囲されている形のコリントゥスの街だが、個人の出入りはかろうじて許されているので、商人に偽ぎ装そうした使者が街に入れたのである。

「援軍は当街まで、あと半日から一日ほどの行程に迫っているそうです」

　報告を聞いていた国王以下、街の重臣や駐ちゆう留りゆう軍の幹部のあいだから歓喜の声が上がり、同時に安あん堵どの息が漏れた。

「して、その数は!?」

　と訊きいたのは、ベティス大たい公こう国こくの駐留軍を率いるラディム駐留軍司令。

「援軍は二大隊千八百です！」

「後ご詰づめは千八百か……」

　ラディムは難しい顔で低く唸うなった。

　コリントゥスは大だい平へい原げん東部に在ある城じよう郭かく都市で、かつて鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの活躍によって窮きゆう地ちを救われたことのある街だ。

　この街はルーアル・ソシエダイ王国の勢力圏に突出する位置にあった。

　ベティス大公国側からすれば、コリントゥスはルーアル・ソシエダイ側に打ち込んだ楔くさびともいえる存在であり、ここの守りを重要視している。本国から遙はるか離れた遠方にも拘かかわらず、ここに駐留軍を送っていたのもその証あかしだ。

　それだけではない。前述したように、ここはベティスの盟めい友ゆうである鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが守り抜いた街なのだ。白はく兎と騎き士し団だんの尽力で確保された街をむざむざ失ったとあれば、ベティスの威い信しんに傷がつく。ベティスとしてはなんとしても維持し続けなくてはならない都市国家だった。

　そのコリントゥスが今、ルーアル・ソシエダイ軍およそ四千に包囲されていた。

　ベティスが街に入れている駐留軍の数は、一大隊一千と騎馬中隊一の合わせて千百。それに援軍の千八百を加えても二千九百にしかならない。コリントゥスの兵は、先年の反乱騒ぎの影響で大きく減げんじたまま補充ができていない。実質的に戦闘に使える兵は、せいぜい二百といった状態だった。

　ということは、援軍と駐留軍に街の守備兵の合計三千百がコリントゥス側の総兵力といっていい。

　そのうち、街に籠ろう城じようしている兵は千三百。

　対して、攻撃軍は四千。

　城攻めの場合、攻撃側には守備側のざっと三～五倍の兵力が必要というのが軍事常識である。それに照らせば、今いる兵ではギリギリだが、援軍が城内に入りさえすれば街が陥おちる不安はほとんどなくなる。

　ただ、地形的に見てこの街の防御力はさほど高いとはいえない。街の周囲は平坦地で、攻撃側が大がかりな攻こう城じよう兵器を持ちだしてきても、移動させるのにそれほど苦労しない場所なのだ。

　その上、千八百という援軍の数は、ラディムの予想よりも少なかった。これでは街を守ることはできても、攻撃軍を撃退することは難しい。

　ラディムの危き惧ぐは、それだけではない。

　攻撃軍を撃退できないのなら、全軍で街に籠こもってさらなる増援軍を待つか、敵の兵ひよう糧ろう切れを待つしかない。

　しかし、籠城する兵が千八百人も増えるということは、それだけ余分の食料が必要になることを意味する。ところがコリントゥスの街は、まったく兵糧に余裕がない状態だった。

　反乱騒ぎの後の攻防の際、白はく兎と騎き士し団だんは街に備び蓄ちくしてあった兵糧の過半をわざと駄目にしていた。いったん街を明け渡したときに、城内に入った敵部隊を苦しめるためだ。兵糧を減らす作戦は相手に対して効果的に働いたのだが、その後、細々と補充されてはいたが、とうてい万ばん全ぜんとは言い難がたい。そもそもコリントゥスの街の規模では三千もの兵が長期間籠城することを想定していないから、元から備蓄は多くない。今は逆にそれがコリントゥス側の重荷になっている。

「やはり西方での争乱が本国にも響いているのだな」

　ラディムは我知らずそう呟つぶやいていた。

　くそ、厄介だな。いや、この状況こそがルーアル・ソシエダイの奴らが思い描いた絵だというのか？　だとすれば、ルーアル・ソシエダイの国王バロス三世、噂うわさ以上の傑物けつぶつだが……。
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　ここで、大平原とそこを取り巻く周辺の状況を見ておこう。

　アグァローネ地方には多くの都市国家があるが、面的な広がりのある「領土」を持った「国家」は未いまだ存在しない。この地域は肥ひ沃よくな土地が少なく、生産力に限界があった。余よ剰じよう生産物が出ない以上、今の人口を養っていくだけでカツカツなのである。

　それでも、大国と呼ばれる国家は幾いくつか存在している。

　ベティス大公国、ルーアル・ソシエダイ王国、シギルノジチ経きよう国こくなどがその代表だが、それでも複数の都市をその勢力圏に抱かかえているというだけで、確固たる領土を保持しているわけではない。




　それまでも三つの大国は、三つ巴どもえともいうべき勢力争いを繰り返していたが、周辺の蛮ばん族ぞくとの抗争などもあって、なかなか相手に対する決定打を放てないでいた。

　ところが少し前に、ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国が電撃的に軍事同どう盟めいを結んだのだ。これは、ベティスと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがその影響力を着々と増大させている現状に対する反動、揺り返しという側面が強かった。

　結果、大平原周辺での勢力の均きん衡こうが一気に崩れた。

　勢いを増したルーアル・ソシエダイとシギルノジチの両国が、ベティスと白兎騎士団しろうさぎに対する積極的な攻勢に出てくるのは必然。

　そこで鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長代理のレフレンシアは、一計を案じ、自らは副団長へと退しりぞき、一回生のガブリエラ・リビエラ・スンナを団長に就つけた。

　相手の読みを外し、相手に余計なことを考えさせるための奇手であった。

　それが初冬の頃の話。




　ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国の戦略目標は、はっきりとしている。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとその庇護者パトローネスであるベティス大公国の影響力を大平原から一いつ掃そうし、代わりに自国の影響力を浸しん透とうさせること。可能なら、ベティスと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを軍事的に討ち破り、将来に亘わたるまで反撃が利かないような損害を与えておくこと。

　ベティスが弱体化した後には、アグァローネ地方の盟めい主しゆの座を懸けた戦いが、今度はルーアル・ソシエダイとシギルノジチ両国のあいだで始まるはずだが、それは当分先の話だった。

　互いを仮想敵国としていた両国が軍事同盟にまで踏み切った影響は計はかり知れない。

　最大の利益は、相手を警戒して張りつけていた戦力を他の戦線へと転用させることが可能になったことだ。

　ルーアル・ソシエダイに関していえば、シギルノジチと同盟を結び、さらに周辺蛮族との休戦も成ったから、北や南は当面安あん泰たいとなった。東には元から脅きよう威いとなるような大勢力がいない。背後の不安なく西方の攻略に専心できるようになったのである。

　同盟成立直後からルーアル・ソシエダイとシギルノジチの動きは活発となり、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎやベティス大公国に対する工作をしきりに仕掛けてきた。ベティスの西方で反ベティスの蜂ほう起きがあったのもその一端だ。

　ベティス側も手をこまねいているわけではなく、ルーアル・ソシエダイの周囲にいる蛮族などに働きかけているのだが、今のところ目に見える成果は上がっていなかった。

　ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国の軍事同盟によって先せん鋭えい化かした両国対ベティス大公国と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの戦いは、年末にかけては軍勢同士が直接に干かん戈かを交えることはなく、軍事作戦の準備や裏工作に終始していた。

　しかし、年が改まったところで、ついにルーアル・ソシエダイが動きだした。

　シギルノジチへの備えが不要になったことで生じた軍事的余力。

　その余力を大平原への勢力浸透に使うべく、目の上の瘤こぶともいうべきコリントゥスの排除――言い換えれば自陣営への抱き込み――を狙って機きを窺うかがっていたルーアル・ソシエダイ王国は、ベティスの西方で起きた争乱に合わせるかのように軍事行動に踏み切ったのである。
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　年が明けた青の世紀四六年白しら鳥とりの月のこと――。




　ルーアル・ソシエダイ王国は、まず大平原に八千の兵を送り込み、イリアスタやその他たの友好国――という名の実質的な隷れい属ぞく国こく――の兵を糾きゆう合ごうし、総勢一万もの兵力を展開した。そのうちの四千をコリントゥスの街へと送る一方、さらに四千をル・アンヘルの街へと派遣したのである。

　この遠征は、先年に採とり損ねた果実――コリントゥス――を今度こそ刈り取り、先年に失った果実――ル・アンヘル――をなんとしても奪い返すというルーアル・ソシエダイ王国の意気込みを表すと同時に、国王バロス三世・バイバルスの並々ならぬ決意の表れでもあった。

　大平原にはベティスも部隊を置いている。友好国である各都市に分散してはいるが、高原諸都市の分も合わせれば六、七千にはなる。友好諸都市の兵を合わせれば一万以上の部隊を動かせるのだから、侵しん攻こうしてきたルーアル・ソシエダイ連合軍にも充分に……とは言えなくても、なんとか対抗できるはずだった。

　しかし。

　ルーアル・ソシエダイが仕掛けた反ベティスの動きがベティスの背後、西方で活発になり、その結果、ベティスは大平原に置いてあった部隊の幾つかを移動させざるを得なくなっていた。

　これが白しら鳥とりの月の下旬の状況だった。

　ルーアル・ソシエダイが、コリントゥスとル・アンヘルに対する軍事行動を起こしたのはその直後、もうじき月も変わろうかという時期だった。

　総兵力を減らしていた大平原のベティス駐留軍は対応が後手に回り、ルーアル・ソシエダイ側の兵力展開を許してしまった。

　結果、コリントゥスの街とル・アンヘルの街は、各々、ルーアル・ソシエダイと都市国家連合軍四千に包囲されるという現状ができあがったのだった。

　もちろん、両都市の攻略は最終的な目標ではない。ルーアル・ソシエダイ国王バロス三世・バイバルスにとって、あくまで戦略目標達成のための端たん緒しよであり、一つの手段にすぎないのだ。

　彼はさらなる一手を温めている。

　それはかなり非常識な一手で、もっといえば奇手奇策であり、さらにいえば八方破れの出で鱈たら目めともいえる一手だ。バロス三世に心しん酔すいしている軍の首脳や官かん僚りようたちでさえ首を捻ひねるような危うい手かもしれない。

　だが、将棋スカツシエを能よく指すバロス三世は、相手の守備の陣形に綻ほころびが出たときこそ押し込む好機、相手が緩かん手しゆを打ったときこそ付け入る好機、相手の応おう手しゆに迷いがあるときこそ畳みかける好機と、そう思っている。

　彼は今、ベティス大公国と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの陣形に綻びを見て取った。だからこそ今が好機と捕らえている。

　何しろベティス大公国では宰さい相しようが倒れ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎでは、理由は判らないが、並み居る幹部を押し退のけて一回生が団長に就いたというのだから。

　新団長が幹部を押し退けるほどの傑物なのか、それとも幹部同士による抗争の産物なのかは、まだバロス三世も把は握あくできていない。

　だが、理由がどうあれ、内実がどうあれ、好機には違ちがいないと判断した。

　相手の守備陣形が整う前に押し込んでかき回して、綻びを広げ、守備網もうを寸断し、立ち直るきっかけを与える間もなく突破する。そのために少しくらいの危険を冒おかさなくてどうする。

　それが彼の言い分だった。

　だが、臣下に言うのはまだ早い。

　好機を見るに敏びんでない者にとって、彼の腹案は危険すぎると映るだろう。明かせば、反対する者が出てこないとも限らない。もちろん彼の立場なら、臣下の反対を無視することはできる。

　しかし、国が、王宮が、一丸となって当たらなくてはこの戦争に勝てない。ベティスも鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎも手て強ごわい敵であること、バロス三世は十二分に弁わきまえている。決して相手を過小評価しない。

　だからこそ、好機を見逃さずに攻めなくてはいけないのだ。そして今こそ、その好機なのだ。

　というバロス三世の形勢判断には、ベティスの宰相が倒れ、白はく兎と騎き士し団だんの新団長に一回生が就いたという思いもよらぬ展開が影響しているのは確実だった。

　しかし、それでベティスと白はく兎との側が大いに不利になったかというと、そうでもない。この辺りは「一手指したほうがよく見える」という、難解な将棋スカツシエの中盤のせめぎ合いといったところか。

　いずれにせよ、どちらかが相手の読みにない妙手を放つか、どちらかが自ら転ぶような悪手を指すかしない限り、一気に形勢が傾くことはないだろう。




　さて、局面をがらりと変えるような妙手を指すのはどちらだろう。

　あるいは、誰だろう。
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「ラディム様」

　報告を持ってきた兵の声が、現状の分析と今後の対応策を考えていたラディムの思考を破った。

「ん？　どうした？　まだ何かあるのか？」

　はい、と頷うなずいた兵は、居並ぶ国王、重臣たちの様子を窺うように視線を左右に走らせてから報告を再開した。

「我がほうの援軍の到とう来らいを察知したためでしょう、街を包囲していたルーアル・ソシエダイ軍に動きがあります」

「なに？」

「包囲軍の一部が街の南西側に移動しつつあります」

「後詰めの接近を阻止しようというつもりか！」

　そのとき、新たな伝令が評定の間に走り込んできた。

「ラディム様！」

「どうしたか？」

「敵の全部隊が動きだしました」

「なんだと!?」

　ラディムは思わず腰を浮かせそうになる。

　新たにもたらされた報告の持つ意味を、彼は直ただちに理解した。

　不ま味ずいな。奴ら、接近を阻止するのではなく、後詰め部隊を直じかに叩くつもりか。

　増援部隊の兵力は千八百で包囲軍は四千。単純な兵力比較でも一対二・二だ。しかも増援部隊はここまで急ぎに急いでいるはずで、当然、兵には疲労がある。

　一方の包囲部隊は、ここ数日間というもの、コリントゥスの街の周囲に腰を落ち着けていた。補給にも問題はなく、充分に飲み食いしていたようだ。となると、兵にはほとんど疲労がない。

　そんな両軍が正面からぶつかれば勝敗は火を見るよりも明らかで、戦闘は増援部隊の敗退で終わるに違いない。増援軍が撃退されてしまえば、ラディムは自分の手て勢ぜいのみでコリントゥスの街を守り続けなくてはならなくなる。この状況下で、それは至難の業わざといえよう。

　敵の狙いを見抜いたラディムは即座に決断した。

　ここで各個撃破を許してはいかん。

　振り返ったラディムは、傍かたわらの副官と二人の大隊長に向けて命令を発した。

「こちらも動くぞ。直すぐに出撃の準備をさせろ！」

「ははっ！」

　この決断の早さはラディムのよさでもあるのだが、この場合には、もう少し慎しん重ちようさが求められた……というのは結果論でしかない。この状況で、この時機で、ラディムは彼にできる最良の決断をしたまでだ。

　こうしてコリントゥス駐留軍――一大隊＋騎馬中隊――千百は慌ただしく出撃の準備を開始した。

　兵の報告を聞き、ラディムが出撃を決断するに至るまで、コリントゥス国王コリンティアンスは心配そうな目を、不安そうな顔を、ラディムに向けているだけだった。それも仕方のないことで、ほとんど軍事力を持たない彼には発言権などないも同然だった。
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「アリアンレイ様、コリントゥスに残した見張りからの伝令がまいりました」

　馬上のアリアンレイは、兜かぶとから覗く美麗な顔を部下に向けた。彼女の被る兜は小ぶりな作りなので、表情がよく見える。

「何か動きがあった？」

「城内の敵が出てきたそうでございます」

　ベティスの救援軍を迎え撃とうという形で移動しつつある部隊の本ほん陣じんで、部下からの報告を聞いたコリントゥス包囲軍の指揮官、アリアンレイ・アシッドゥ・アッサンラーは優美な微び笑しようを浮かべた。













　兜からはみ出した長く真っ直ぐな黒髪を背中に垂たらし、全身を白しろ銀がねの鎧に包んだアリアンレイは美び貌ぼうと奸かん計けいを司つかさどる守しゆ護ご天てんユミネゥスが降こう臨りんしたかと思えるほど美しく、かつ剣けん呑のんな雰囲気を発散している。そんなアリアンレイの姿は、本陣のどこからでも、とてもよく目立った。

　彼女は大平原方面担当の調ちよう略りやく担当官であるのだが、ただの文官ではない。軍事指揮権も持っているのだ。いざとなれば、こうして馬に跨またがり剣を取る。

「こちらの動きに敏感に反応してくれたようね。なかなかよい指揮官です」

　傍らの副官が薄く笑った。

「たしかに、敵の指揮官は決断力に富とんだ男のようですな。こちらの意い図とを即座に察知した思考力も、まずまずではありませんか」

「まずまずではありますが、十じゆう全ぜんとは言い難がたいですね。けれど、それはこちらの利益になるのですから、我々が文句を言う筋合いではありませんが」

　コリントゥスの街の南西方面は、大平原といいながら意外と小さな起き伏ふくが多い地形で、小高い丘や低い谷などが複雑に入り組んでいる。

　コリントゥスを包囲しているあいだに、アリアンレイは配下の物もの見み部隊に周辺の地形を念入りに調べさせていた。そのときは特に具体的な何かを考えていたわけではなく、あとあと何かの役に立つかもしれないという用心のためでしかなかったが、それが意外と早く役に立ってくれそうだ。

　アリアンレイは馬の横っ腹に括りつけてある革かわ筒づつから地図を引き抜いて広げ、副官に指示を出す。













「右う翼よくの千をこの丘の向こうに迂う回かいさせて。後方の視界から消えた辺りで丘の上に登らせるのです。左さ翼よくの千は左の谷に下って大きく迂回、コリントゥス方面へと戻らせて。我ら中軍千七百はここで陣地の構築を始めます」

　アリアンレイは、コリントゥスの街の見張りや周辺の物見に三百を割さいているので、必然的に中軍の兵数は千七百となる。

　もっとも、街の見張りのために多くの兵を残していることを相手には知られないほうがいい。遠くから密かに見張らせるだけで、牽けん制せいや阻止行動は取らせていない。

　さらに具体的な指示を幾つか送ったアリアンレイは、また優美な微笑を浮かべて副官に念を押す。

「前方から迫ってくるベティスの増援軍に備えて陣地を構築するように見せかけます。左右の丘に兵を登らせるのを忘れないように。登らせる兵は少数でいいですが」

　予あらかじめアリアンレイの構想を聞かされている副官は、質問も挟まずに大きく頷いた。

「判っております」

　副官が幕ばく僚りようを伴ってアリアンレイの命令を実行するべく本陣から離れていった。

　少し進んだ先で中央軍千七百が行軍を停止し、その場で陣地の構築を開始した。

　左右に小高い丘があり、ちょうど隘あい路ろのようになった場所を街道が走っている。

　左手の丘の向こう側には小さな谷筋が縦横に走っていて大軍の展開には不向きな地形。右手の丘の向こう側には、同じような小さな丘が幾つも連なっている。となると、左右の丘を押さえた上、隘路の街道を塞ふさげば、ベティスの援軍は容易に街に近づけないことになる。

　その場合に取る方法は、大きく迂回するか前面の敵を強制的に排除するかのどちらかだが、兵数で劣る援軍が正面突破を企くわだてることは至難の業で、ふつうなら迂回する。

　しかし、だ。

　ここにいるルーアル・ソシエダイ部隊の背後にコリントゥス在ざい城じようのベティス駐留軍が迫ってきたらどうだろう。陣を敷いた包囲軍を前後から挟み撃ちすることが可能になるわけで、兵数で劣るベティス軍にとっては願ってもない形ではないか。

　駐留軍の指揮官が、これほど美お味いしい場面を見逃すでしょうか。いいえ。我々の行軍の意図を察知して即座に出撃してきたほどの果か断だんな指揮官であれば、必ずやこの好機を活かして我が軍を壊かい滅めつさせ、コリントゥスに迫る脅威を一気に除去しようとするに違いありません。

　それがアリアンレイの読みだった。

　そこまで読んでいながら、どうして彼女は追撃してくる籠城軍に背を向けたまま陣地を構築しているのか。

　どうして彼女は、わざわざ別働隊を動かし、主力の千七百のみでここに留まるのか。

　各個撃破を狙うなら、まずは接近してくる援軍を攻撃し、これを討ち破るのが先決ではないのか。

　包囲軍指揮官アリアンレイの真の狙いは、戦端が開かれたところで明らかになる。
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「ラディム様、送った物見部隊からの伝令が来ました」

「ここへ通せ！」

　馬に跨り進んでいたラディムは、馬の歩みを止めることなくそう命じた。

　直ぐに伝令兵が駆け寄ってきた。

　伝令兵はラディムとその周囲を固める幕僚たちの馬の歩みに合わせて歩きながら報告を始める。

「南下を始めたルーアル・ソシエダイの包囲軍は、途中で進軍を止め、陣の構築に取りかかっております」

「地図！」

　ラディムが呼ぶと、徒歩で付き従っていた従者が、布製の地図を手に駆け寄ってきた。

「場所はどの辺りだ？」

　従者が広げた地図を馬上から見下ろしながらラディムが訊く。

「この辺りだと思われます」

　伝令兵が地図の一点を指し示すと、ラディムはそこを睨にらみつけるように凝視する。

「なるほど、そこを押さえてしまえば、援軍は大きく迂回するしかないというわけか。だが……」

　ラディムは敵部隊の意図に微かすかな違和感を覚える。

　各個撃破を狙って援軍を叩こうとするのなら、陣を構築して防御の態勢を取るというのがおかしいな。いや……。

　顔を上げたラディムは伝令兵に重ねて訊いた。

「敵軍の動きはどうか？」

「は。主力はその地点で陣の構築を始めておりますが、そこに留とどまらず、左右に分かれてなおも進軍していく部隊がございます」

「左右に分かれた？　それぞれの兵力は？」

「主力が千五百から千七、八百程度です。多めに見積もっても二千には届かないかと。二つの別働隊は、各々八百から千程度ではないかと思われます」

「そうか。なるほど」

　ラディムは包囲軍指揮官の意図が読めた気がした。

「主力で後詰め部隊の進軍を阻止しているあいだに、左右に迂回した別働隊で後詰めの背後から襲いかかって壊滅させようという腹づもりか」

　この作戦なら、街道が封ふう鎖さされているのを確認した援軍が左右どちらに迂回しようと、敵別働隊のいずれかと接触する可能性が高い。接触した場合、別働隊単独では兵数的に不利になるが、ベティス援軍の迂回を確認した主力が陣地の構築を止やめて援軍を追撃していけば、どこかの地点で挟み撃ちすることが可能になる。

　別働隊の一つは無む駄だ遣づかいになってしまうが、兵数で勝まさっているからこそ可能な作戦といえるな。挟きよう撃げき戦せんに持ち込めば、連中が勝利する確率はかなり高い。逃げても、その場に留まって戦っても、援軍は大打撃を受けそうだ。上う手まくしてもう一つの別働隊が戦場に間に合えば、援軍は壊滅しかねない……か。たとえ壊滅しなかったとしても、コリントゥスの後詰めという戦術目標の達成は不可能になるのだから、連中にとってはそれで充分なわけだ。

　ラディムは敵指揮官の作戦が、効果的かつ効率的であることを認めた。













　だが。

　ラディムは口の端はしを吊りあげた。

　それは欲張り過ぎというものだろうよ。追い求める報ほう酬しゆうが高すぎると、手痛いしっぺ返しを食うことになるぞ。それを教えてやろう

　ラディムの考えはこうだ。

　包囲軍が南から来る援軍に対して陣を構築しているなら、構築の最中に背後から襲いかかればいい。敵は四千いるが、そのうちの二千近くは別働隊として主力から離れて作戦行動中。物見によれば敵主力は千五百から多くても千八百だというが、ここでは最大に見積もって千八百としておこう。街を出た自軍は千百。物見部隊用にコリントゥスの守備兵を百人連れてきたから、千百は丸々戦闘要員として使える。そうなると戦力比は一対一・六。圧倒的に不利というような比率ではない。その上、敵はこちらに背を向けて陣地の構築中なのだから、そこを騎馬中隊を先頭にして背後から襲いかかれば、七百の兵力差など関係なく、一いつ気き呵か成せいに蹴け散ちらすことができる。

　ラディムの軍は、何も戦闘で敵を壊滅させる必要はない。敵陣を突破して、こちらに向かっている援軍と合流すれば、まずは目的を達することになる。

　何しろ敵の主力は陣地を構築中で、剣や槍やりではなく槌つちや鍬くわを持っているんだからな。相手の騎兵だって、馬を下りているはずだ。しかも、南から来る援軍に対する陣地は、北から襲いかかる我が部隊にはほとんど無力。

　おそらく敵の指揮官は、籠城部隊全軍が即座に街を出たことをまだ把握しておらず、だからこそこんな作戦を採とったのだろうと、ラディムはそう推測した。

　ラディムは戦闘の推すい移いを思い描き、吟ぎん味みする。

　まずは我が部隊が敵主力の背後から急きゆう襲しゆうして、連中を蹴散らし、構築中の陣を突破、そのまま南の援軍と合流する。合流した後に反転、混乱している敵主力にもう一撃を加えれば、敵は陣を支えきれない。ちりぢりになった敵の主力を追つい討とうすれば、再起不能なほどの打撃を与えられる。たとえ途中で別働隊が駆けつけてきたとしても、すでにその頃には敵の主力部隊はその機能を停止するほどの損害を受けているから、援軍と合流している籠わ城が軍のほうが圧倒的に有利な構図には変わりがない。駆けつけてきた別働隊が一隊だけならその場で迎え撃てばよし。万が一、二隊同時に現れたら、我らはコリントゥスの街に引き揚あげればいいだけだ。援軍は無事に入城、しかも敵戦力は半減。そうなれば、コリントゥスの防衛、果たしたも同然だ。













　そこまで読んだラディムは、持ち前の果断さを遺い憾かんなく発揮した。

　副官と数人の幕僚を呼び寄せたラディムは、急いで自分の考えを説明した。

「なるほど、それなら我が軍の勝利は疑いようもありませんな」

　副官たちが納得した顔で頷いたので、ラディムは周りの幕僚も呼び集めて馬の歩みを止めぬまま、馬上から最終的な決断を下した。

「物見部隊を先行させて奴らの動向を探れ。我らはこのまま行き足を上げ、陣地を構築中のルーアル・ソシエダイ軍主力に背後から迫る。物見部隊は、敵主力が陣を構築中であることを確認。その場合は連絡不要。奴らがこちらへ備えている場合のみ、物見部隊から中止の伝令を走らせろ。連絡がなければ我らは予定どおり奴らの後方から突撃する。突撃の先せん鋒ぽうには騎馬中隊百と大隊騎兵の二百を充てることにする。その後に続けて歩兵が突撃。敵兵を蹴散らし、そのまま陣を突破、南から接近中の後詰め部隊と合流する。ここまでが第一段階だ。合流を果たした後に反転、混乱している敵主力にもう一度襲いかかり、これを撃滅する。敵別働隊に対する備えは、後詰めと合流した後に準備する。以上だ。何か質問はあるか？」

「左右の丘に上がっている兵がいるようですが、そちらへの対応はどうしますか？」

「報告によればそれほど多くないようだから、そちらは無視すればよい。もし予想以上の数が上がっている場合は、逆に陣地の守備が手薄になっているわけだから、こちらの突破が容易たやすくなる。どちらの場合でも無視すればいいだけだ。我々は陣を抜けて援軍と合流するのが目的なのだからな。丘の上に上がった少数を相手にする必要はない」

「了解いたしました」

　ラディムは幹部の顔を見渡した。

「他には？」

　それ以上の質問は出なかった。どの顔にも勝利を確信した自信が漲みなぎっている。

「よし。では各部隊に命令を伝達。全軍の行き足を上げさせろ。目標は我らに背を向けて陣を構築中の敵主力を蹴散らし、突破すること！」

「ははっっ！」

　こうしてラディムが率いるベティス籠城軍は進軍の速度を上げ、コリントゥス包囲軍主力が陣地を構築中の地点へと迫っていった。
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　こちらはコリントゥスの街への援軍、ベティスの二大隊千八百の本陣。

　援軍は、先陣が第一大隊の六百で、これを三百ずつ二段に分けている。中軍が第二大隊の九百で、これは三百ずつ三段に分けている。後陣が第一大隊の三百で、全軍が縦陣隊形で街道沿いを北上していた。

　ただし、後陣の三百は兵糧を運んでいるため、実質的には輜し重ちよう部隊である。いざとなれば後陣三百の実戦投入もあり得るが、その場合は兵糧を捨てることになりかねない。援軍の首脳にしてみれば、そんな事態だけは避けたいところだ。従って、現状、援軍の戦闘兵力は千五百というのが実情だった。

　放った物見部隊から、つい先ほど敵部隊の発見を告げる報がもたらされたために援軍は行軍を停止し、次々と物見部隊を放ち続けている。

　先ほどから、新たに放った物見部隊からの伝令が続々と本陣に駆け込んできていた。

「敵部隊は街道筋の一点で停止、陣地の構築を開始しております」

「敵別働隊が左右に分かれ、迂回を開始しました」

「敵の右軍は我がほうから見て左手の丘を迂回していきます」

「敵の左軍は我がほうから見て右手の谷筋に入り込みました」

「陣を構築中の敵主力はおよそ千五百から二千」

「別働隊の数は、それぞれ一千前後かと」

「敵が陣を構築している地点は左右に丘があり、丘と街道を押さえられると、我が軍はそれ以上進めなくなります」

　援軍を率いる指揮官ネゥロイは、臨時の作戦指揮所で、難しい顔で腕組みをしたままじっと考え込んでいる。

　作戦指揮所は街道から少し離れた緩やかな斜面を登った場所に設しつらえてある。

　指揮所といっても、臨時の上に仮設だ。陣地の構築もしていなければ幔まん幕まくすら張っていない。ちょっとした平地に折り畳みの野戦卓が置かれ、その周りに床しよう几ぎが並べてあるだけだった。

　いま、並べられた床几に援軍の幹部が勢揃いしていた。

　地図が広げられた野戦卓の右手に座っている副官ミハイラスが、上座にいる指揮官に伺うかがいを立てる。

「敵の狙いは、主力が陣を構築して我がほうの足を止め、その間かんに別働隊が迂回してこちらを左右から挟撃、そこに主力が襲いかかる……というふうに読めますが、如何いかがいたしますか、ネゥロイ様」

　腕組みをしたまま。ネゥロイは居並ぶ幹部の顔を見渡した。

「狙いはそのとおりだろうな。このままでは三方を塞がれる形になって完全に足止めだ。三方から同時に襲われる可能性はほとんどないが、三つの部隊のうちのどれかと戦闘になれば、残りが駆けつけてくる。そうなると兵力差が大きいから抗こうしきれないだろう」

「多少時間が余分にかかっても、迂回して街道を離れ、敵と接触しないでコリントゥスに近づくしかないのではありませんか？」

　と発言したのは第一大隊長であるアイキュロス。

「だが、敵の別働隊が左右に展開している以上、それをも避けるとなると、大幅な迂回を強いられる。この辺りは意外と起き伏ふくのある地形だから、街道を離れての行軍はかなり時間がかかる」

　と言うのは第二大隊長ピアンダス。

「そうは言うが、敵が待ち受けているところへ突っかけるわけにもいかんだろう。我が部隊の目標はコリントゥスの街の救援だ。時間がかかっても、兵の損そん耗もうを避け、無事に兵と兵糧を運び込むことを第一に考えるべきではないか？」

　アイキュロスがそう言うと、ピアンダスが低く唸った。

「それはそのとおりだが……」

　ピアンダスは顔をネゥロイに振り向けた。

「ネゥロイ様、コリントゥスの兵糧はあと一旬じゆん日じつ程度という話でしたな？」

　ネゥロイが傍らの救援軍副官のほうを見て発言を促した。頷いて、副官が口を開く。

「そうです、ピアンダス隊長。期日が過ぎたからといって直ただちに食べる物がなくなるというわけではないでしょう。住民の備蓄もあるでしょうし。もっとも、可能ならそちらには手を付けないでおきたいものですが」

「今日明日、直ちに……というほど切せつ羽ぱ詰まっていないのなら、大きく迂回しても敵との接触を避けるべきかと」

　アイキュロスはそう主張した。

「ですが、大きく迂回したとしても、行軍経路を敵に察知されれば、いずれ追いつかれます。こちらには兵糧を運んでいる後軍がいますからね、一目散にコリントゥス目指して走る……というわけにはいきませんよ」

　と副官に言われ、アイキュロスは顔を顰しかめた。

「そうだな。追いつかれて野戦になれば、兵力差が響く……」

　二人の大隊長が黙り込んだので、それまで聞き役に徹していた大隊副長や幕僚たちが一斉に顔を指揮官ネゥロイに向けた。

「コリントゥスに籠っている友軍はどうしているか？」

　とネゥロイに訊かれ、副官は頭を下げた。

「申し訳ありません。まだ連絡がついておりません。商人に化けさせた者が城内に入ったはずなのですが、出てくるのが難しいようでして、まだ戻ってきておりません」

「友軍との連係が取れれば、奴らの狙いを打破することも可能になるのだがな」

　そのとき、まさにネゥロイの望みを実現させるような朗ろう報ほうが飛び込んできた。

「申しあげます」

「どうした？」

「籠城軍からの伝令が参りました」

「なに!?」

　その場に居並ぶ全員の顔が輝いた。

「直ぐにここへ通せ！」

「はは」

　走り去った本陣詰めの衛兵は、即座に伝令兵を引き連れて戻ってきた。

　伝令兵はネゥロイの前に跪ひざまずき、ラディムから託たくされた言葉を伝えた。

「包囲軍が貴軍の撃破を狙って包囲を解き、コリントゥスを離れたので、我らは街を出て敵の追撃に移った。別働隊が現地を離れ、敵主力が街道封ふう鎖さを図はかり陣地の構築を開始したのを確認。我が部隊はこれを背後から急襲し、敵防御線を突破、貴軍との合流を図ることとする。合流の後は直ちに反転、混乱している敵主力を撃げき滅めつしたい。なお、迂回している敵別働隊の動向には充分に注意されたし。以上であります」

　居並ぶ幹部たちから、おお、という歓声が上がった。

「ネゥロイ様、これならば」

　と副官が言うと、指揮官は大きく頷いた。

「さすがにラディム、決断が早い。ならば我らは臨戦態勢を保持したまま、この場にて待機。籠城軍が攻撃を開始したら、それに呼応して前進を開始する。友軍が敵陣を突破して合流を果たしたら直ちに突撃に移る。もしも友軍が陣地を突破しきれない場合は、合流を待たずにこちらも参戦する。前後から挟撃態勢を築けば必勝不敗だ」

「ははっ」

「とはいえ、敵別働隊の位置を探っておく必要があるな。新たな物見部隊を出して我が部隊の左右方向を念入りに探らせろ。別働隊が接近してくるのを許してはならん。敵の主力と籠城部隊の戦端が開いたら、直ちに本陣へ伝令を走らせる手て筈はずも整えておけ」

「了解でありますっ！」

「よし、準備を始めろ！」

　居並ぶ幹部たちが弾かれたように床几から腰を浮かせた。

　ラディムの果断かつ即断の策を誉ほめそやしたネゥロイだが、その即断がじつは速断だという可能性にまでは思い至らなかった。

　かくしてベティス側の籠城軍、援軍の双方が、ルーアル・ソシエダイ部隊に対する優位性を確信したまま、敵軍への接近を図った。

　戦端が開くのは、それほど先ではない。
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「敵の様子はどうですか？」

　包囲軍指揮官アリアンレイが、部下からの報告を受けて戻ってきた若い副官に尋ねた。

「討って出た籠城軍は順調に近づいてきておりますが、援軍のほうは一旦停止したとのことであります」

「こちらの思惑どおりの推移というわけね」

「さようであります」

「別働隊は？」

「右翼の隊はすでに丘を登りつつあります。敵の援軍、籠城軍のどちらからも丘の陰になりますから、動きは察知されていないだろうと思います。左翼軍は谷を辿たどって戻っていきました。こちらは敵の物見部隊に見つからないとも限りませんが」

「見つからないに越したことはないけれど、見つかったとしても、それだけではこちらの意図まで判らないでしょうね」

「でありますね」

「では、こちらもそろそろ本番への備えに移るとしましょうか。陣地の構築を急がせて。それと」

　アリアンレイが、にぃと口の端を吊りあげた。

「移動の準備も怠おこたりなく」

「了解いたしました」

「この移動の素早さこそが勝利と敗戦を分ける鍵かぎとなります。移動と同時に反撃を開始できるように、予定行動を各小隊長に周知徹底させておいて」

「ははっ」
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「ラディム様、物見に続いて先鋒が敵部隊を視認しました」

「敵の様子は？」

「未いまだに陣を構築中だとのことであります」

「ならば予定どおり！」

　中軍の中程に位置する本陣で、馬上のラディムは腰の剣を抜き放った。

「まずは騎馬隊を駆けさせ、陣地に突入させろ。敵が混乱しているうちに歩兵を乗り込ませて陣地を蹂じゆう躙りんする。弓の射撃を心配する必要はないから、盾ではなく最初から剣を持てばいい」

「おお！」

「第一陣、騎馬中隊と大隊騎兵突撃！　間まを置かずに、第二陣、第三陣と突入させよ」

「おおお～～～～っっ！」

　縦陣の隊形を採った籠城部隊千百は、前方で陣を構築中のルーアル・ソシエダイ部隊目指して一斉に駆けだした。
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　見張りの兵が、背後に現れた敵部隊を発見した。

「後方からベティス軍、来ます！」

「直ちに陣替え！　急げ！　塹ざん壕ごう掘くつ削さく組は弓の斉せい射しや用意！」

　ルーアル・ソシエダイ軍の陣地に、じゃんじゃんと銅ど鑼らが鳴り響く。

「陣替え！　陣替え！」

「急いで移動しろ！」

「射撃用意急げ！」

　各部隊の小隊長が、配下の兵を叱しつ咤たし、追い立てる。

　逆さか茂も木ぎを設置したり木もく柵さくを立てたりしていたルーアル・ソシエダイ兵が、急いで防御線の向こう側へと移動していく。

　それを見たベティス軍先鋒部隊の騎兵たちから嘲ちよう笑しようが上がった。

「馬鹿め。援軍に対して造っていた陣の向こうへ逃げてどうするつもりだ」

「せっかく造った陣地が無駄になったな」

「よし、一気に踏み潰すぞ！」

　騎馬兵が鐙あぶみに載せた足に力を入れたその瞬間。

　ひゅんひゅんと空気を切り裂く鋭い音を立てて上空から矢が降ってきた。

　盾を構えていなかった騎馬兵が数人、矢に貫かれ、どさどさと地面に落下する。

「撃ってきたぞ!?」

「どういうことだ!?」

「狼狽うろたえるな。急場凌しのぎの攻撃だ。大したことはない。とりあえず盾を構えろ」

　騎馬隊隊長の叱咤で、騎馬兵は慌てて馬の横っ腹に取りつけてある盾を引き抜いた。

　急場凌ぎの攻撃。そのはずだった。

　何しろルーアル・ソシエダイ軍は陣地の構築の真っ最中で、兵が手にしていたのは弓でも剣でもなく、鋤すきや鍬くわや槌つちであるはずだった。

　しかし、上空から降ってくる矢の数はますます増えていく。今や降り注そそぐという形容のほうが相応しいほどだ。

　兵は盾で身を守れても、馬に当たれば馬が暴れるから、結局、騎き兵へいは落馬してしまう。

　落馬する兵の数が次第に増えていった。

　大きく舌打ちした騎馬隊の隊長は、馬の足を速めることを決意する。

　それまでは後続の歩兵を引き離してしまわない程度の速度で駆けていたのだが、敵の弓部隊による反撃が予想以上に早く、しかも予想以上に密度が濃い。このままでは相手の陣地に達する前に相当数の犠ぎ牲せいが出てしまう。後続の歩兵との距離が多少空いても、一気に敵陣まで駆けて弓の攻撃を無効化するほうがいい。

「全速で突入！　遅れるな！」

　馬の腹を踵かかとで蹴った騎馬隊の隊長が敵陣めがけて突進を始めた。周囲の騎馬兵も遅れじと馬を駆けさせる。

　先陣を切る騎馬隊三百は恐るべき速度で敵陣に迫った。
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「覆おおい布を取れ～～～～っっ！」

　ルーアル・ソシエダイ軍の中で新たな命令が轟とどろき渡る。

　陣地の向こう側へ逃げた兵が大勢戻ってきて、逆さか茂も木ぎに取りついた。

　兵たちは逆茂木を覆っていた布を取り払っただけで、それ以外は何もせず、一目散に木柵を潜り抜け、塹壕の中へと逃げ帰っていく。

「なんだ？」

「なんのつもりだ、奴ら？」

　突撃していく騎馬兵が前方に目を凝らすと。

「なっ、なんだ、あれは!?」
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　騎馬兵がそこで見た物は！

「どうして逆茂木がこちらを向いている～～!?」

「どうして陣地の向こう側に塹壕が掘られているんだぁぁ!?」

　馬上の騎兵が絶叫を放った。
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　逆茂木とは、木の枝や幹を組み合わせて結ゆわえた防御用の柵だ。高さはそれほどではないが、枝や幹の先端を尖らせているのが特徴的で、それを敵に向けて設置することで防御力を上げようという簡かん易い柵である。

　その逆茂木が敵の陣地に並べられている。

　それだけなら何も不思議はない。ルーアル・ソシエダイ部隊はベティスの救援部隊を阻止するために、ここに陣を構築していたのだから。

　しかし。

　逆茂木の尖った部分が、何な故ぜか背後から襲いかかるベティス部隊のほうに向けて設置されていた。

　逆茂木だけではなかった。

　逆茂木の向こうには低いながらも木柵が立っている。木柵のさらに向こうには塹壕が掘られ、掘りだした土を積みあげ逆茂木や木柵を補強してあるのだが、塹壕が柵の向こうにあるというのはおかしい。決定的におかしい。南から進んでくる救援部隊に対する陣地であるなら、塹壕は柵のこちら側――北側に掘られていなければ意味をなさない。

　これでは、まるで……。

「まるで我が部隊に向けて造られた陣地ではないか～～っっ!?」

　そう、まさにそのとおり。

　アリアンレイは、救援軍に対して陣地を構築しているように見せかけながら、その実、コリントゥスの街から討って出てきたベティスの籠城軍部隊に向けて構築していたのだ。だから逆茂木も木柵も塹壕も、後方を向いている。

　逆茂木は、人が通れるくらいの隙間を保って並べられている。ルーアル・ソシエダイ兵はその隙間を抜けて向こう側へと移動したのだ。しかし、人は抜けられても全力疾しつ走そうしてくる馬で駆け抜けられるほど大きな隙間ではなかった。

　木柵も、人であれば潜り抜けられる間隔で丸太が組まれている。だが、騎馬で走って抜けるには狭すぎる。

　逆茂木も木柵も、味方の兵の移動と敵の騎馬兵の阻止を念頭に置いて巧こう妙みように作られているのだった。

　まずは逆茂木で騎馬隊の突進が防がれた。

　走ってきた勢いのまま逆茂木に衝突すれば、馬が傷ついてしまう。最悪、馬が逆茂木で串くし刺ざしになり、乗っていた騎馬兵は惰だ性せいで宙を飛び、敵兵の只ただ中なかに落下するだろう。それでは討ち取ってくれといわんばかりだ。だから、「最悪」を想像した騎馬兵は必死で馬を急停止させた。

　全速力で駆ける勢いのまま逆茂木を跳び越えた馬もいたが、それらもその先の木柵に引っかかる。そこを塹壕の中から弓で狙い撃ちされ、落馬する騎馬兵が続出した。

　剣や槍を振るおうにも、目の前にあるのは逆茂木や木柵で、敵兵は皆、柵の向こうだ。

　急ごしらえの木柵はそれほど高くはない。しかし、馬ではぎりぎり跳び越えられないという絶妙の高さだった。

　目の前の木柵は、鎌か何かを引っかけ、数人が力を合わせて引っ張れば倒れてしまう程度の強度だろう。だが、最初から木柵を突破する必要があると判っていればともかく、敵兵は木柵のこちら側にいると思っていた籠城軍の騎馬兵が、そんな物を用意しているはずもなかった。

　では、体当たりするか？　だが、それでは馬が傷いたむ。馬上の騎兵が落馬してしまう。

　それ以前に、手前にある逆茂木をどうにかしなくてはならない。

　逆茂木の手前で急停止する馬。

　逆茂木に激突する馬。

　逆茂木を跳び越えたものの、木柵に行く手を阻まれて立ち往おう生じようする馬。

　それらを狙って矢が雨あられと射かけられた。

　騎馬兵の特徴はその速度であり、縦横無尽に移動できる機き動どう力りよくであり、そして速度と馬体重から来るところの突撃の際の破壊力だ。一方、弱点は重い鎧よろいを装着できないこと。着けたら速度が犠牲になる。最大の長所である機動力が損そこなわれる。だから騎兵の装そう甲こうは薄めで、弓で狙い撃たれると弱い。

　盾を掲げても隠れるのは体の一部だけ。敵兵は木柵の直ぐ向こうから撃ってくるのだ。どこでも好きなところを狙い撃てる。馬上の騎兵が次から次へと落馬していく。

　かろうじて騎き射しやで反撃を開始した騎馬兵もいたが、敵兵は塹壕の中から撃ってくるのに対して、自分は騎乗したままの射撃だ。数本の矢を撃つ間もなく、体中に無数の矢を生やして落馬する始末だった。
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「盾掲げ！　全力疾走！」

「騎馬兵を助けるのだ！」

　騎馬部隊の惨さん状じようを視認した第二陣の歩兵三百が、味方を救おうと全力で走り始めた。

　だが、彼らが陣地の前に辿り着く頃には、突撃した騎馬部隊の大半は使い物にならなくなっていた。

　今度は歩兵部隊をめがけて矢が雨あられと降り注ぐ。

　機動力を優先した軽装歩兵は全身を鎧で覆っているわけではない。体のどこかに矢が刺されば、たちどころに戦闘力を失ってしまう。盾を掲げてかろうじて矢を防いでも、逆茂木の前まで来れば走る速度を落とさざるを得ない。

「並んだ逆茂木の間を抜けろ！」

「逆茂木を引き倒して隙間を広げよ！」

　小隊長たちの命令に、歩兵たちは必死で逆茂木を引きずり倒すが、その間にも矢で倒れる歩兵が続出する。

　逆茂木を抜けても、そこには木柵がある。

「木柵は騎馬用だ。人なら通り抜けられるぞ！」

「そのまま敵陣へ斬り込め！」

　剣を抜いた小隊長が絶叫する。

　木柵にはたしかに人が通り抜けられるほどの隙間があるが……。

　木柵の向こうに槍を構えたルーアル・ソシエダイ兵が出現した。塹壕の中から弓を撃っていた兵が、得物を槍に持ち替えて飛びだしてきたのだ。

　横一列に並んだ敵兵が、木柵を抜けようとするベティスの歩兵に向かって一斉に槍を水平に突き出すと、顔や手足など、鎧に覆われていない部分を貫かれた歩兵がその場に転がった。

　柵の隙間を抜けるためには横に並ぶしかない上、突撃歩兵は弓も槍も持っていない。彼らが持っているのは接近戦用の剣だけだ。だが、剣を振るおうとしても木柵が邪魔で相手には届かない。一方、柄えの長い槍は木柵のこちらにいるベティス兵に余裕で届く。木柵を巡めぐる戦闘は、圧倒的にルーアル・ソシエダイ兵が有利だった。

　なんとか木柵の向こうへと乗り込んだベティス兵もいたが、衆しゆう寡か敵せず、あっという間まにルーアル・ソシエダイ兵に討ち取られてしまう。

　騎馬部隊を救おうと突撃した第二陣の三百が壊滅するのに四半刻もかからなかった。

　木柵のこちらには地じ獄ごく絵え図ずが広がっている。

　引き倒された逆茂木の周りにはベティスの騎馬兵、歩兵が死し屍し累るい々るいと積み重なった。そこかしこに血の池が出現し、逆茂木も木柵も血でどす黒く染まっていた。
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　第二陣の生き残りが必死の退却を始めた。

　第一陣、第二陣の惨状を目の当たりにした第三陣三百が急停止する。

　このまま突っ込めば自分たちも同じ目に遭うと思えば、止まりもするだろう。だが、後方から駆けてくる第四陣には前方の状況が把握しきれていないため止まろうとしない。前方からは逃げてきた第二陣の生き残りが走り込んでくる。

　結果、味方同士がぶつかり、押し合い圧へし合いするという混乱が生じてしまった。

　それを見逃すアリアンレイではない。

「追撃に移ります！　全軍、我に続きなさい！」

　剣を抜いたアリアンレイは芝しば居いがかった調子でそう叫ぶと、真っ先に木柵から飛びだしていった。

　押し時を心得た命令であり、配下の兵の心を摑つかむ果敢な行動だった。

　白銀の鎧を煌きらめかせ、長い黒髪をなびかせて駆けだすアリアンレイの後ろ姿は、さながら勇ゆう武ぶと雷鳴の守護天ビーシュモノイのように神こう々ごうしかった。

　その姿を見て味方の兵士たちが奮ふるい立つ。

「アリアンレイ様に後おくれるな！」

「続け続け続け！」

「敵は混乱している！　今が好機ぞ！」

　アリアンレイに続いて陣を飛びだした部隊長や幕僚が、抜いた剣をぐるぐると振り回しながら絶叫を放つと、槍を持った歩兵が木柵を潜り、前方のベティス軍部隊に向かって突進を開始する。

　今や完全に攻守ところを変えていた。
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　第三陣にいたラディムが必死で自軍を立て直しているところへ、ルーアル・ソシエダイ兵が殺さつ到とうしてきた。

「敵が迫ってくるぞ！」

「二陣の兵は後ろに下がらせろ！」

「敵に備えよっっ！」

　部隊長が配下の兵を叱咤するが、味方同士で押し合っているような状況では、まともな迎げい撃げき態勢など取れなかった。

　槍やり衾ぶすまを作ったルーアル・ソシエダイ軍の先鋒がベティス軍の第三陣と接触する。

「来たぞ～～っっ」

「下がれ下がれ！」

「構えろ構えろ構えろ！」

　混乱の最中、なんとか敵への対応を取ろうと隊長たちが四苦八苦している。しかし、兵の混乱はそう簡単には収まらない。

　第一陣、第二陣の壊滅を目の当たりにした三陣の前衛は下がろうとするし、前方の様子が把握できていない三陣の後衛と四陣の二百はなおも前に出ようとする。しかもそのあいだでは、二陣の生き残りの兵が右往左往している。

　結果、ベティス軍はその場からろくに動けないまま、殺到してきたルーアル・ソシエダイ軍中軍と衝突することになった。

「上げよっっ！」

　衝突する直前に、ルーアル・ソシエダイ兵は一斉に槍を持ちあげ、垂直に立てる。

「下ろせぇっっ！」

　部隊長の号令が轟き、垂直に立てた槍が振りおろされた。

　槍の穂ほ先さきが先頭のベティス兵の兜を烈はげしく叩いた。その衝撃で何人もの兵がその場に昏こん倒とうする。

　密集状態では槍を突くのが難しい。突いたとしても、相手を刺し貫いてしまうと抜くのが大変だ。しかも、いちばん狙い易い上半身は鎧に覆われている。となれば、まずは頭を叩くのが手っ取り早い。

　立てていた槍を振りおろすとき、槍の先端は意外と速度が出ている。叩かれたときの衝撃は想像以上に大きいのだ。

　致命傷は与えられずとも、まともに兜を叩かれた兵は脳のう震しん盪とうを起こし、一時的にではあっても戦力であることを停止する。

　その場に倒れたベティス兵を踏みつけ、ルーアル・ソシエダイ兵が前進する。

「上げよっっ！」

　またも槍が垂直に持ちあげられ。

「下ろせっっ！」

　勢いよく振りおろされる。

　がき～～ん、がき～～んと、金属同士がぶつかる甲かん高だかい衝撃音が響き。

　またも何人もの、いや十数人のベティス兵が倒れた。

　混乱して横広がりになった部隊の一列目、二列目が倒れ、ルーアル・ソシエダイ兵の先頭がさらに踏み込んでくる。

　後方では、倒れたベティス兵に対してさらなる攻撃が加えられている。こちらは剣による攻撃だ。何しろ相手は地に倒れ伏しているのだから、ゆっくりと狙って斬りつけ、あるいは刺せばいいだけだ。一時的に戦力でなくなったベティス兵は、永遠に戦力として復帰できなくなる。

　槍衾はじりじりと前進し、籠城軍の第三陣は確実にその兵力を減じていった。

　ベティス軍が一気に崩れ立たなかったのは戦場が狭かったためである。

　左右を小高い丘に挟まれた街道沿いの戦場であるが故に、敵も味方も縦陣隊形。敵の攻撃も狭い範囲に集中せざるを得ない。

　その時間的な猶ゆう予よがベティス軍に立ち直りの猶予を与えた。

　ラディムは第四陣の二百を二隊に分けさせ、左右に迂回させて丘の斜面に登らせた。丘の上にいた少数の敵兵も、今は丘を降りて参戦しているから、丘の上には味方を阻止する兵力はいない。そのまま敵の背後に回り込めば、形としては挟撃態勢となる。

　とはいえ、第三陣は未だに混乱が完全に収まっておらず、なおも敵に押されている上、回り込んだ部隊も百ずつしかいないから、挟撃というのはおこがましいかもしれない。が、少なくとも敵の圧力が軽減されるのは間違いない。そうすれば押される一方だった第三陣の前衛を立て直せるかもしれない。

　事実、第四陣の各百が、左右の丘の斜面に取りつき、背後へ回ろうとしているのを視し認にんしたルーアル・ソシエダイ軍に動どう揺ようが走った……ように見えた。前衛を押しまくっていた敵先鋒の勢いにも陰かげりが出た……ように見えた。

「今だ。押せ押せ押せ、押し返せ！」

　第三陣の本陣で、ラディムが剣を振り回して叫び続ける。

　周囲を固めるラディム付きの親衛隊が前に出るのに引っ張られるように、周囲の兵も左右に分かれて前進を始めた。

　と、そのとき、右手の丘の上で喊かん声せいが上がった。

「なんだっっ!?」

　振り仰いだラディムの目に映ったのは。

　丘の上に新たに出現したルーアル・ソシエダイ部隊の姿だった。

「いかん！　回した部隊が！」

　だが、戻そうとしてももう遅い。

　丘の斜面を進んでいる迂回部隊の横っ腹めがけて敵別働隊が駆けおりてきた。

「奴らが別働隊を放った真の目的はこれだったのか！」

　突如現れた敵の別働隊に備えて陣替えをする余裕も逃げだす余裕もなかった。駆けおりてくる別働隊の一撃をまともに食らって、百しかいない右翼迂回部隊は、あっという間に四分五裂してしまう。

　それを遠えん望ぼうした左翼迂回部隊が足を止める。こちらにも敵の伏ふく兵へいがいるのではないかと疑ったのだ。

　伏兵がいれば、右翼同様、丘の上から奇き襲しゆうされる。無防備な横っ腹を衝かれては部隊を維い持じできない。敵の主力後方へ回り込むのを中断し、丘の上へ備えて慌ただしく陣替えをした……のだが、こちらには別働隊は現れなかった。

　代わりに敵主力から攻撃部隊が迫ってきて、左翼迂回部隊の部隊長は混乱する。













　上に備えれば下からの攻撃に対抗できない。だが、いま再び陣替えをすれば……上方に敵が現れた場合、抵抗できない。かといって、上下両方に備えるほどの兵数はない。

　上か。それとも下か。どちらに向けばいいのか。

　部隊長が迷っているあいだに、主力から分かれた一部が早くも丘の斜面を駆け登ってきた。

　下に向かうしかないか。だが、これが陽よう動どうだという可能性は高い。敵の別働隊はもう一隊いたのだ。我々が下を向いたとたん、丘の上に現れるかもしれない。そうなれば終わりだ。ぎりぎりまで待って……。

　部隊長はまだ決断に迷っているが、すでに攻撃部隊の先鋒が眼前に迫っていた。

　くそ、陽動ではないのか!?　本当にこちらを攻撃するつもりなのか!?

　もはや座ざして見ている場合ではなかった。

　隊長は大急ぎで下方から迫る敵の部隊に備えさせようとしたが、結局、遅すぎた。

　駆け登ってきた攻撃部隊に食いつかれ、これを振り払うことができない。

　駆けあがってきた部隊の兵数は二百ほどしかいなかった。左翼迂回部隊は百で兵数は半分だが、高みに位置している分、きちんとした迎撃態勢さえ取れていれば、なんとか対応できたはず。しかし、丘の上の伏兵に備えていた部隊には、きちんとした迎撃態勢が取れていない。

　敵に食い破られることはなかったが、敵を押し戻すことも叶わなかった。攻撃部隊も力押しはしてこない。こちらの戦線は膠こう着ちやく状態となった。だが、それはルーアル・ソシエダイ側の思う壺つぼだった。

　何故なら。
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　丘の上に出現して敵の迂回部隊を蹴散らしたルーアル・ソシエダイ軍別働隊一千が、その勢いのままベティス第三陣の横っ腹に向かって突進してきた。

　何しろ単縦陣である。横からの突撃を食い止められるほど陣に厚みがない。

　混乱しながらも、兵数を減らしながらも、戦闘空間の狭きよう小しようさを頼りに、前方から押し寄せるルーアル・ソシエダイ部隊の圧力になんとか抗していた第三陣だったが、横合いから敵別働隊一千の突撃を食らって、ついに崩れた。

　別働隊に食い破られ、すべての兵が浮き足だてば、もはや敵の圧力に抗しきれない。

　縦陣はずたずたに引き裂かれ、三陣の残存兵は前後に切り離されてしまった。

　敵の只中に取り残される形となった三陣の前衛が次々に討ち取られていく。

「もはやこれまで！」

　ラディムは三陣の生き残りを退却させようとして合図を送った。

　退却を報しらせる太鼓が打ち鳴らされ、残っている三陣の兵は我先に後方へ下がっていく。

　大打撃を受けた右翼の迂回部隊の生き残りは、すでに戦場から逃げ去っていた。

　敵に食いつかれたままの左翼迂回部隊は、なんとか陣形を保たもったまま下がろうと必死の努力を続けていたが、味方の退却の合図を聞いた兵士が、一人逃げ、二人逃げ、三人逃げと、櫛くしの歯はを挽ひくように逃げだし始めてしまうと、もう保もたなかった。

　小隊長たちは必死に抵抗を命じたが、逃げ腰になった兵たちは言うことを聞かない。

　ある時点でいきなり均衡が崩れ、迂回部隊の陣形は一気に砕けた。

　敵が陣の中に躍おどり込んでくる。

　戦いはそこまでだった。

　混乱する部隊の中で、兵たちはひたすら逃げ惑うだけだ。

　組織だった戦いができなくなれば、どれほど兵士個人に力量があっても、多数の敵に押し包まれ討ち取られるだけ。それが部隊同士の戦闘というものだ。

　左翼迂回部隊百は完全に崩壊し、逃げだせた者は二十人いたかどうかだった。それらの兵もちりぢりに逃げ去ってしまったから、原隊復帰はとうてい不可能だろう。

　コリントゥスの街から討って出たベティスの籠城軍千百は、この時点で僅わずか百余りを残すのみとなっていた。
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　コリントゥスに籠城していたベティス軍と敵軍が衝突したという報告は、救援軍が放った物見によって直ちに指揮官ネゥロイの許もとへ届けられた。

「我らも戦場へ駆けつけたほうがいいのではありませんか？」

　と上申した幕僚もいたが、ネゥロイはその意見を採らなかった。

「ただでさえ丘に挟まれて狭い場所に我が部隊まで入っていったら、戦闘空間が取れず、敵も味方も混乱してしまう虞おそれがある。それに、友軍は敵の陣地を突破してこちらに駆けてくるのだから、我らが近くまで寄ってしまうと、友軍部隊とぶつかる形になる」

　というのがネゥロイの考えだった。正論ではあった。

「それに狭い地形では、突破してきた友軍が反転するのが難しい。もたもたしていると、陣を敷いていた敵部隊に逃げる暇ひまを与えてしまうだろう。我らはここで友軍を迎え入れ易いように鶴かく翼よくの陣形で待機。友軍が合流次第、左右の翼つばさの先頭から動き、縦陣に陣替えしつつ敵陣へ向かって進撃する」

　これも正論だ。

　しかし、彼の考えは「友軍＝コリントゥスの籠城軍が、敵軍＝コリントゥスを包囲していたルーアル・ソシエダイ軍の陣地を突破してくる」というのが前提となっている。その前提が崩れた場合、自軍が戦場に近い場所にいるほうがいいに決まっている。だが、ネゥロイは友軍の突破、合流の成功を微み塵じんも疑っていなかった。













　もしもこのとき、念には念を入れてもう少し前に出ていれば……いや、たらればの話をしても意味はない。

　敵陣を突破どころか、ほぼ壊滅状態に陥って友軍が退却していったという報しらせを聞いたネゥロイは、茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで、しばらくその場に立ち尽くしたという。

　実質的に、ルーアル・ソシエダイ軍に包囲されたコリントゥスの街を救援するというベティス軍の戦術目標は、この時点で達成不可能になったといってよかった。

　あとはアリアンレイによる仕上げを見るばかり……。
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　コリントゥスの街を目指して退却していく籠城軍第三陣の生き残り。

　退却の途中で第二陣の生き残りと包囲殲せん滅めつされる前に逃げてきた第四陣迂回部隊の生き残りを吸収してはいるが、それでも二百足らずしかいなかった。

　街を出る前は大隊一千と騎馬中隊が百で、合わせて千百もいた。それが今では二百もいない。

　物見として連れてきたコリントゥスの守備兵は逃げ去ったか、あるいは戦場の近くをうろうろしているところをルーアル・ソシエダイ軍の掃そう討とう部隊に追撃され、討たれたか捕まったか。いずれにせよ、兵力としては計算できないのは間違いない。

　結局、千百の部隊が二百未満にまで減ってしまったのだから、損そん耗もう率は、なんと八割以上だ。希まれに見る、そして取り返しのつかない大敗北を喫きつしたといえる。

　一方、ルーアル・ソシエダイのコリントゥス包囲軍はほぼ無傷である。そうなると、千八百の救援軍で四千の包囲軍を討ち破ることは不可能。

　これで救援軍がコリントゥスの街へ入城することが不可能になったわけだ。もちろん兵糧の運び込みもできない。

　なんということだ。将軍から預かっていた千百の兵の大半を討ち死にさせてしまうとは。このままではコリントゥスの街が保もたない。新たな援軍を要よう請せいするか……いや、今さらどの面つら下げてそんなことを……。

　ラディムは多くの兵を死なせてしまった責任感に身を焼かれるような焦しよう燥そうを覚えながらも、今後の策を必死に考える。

　このまま街に逃げ帰り籠城しても展望は開けない。何しろコリントゥスはルーアル・ソシエダイとイリアスタ側の勢力圏に突出しているのだ。包囲軍が補給に苦労することはない。包囲軍はこれまで以上に積極的に、硬こう軟なん両様で揺さぶりをかけてくるはず。

　いや、揺さぶりどころではない。ほとんど守備兵がいない街を相手に四千の兵があるなら、強攻すればいいだけだ。そうなれば……。

　考えたくはないが、コリントゥスは一日、二日で簡単に陥おちるだろう。

　救援軍が背後で牽けん制せいしてくれれば、全軍による強攻策は採れないかもしれない。だが、救援軍も単独では打開できないから、ベティスとコリントゥス側は完全な手詰まり状態に追い込まれてしまったことになる。

　どうする？　どうすればいい？

　そうしてコリントゥスまであと僅かという地点まで駆け戻ってきたとき、ラディムの悩みを一気に解消する存在が、突如、行く手に出現した。
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「ラディム様、右手から敵兵がっっ！」

　部下の絶叫に、考え込んでいたラディムが、はっと顔を上げる。

　右手の森――白はく兎と騎き士し団だん領となっている温泉場があるマドルの森である――の中から、ルーアル・ソシエダイの兵が飛びだしてきた。その数は……。

　ラディムの傍らで悲鳴のような声が上がる。

「三百……四百……いや、もっといるぞ！」

「どうしてここにあれほどの敵兵が!?」

　そうか！　そういうことか！

　ラディムは出現した敵の正体を悟さとった。

　あれは、主力から離れた別働隊二隊のうちの一隊だ！

　そのとおり。主力と分かれて左手の谷筋へ入り込み、どこかへ移動していった別働隊は密かにここまで戻ってきていたのだ。

　ということは、出現した敵部隊の兵力は一千。

　それに対してラディムが率いているのは二百弱。

　無傷の一千と敗はい残ざんの二百。しかも完全な不意打ちの形。

　仰天し浮き足立ったベティス兵には戦意の欠片かけらも見えない。それに対し、ルーアル・ソシエダイの兵は燃えるような戦意を漲みなぎらせている。戦う前から、勝敗の帰き趨すうは火を見るよりも明らかだった。いや、戦いにすらならなかった。

　ラディムを先頭に、全員がコリントゥスの街をめがけて走った。

　敵に追いつかれる前に街の中に逃げ込む。助かる道はそれしかない。

　必死の形ぎよう相そうで走るベティス兵に、横手からルーアル・ソシエダイ兵が迫る。それでも籠城軍のほうが、なんとか街に先着した。

　ところが城門は閉まっている。

　当然だ。いつ敵が襲ってくるか判らないのだから、城門が開いているはずがない。

　旅人や商人を入れるための大手門横の小さな脇わき門もんは開いていたが、先ほど望ぼう楼ろうの見張りが敵兵の出現を告げる銅鑼を鳴らしたため、たった今、閉められたところだった。

　もっとも開いていたところで、そちらは人が二、三人通れる程度の小さな門、二百人近い兵が全員逃げ込むだけの時間的余裕はなかっただろう。

　逃げてきたベティス兵は城門の前で立ち往生してしまう。

　みな口々に、

「門を開けろ！」

　と叫ぶのだが、門が開く気配はなかった。

　それはそうだ。いま開門すれば、味方と一緒に敵兵までが城内に雪な崩だれ込んでくる。城内の守備兵としては開けるわけにはいかない。

　代わりに彼らは、城壁の上から縄なわ梯ばし子ごを垂たらした。

　城門や城壁の前で右往左往していたベティス兵は、我先に縄梯子に取りつこうとする。しかし、兵の数に比して縄梯子は少なすぎる。そこかしこで縄梯子の奪い合いが始まり、とうとう味方同士での斬り合い、殴り合いが始まってしまった。

　もはや回復不能の混乱ぶりに、ラディムは抵抗も、城内への逃げ込みも諦めた。

　彼は自分の周りにいる幕僚に声をかけ、今も縄梯子を奪い合っている配下の兵を捨て、その場から走り去っていった。

　ラディムたちが脱出した直後に、ルーアル・ソシエダイ兵が殺到してきた。

　縄梯子を奪い合っていたベティス兵は、あっという間に敵兵の波に呑のまれ、そのまま波間に沈んでいった。
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　こうしてコリントゥスの街を巡る攻防戦に決着がついた。

　街に逃げ込めたベティス兵は五十人もいなかった。ラディムと共に逃げたのは二十人ほど。先の戦場から離脱した者が、多く見積もっても四、五十人だろう。

　物見として行動していたコリントゥスの守備兵が百ほどで、彼らも街へは帰き還かんできなかったが、その後、半数ほどがなんとか救援軍に合流を果たした。

　それ以外は討ち死にもしくは負傷、あるいは虜りよ囚しゆうの身となった。

　結局ベティスの籠城軍千百は、なんと一千もの兵を失ったことになる。損耗率九割に達するという、史上希に見る惨ざん敗ぱいであった。

　これは、ラディムとアリアンレイという二人の指揮官の資質の差、力量の差がもたらした結果といえなくもない。

　この後、再び四千の軍勢に包囲され、守備兵がいないコリントゥスの街はあっさりと開城した。救援軍千八百は、為なす術すべもなくこれを見守ることしかできなかった。

　国王とその一家は退去を許され、ルーアル・ソシエダイ兵の護衛付きでマナティウスの街を目指して落ち延びていった。

　この護衛部隊は、コリントゥスが陥おち、国王一家が街を捨て落ちていくことを各国に報せる役目を帯びているのだ。

　勝利は大々的に喧けん伝でんする。それは勝者の側の鉄則だった。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの活躍によって一時は守られたコリントゥスの街だったが、こうしてアリアンレイが率いるルーアル・ソシエダイ軍の手に落ちた。




　アリアンレイと対決したのが、ガブリエラ率いる白はく兎と騎き士し団だんであったらと思わずにはいられないが、それは無い物ねだりというものだろう。何しろ彼女たちはいま別の戦場に立っているのだから。
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　大だい平へい原げん中部に位置するル・アンヘルの街は、ルーアル・ソシエダイ王おう国こくの先せん兵ぺいとして働く都市国家イリアスタと協きよう約やくを結んでいた。要するにルーアル・ソシエダイ陣営に属ぞくする都市国家だったのだ。

　ところが、少し前に反乱が起き、反イリアスタ勢ぜいが親イリアスタの立場を取る国こく主しゆや重臣を追放するという事件があった。

　ル・アンヘルの街自体は、取り立ててどうということのない小国である。だが、その所在地が問題だった。

　イリアスタを介して、大平原に着実に影響力を浸しん透とうさせてきたルーアル・ソシエダイ王国と、それに対抗するべく大平原方面への進出に力を入れるベティス大たい公こう国こく。

　ル・アンヘルの街は両勢力の中間点に近く、周辺にはどちらにも属さない中立の立場を取る都市国家も多い。ル・アンヘルを手にすれば相手陣営への橋きよう頭とう堡ほを確保できると同時に、中立国を誘い込むこともできるという場所にあったのだ。

　ルーアル・ソシエダイ王国の力を借りて自国の勢力拡大を狙うイリアスタとしては、相手の陣営に走ったル・アンヘルをそのままにしておくわけにはいかなかった。

　ル・アンヘルを奪だつ還かんすべく、イリアスタは即座に兵を起こした。

　その後、イリアスタ軍を主力にした奪還軍と、奪還軍に攻められたル・アンヘルを救うために急きゆう遽きよ送られてきたサイアス准じゆん将軍率いるベティス軍を主力とする連合軍がル・アンヘル近郊で衝しよう突とつし、連合軍が大勝利を収めていた。

　この戦いの結果、ル・アンヘルの街がベティス陣営へ帰き属ぞくすることが確定――当面は、であるが――した。

　直前のコリントゥスを巡めぐる争いでは、軍事衝突といえるほどの戦闘はなかったから、大平原での両勢力の大がかりな軍事衝突はこれが初めてだった。

　昨年の初冬、ガブリエラが新団長に就つく少し前のことである。

　余談だが、サイアス准将軍は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎで新たに団長となったガブリエラの同期生、セリノスとノエルノード姉妹の兄に当たり、ベティス救国の英えい雄ゆうと呼ばれるサルナトゥス・レニカヌス・クワドロス大将軍の息子だった。

　こうして、一旦はルーアル・ソシエダイ陣営から離脱したル・アンヘルだが、大平原方面への浸透を本格的に開始したルーアル・ソシエダイ王国としては、このまま座ざして見過ごすわけにはいかない。コリントゥスと共に、ここを当面の標的と定めた。

　奪とり損そこねた街＝コリントゥスを今度こそ奪とり、同時に、奪とられた街＝ル・アンヘルを確実に奪とり返す。イリアスタを介してではなく、自分たちの手で直接に。それこそルーアル・ソシエダイ王国の遠大な戦略目標の実現のための第一歩なのだ。

　そこでルーアル・ソシエダイ国王バロス三世・バイバルスは、コリントゥスだけでなくこちらにも兵を送ってきた。シギルノジチ経きよう国こくとの軍事同盟が成立したからこそ可能になった二方面作戦である。

　より重要と判断したコリントゥスへは、自ら志し願がんした腹ふく心しんのアリアンレイを送り込んだが、ル・アンヘルへは誰を送るか、バロス三世は少し迷った。

　結局、バロス三世は、シギルノジチに備そなえるための部隊の指揮官だったスアレス将軍に任せることにした。

　バロス三世は動員した八千に加え、友ゆう邦ほう都市の兵二千を合わせて一万の大軍を大平原に展開させる。そのうち四千をアリアンレイに預け、別の四千をスアレス将軍に与え、それぞれコリントゥス奪だつ取しゆとル・アンヘルの奪還を命じた。

　都市国家群から集めた二千は予備部隊として後方に置いておく。

　コリントゥス、ル・アンヘルのどちらかで援軍が必要になった場合、どちらにも向かえる位置に待たい機きさせておくのだ。包囲戦が長期に亘わたれば兵ひよう糧ろうの補充が必要になるから、この二千はその役目も負っている。

　スアレスは四千の軍勢を率いてル・アンヘルへと進み、これを包囲した。

　このとき、ル・アンヘルの守備兵は僅わずかに四百ほど。ベティスの駐ちゆう留りゆう軍ぐん一大隊八百もいるにはいたが、合わせても千二百程度。

　ベティスとしてもル・アンヘルの重要性は充分に承知していた。しかし大平原は広く、友好都市は多く、そのすべてに多くの兵を駐留させておくことは、大国ベティスといえどもできない相談だった。

　ということで兵力は、籠ろう城じよう側が千二百、攻撃軍が四千。

　攻城戦の場合、攻撃側は籠城側の三倍から五倍の兵が必要と言われるから、なんとか保もち堪こたえられそうな数字に思える。攻める側としては、正直、もう少し兵力がほしいところだが、ない袖は振れないのだから仕方がない。

　ただ、守備側には、単純な兵力計算だけでは片付かない弱点もある。

　ル・アンヘルは、つい先日までイリアスタ側についていた街。国主や重臣は捕ほ縛ばくされたり追放されたりしたが、彼らの息のかかった者、あるいは潜在的な支援者はまだ大勢残っていると思わねばならない。守備側が不利だと見れば、ルーアル・ソシエダイ軍に通じようとする者が出る可能性が高い。実際に蜂ほう起きする者さえ出かねない。戦いくさが長期化すれば、街の住民からも反発を食らうだろう。

　ただ漫まん然ぜんと籠城しているだけでは、有力者が住民を扇せん動どうして起ちあがるきっかけを与える虞おそれがある。ベティス側とすれば、戦いを長引かせるわけにはいかないという事情を抱えていた。
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　ここからは少し時間を遡さかのぼる形となる。

　コリントゥスの街が、アリアンレイ率いるルーアル・ソシエダイ軍四千に包囲される少しだけ前。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城であるグル・マイヨール要よう塞さいに、ベティス大公国からの急使がやってきた。

　その使者を引いん見けんしたのは副団長であるレフレンシアだった。

　彼女は使者との会談を終えると、直すぐに幾いくつかの手配を済ませ、その後に団長室を訪ねることにした。
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「ガブリエラ団長、レフレンシア様がお見えになりました」

　団長専属の秘書官となったレオチェルリがガブリエラに呼びかけた。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの新団長、ガブリエラ・リビエラ・スンナはまだ十八歳で、昨年の初冬に団長代理として騎士団を率いていたレフレンシアが再び副団長に戻り、替わって騎士団の最高位に就ついたばかりの一回生である。

　ちなみに、この世界では「生まれた年」を一歳と数え、年が改まるとその時点で二歳となる。従ってガブリエラも、我々の感覚ではまだ十七歳程度でしかない。生まれた年は重視するが誕生日に関してはほとんど無関心というのが、この世界の慣かん習しゆうだった。

　余談はさておき。

　ガブリエラの団長就任に関しては、当時団の頂点に立っていたレフレンシア団長代理による、相手＝ルーアル・ソシエダイ王国の読みを外そうとして指したある種の覚悟を伴ともなう奇手、あるいは勝負手だったと言えるのだが、どんな事情があったとしても、弱じやつ冠かん十七歳の一回生が団長に昇ったことは、周辺諸国や同盟国であるベティス大公国までも震しん撼かんさせたのは紛まぎれもない事実だった。

　秘書官のレオチェルリも、ガブリエラと同い年の一回生で――ガブリエラに付き添う形で一緒に入団試験を受けた――そばかすが残るあどけない顔つきの女子だった。

　レオチェルリは子供の頃からスンナ家でガブリエラに仕えていた侍女だから、互いに相手のことをよく知っている。

　ガブリエラ様には才能があります。だから騎士団に入団すれば、きっと出世するに違いないんです。

　レオチェルリはそう信じていた。

　だが、しかし、まさか。

　ガブリエラのことをよく知っており、尊敬もしているレオチェルリであっても、一年と経たずに彼女が騎士団の最高位まで昇り詰めてしまうとは夢想だにしていなかった。

　実質的に団を率いるレフレンシアが全面的に支援してくれたのだとしても、あるいは全方位的に謀はかったのだとしても、一回生が団長位に就くなど、騎士団の長い歴史を振り返っても唯一無二の快かい挙きよであり、空前絶後の怪かい挙きよであることは間違いなかった。

　騎士団内だけでなく、庇護者パトローネスであるベティス大公国の公宮でも、一時は上を下への大騒ぎになったくらいだ。

　しかし、その騒動も今ではようやく落ち着きを取り戻しつつある。それはレフレンシアが有無を言わさなかったという側面が大きいのだが、騎士団の幹部やベティスの上層部はガブリエラの活躍ぶりを知っていたから、納得せざるを得なかったともいえる。

　いずれにせよ、いま団内を、そしてベティスの公宮を支配する空気は、新たな団長のお手並み拝見、というものであった。

　その新団長、細くて柔らかそうな金髪を伸ばしたガブリエラは、見た目、ずいぶんと気弱そうで、団長に相応ふさわしい威い厳げんというものがまったく感じられない女子だった。初めて彼女に見まみえた者は、こいつに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長などが務つとまるものなのか？　という疑問に囚われること請け合いだ。

　しかし、見た目に騙だまされてはいけない。

　いみじくもレフレンシアが、ガブリエラのことを「羊の皮を被った暗黒大魔王」と評したように、彼女の知ち謀ぼうから生みだされる数々の機き略りやく、奇策、起死回生の一手が、騎士団を襲った幾いく多たの危難を切り抜ける最終兵器となったのだから。

「見た目に似合わぬ腹黒さ」（レフレンシア談）こそガブリエラの本質であり、真しん骨こつ頂ちようでもあるのだ。

　もっとも、その辺りの評価に関しては、本人は全力で否定するだろうけれど。

　ガブリエラもレオチェルリも、ゆったりとした白い長なが裳もに兎うさ耳みみ帽子という出で立ちだ。高価な絹きぬ製の長裳は透けるような薄手の作りで、縦に大きく切れ目が入っているから、見た目ほど歩き難にくくはない。

「お邪魔するよ」

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスが団長室に入ってきた。

　肩の辺りで切り揃そろえた銀髪と鋭い目つきとかけている眼鏡めがねが印象的なレフレンシアは、ガブリエラと対照的に、いかにも騎士団の頂点に立つに相応しい迫力、鋭さ、威厳に満ち溢あふれている。「盆地の魔女」という異い名みようを取っているのも頷うなずけるというものだ。

　魔術士マギエラであるレフレンシアにとって、かけている眼鏡は魔具である。彼女の魔術力によって遠とお視みや闇や視みの機能が発動するのだ。

　彼女も白い長裳に兎耳帽子という恰かつ好こうだった。

　この衣装は基本的に文官――庶務や救急の分隊員――の恰好で、番隊員なら任務中は城内でも軽けい装そう鎧よろいを着込んでいる。

　団長がガブリエラに替わっても団長室の扉は開いたままだ。これは、団長代理だったレフレンシアのやり方をガブリエラが踏とう襲しゆうしたということに外ならない。

　ガブリエラは慌てて立ちあがり、入室してきたレフレンシアに対して頭を下げた。

「あ、ようこそ、レフレンシアさま……レフレンシアさん……副団長」

　レフレンシアは、くくっ、と嗚お咽えつするような笑いを漏らした。

「団長になってもう二ふた月つきほども経つんだから、そろそろわたしの呼び方にも慣れてくれないとな、団長。あと、わたしに対して立ちあがって挨あい拶さつするのも止めたほうがいい」

　ガブリエラは小さなため息を吐ついた。

「いえ、それ、なかなか障害が大きいです」

「そうかい？」

　そうですとも。何しろわたしも同期の仲間も、レフレンシア様の恐さを嫌というほど刷り込まれていますし。













「何か不満そうだね？」

「いえいえ、まさか」

　ガブリエラは慌てて首を横に振り否定の意を表す。

「ところで」

　首の動きを止めたガブリエラは、眼を細め気味にレフレンシアの顔色を窺うかがう。

「何かありましたか？」

　レフレンシアは、あっさりと応える。

「うん、あった」

　どこにも力が入っていないその言動だけ見ていると、レフレンシアの用件は大したことのないもののように思えるが、それは大きな間違いだということをガブリエラはよく知っている。むしろ、このように恬てん淡たんとした態度のときほど、レフレンシアはとんでもない話を持ち込んでくるのだ。

「立ち話もなんですから、あちらへ」

　ガブリエラが部屋の一いち隅ぐうにある長なが椅い子すを指し示した。

　頷いたレフレンシアが長椅子のほうへ歩いていくのを待って、ガブリエラはレオチェルリを呼んだ。もう一人の秘書官はいま出かけているのでレオチェルリに頼むしかない。

「お茶をお願いできるかしら、レオチェルリ」

「はい、直ぐにお持ちします」

　と返事をして給湯室へ走ろうとしたレオチェルリを、レフレンシアが呼び止めた。

「レオッチェ」

「はい、なんでございますか、レフレンシア様？」

「お茶は四つ、いや五つ、用意してくれないかな」

「了解いたしました。ですが、どなたがお見えになるのですか？」

「マクトゥシュとアナとクシューシカだな」

　ぎくり、とレオチェルリが身を固くする。

　現在の白兎騎士団しろうさぎを支える大幹部の勢せい揃ぞろいではないか。

　たしかにここは団長室だから団の幹部が訪れてもおかしくはないのだが、三人も四人も同時にというのはおかしい。

　そんな集まりを持つのなら、正式に会議室を押さえて会議を行えばいいのに、皆様が敢あえて団長室にやって来るというのは……まだ一般団員に知られたくない案件に関して非公式に話し合いをしようと、そういうことでしょうか。

　レオチェルリの読みは、おおよそにおいて正しかった。

「わ、判りましてございます」

　額ひたいに冷や汗を浮かべながら、ぎこちない足取りで団長室から出ていくレオチェルリの背中を見送ったガブリエラは、あぁやっぱり悪い予感が当たってしまったわ、とばかりに天を仰ぐのだった。
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　団長室を出て廊ろう下かを少し行くと、左手に給湯室がある。そこには水場があって、竈かまども設しつらえられているのだ。

　石造りの頑がん丈じような建物の真ん中を廊下が走り、その左右に部屋が並んでいる。

　グル・マイヨール要塞本城は山の斜面を切り開いて造られていて、建物は斜面に沿うように階段状に下から上へと並んでいるから、半地下構造といってもいい。したがって、建物の中は夏でも涼すずしく、冬はかなり寒い。そしてその構造上、どうしても屋内は薄暗くなる。

　グル・マイヨール要塞は、要塞としての機能のみを追求して造られていて、外装にも内装にも華か美びなところは欠片かけらも見えない。何しろ表に面した部屋の窓には敵の侵入を防ぐための鉄格子が嵌はまっているくらいだ。もしも飛竜に乗って上空から見下ろせば、大きくて四角い石の箱が山の斜面に半分埋まっているように見えることだろう。

　乙女おとめのみで構成されている騎士団の本ほん拠きよ地ちにしては質実剛健がすぎるのでは、と思わないでもないが、

「もっと美しく飾りましょう」

　などと誰かが言いだせば、幹部から、

「美しさで敵が殺せるか！」

　と怒られてしまうに違いない。

　あるいは、

「飾り立てる暇があったら、攻め込んできた敵を殺す仕掛けでも考えろ」

　と言われるか。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの伝統とは、そういうものだった。

　もっとも、この要塞が敵に攻められたことなど、今までの長い騎士団の歴史の中でもただの一度しかなかったのだが。

　団員の居住区画は、建物から斜面の下を掘り進んだ横穴の奥にあった。そちらは完全に土中になるので、夏でも冬でも温度は一定で、意外と過ごしやすい。

　ひんやりとして薄暗い廊下をレオチェルリが足早に歩いていく。廊下の左右には会議室の出入り口が並んでいた。

　すでに季節は真冬である。

　各部屋の暖だん炉ろでは薪まきが赤々と燃えている。

　要塞内には通気孔が縦横無尽に走っているので、奥まった部屋で暖炉を使用しても、一酸化炭素中毒になる虞はない。

　部屋の扉は開け放たれていて、橙だいだい色の火ほ明あかりがぼんやりと廊下を照らしている。換気もさることながら、部屋の中の暖気を少しでも廊下に送ろうという配はい慮りよでもある。

　なぜ団長室が、こうして会議室が並ぶ一角にあるのかというと、改造した会議室を団長代理室として使っていたレフレンシアに、これまたガブリエラが倣ならったということで、前任のマリエミュール団長が使用していた豪華絢けん爛らんたる団長室は今でも閉へい鎖さされたままだった。ガブリエラに、あそこを使う意思はないらしい。

　レフレンシアの盟めい友ゆうともいうべき存在だったマリエミュール団長を死に追いやった責任の半分以上は、ガブリエラにあるといってもいいのだから、それも当然か。

　あのときのガブリエラの思いを、レフレンシアの想いを想像するだけで、レオチェルリの心は重くなる。

　けれど、あれはもう済んだこと。終わったこと。今はお二人とも前を見ているのですから、わたしなどがあれこれ考えても意味はないですね。

「あ、お疲れ様です」

「やぁ、レオッチェ、お疲れ様」

　すれ違う団員に頭を下げながら、レオチェルリは給湯室まで来た。

　団長付の秘書官とはいえ、レオチェルリはまだ一回生。数少ない例外を除いて周りは先輩ばかりなので、すれ違うときにはこうして丁てい寧ねいな挨拶を欠かせない。虎の威いを借る狐にはならないというのは、レオチェルリがいつも心がけていることだ。

　虎の威を借る狐というより、暗黒大魔王の威を借る狐というべきかしら。なんて言ったら、ガブリエラ様に殴られそうですね。

　くすりと小さく笑って、レオチェルリは給湯室に足を踏み入れた。

　中には先客がいた。

「こんにちはだネ、レオチェルリ先輩」

「こんにちは、ハイミオ」

　給湯室にいたのは「数少ない例外」のうちの一人、ハイミオ・ハイだった。

　彼女とその同期は、ガブリエラやレオチェルリに遅れること半年ほどで入団してきた後輩団員だった。

　今のところ、レオチェルリが胸を張って挨拶を返せるのは、新しん雛ひよこ小隊と呼ばれる彼女たち六人の後輩だけである。

「いまお湯を沸かしているから、お茶を淹いれるなら、これを使えばよいネ」

　ハイミオは竈に乗っている大きな薬や缶かんを指さした。

　この辺りではあまり見かけない蒼あお黒ぐろの髪に碧あお黒ぐろの瞳のハイミオは、中央の大陸ランダ・ミツドウルナ出身者だった。言葉遣いが少し変わっているのもそのせいだろう。もっとも極東フアルイスタの島国出身のヨーコや東の大陸ランダ・イスタルナ出身のジアンはほとんど違和感なく喋しやべっているから、これは個人的な資質の問題なのかもしれない。

「ありがとう。では遠慮なく」

　と笑顔を向けてから、レオチェルリは彼女に訊きいた。

「ハイミオたちは休憩中ですか？」

「そうなのヨ。わたし、くじ引きで負けたカラお茶当番なのネ。レオチェルリ先輩のほうは……お客様かネ？」

「ええ。レフレンシア様がいらっしゃいまして」

「副団長様カ。最近、あのお二人、よく一緒にいるものネ。まるで仲のよい姉妹か恋人同士のようだネ」

　というハイミオの評価にレオチェルリは苦笑する。

　そんなことをレフレンシア様の前で口にしたら気を悪くされるんじゃないかしら。前団長のマリエミュール様とレフレンシア様こそ、姉妹でもあり恋人でもあり盟友でもあった、そんな親密で緊きん密みつな関係だったはずですもの。

　と思ったりしたものの、お兎うさぎ様さまの乱のことを知らないハイミオを窘たしなめるのは筋違いだ。とりあえず話題の転換を図はかるレオチェルリである。

「レフレンシア様だけなら、恋人だろうと姉妹だろうとかまわないんですけど」

　ん？　とハイミオが首を捻ひねる。

「他にも来てるのかネ？」

「まだお見えになってませんけど、いらっしゃる予定だそうです」

「誰が来るのかネ？」

　名前まで言ってしまっていいのだろうかと一瞬迷ったレオチェルリだが、レフレンシアからは特に秘密にしろとも言われていない。話しているときも扉を閉めようとしなかったから、内容はともかく、誰が来るかまでは話してもいいのだろうと彼女は判断した。

「マクトゥシュ様とアナ様とクシューシカ様だそうです」

「なんと、最高幹部様が勢揃いではないカ」

　ハイミオは、ぶるっと体を震わせた。

「何かよくない予感がするネ」

「そうですねぇ。またどこかで何か事件が起きたのでしょうか」

「いよいよ大きな戦が始まるのかナ」

「いま直ぐにというわけではないでしょうけど、いずれは始まるのでしょうね」

「おおう、腕が鳴るネ」

　ハイミオの態度は、白はく兎と騎き士し団だんの団員なら普通の反応だろう。けれどレオチェルリはそういう気分になれなかった。

　大きな戦を鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの最高指揮官として戦うのはガブリエラなのだ。

　ガブリエラ様の双肩に五百人以上もの団員の命がかかっていると思うと、その責任の重さにわたしは眩め暈まいがしそうです。わたしですらそうなのですから、当のご本人、ガブリエラ様が受ける重圧はいったい如い何かほどのものか……。

　正直、ガブリエラが入団一年目にして団長に就任したことは、レオチェルリにとって驚き以外の何ものでもない。

　子供時代からガブリエラの側に仕えていて、彼女の秀でたところは重々承知しているはずのレオチェルリであっても、青せい天てんの霹へき靂れきの出来事だった。

　やはりガブリエラ様はわたしが見込んだとおりのお方でした。

　と、そう誇ほこりに思う反面、これからガブリエラが背負っていかなくてはならない重じゆう責せき、重圧を思うと、手放しで喜んではいられない。むしろ心配、あるいは不安のほうが大きいレオチェルリである。

　ガブリエラは騎士団長なのだ。

　伝統ある鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんの頂点に立ったのだ。

　風当たりの強さは今までの比ではない。

　責任の重さも今までの比ではない。

　何か下へ手たを打てば、たちどころに非難が集中するだろう。

　戦において大勢の部下を死なせるようなことがあれば、死んだ団員の親兄弟姉妹、一族郎ろう党とうから怨えん嗟さの声を浴あびせられるかもしれない。

　有能で優秀で、ときには非情にもなれるガブリエラだが、基本は優しい女子である。レオチェルリはそのことを誰よりもよく知っている。

　そんな優しいガブリエラ様が、果たして団長位の重みに耐えていけるのでしょうか。耐えて、自分の立場を守っていけるのでしょうか。

　今のレオチェルリには、そこが不安の種だった。

　でも……いくら心配しても始まりませんね。ガブリエラ様は、もう団長に就任されてしまったのですから。だから、今度はわたしがガブリエラ様をお守りすればいい。昔と同様、ガブリエラ様のお側にいて、あの方を支えていけばいい。わたしが白兎騎士団しろうさぎに入れたのはガブリエラ様のおかげですから。わたしのような只の農民の娘が、こんなに充実した人生を送れているのもガブリエラ様のおかげですから。

　だからレオチェルリは、今や鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長となったガブリエラを、全力を尽くして支えていこうと思っている。今も。この先も。どこまでも。未み来らい永えい劫ごうに。

　それが自分を雇やとってくれたスンナ家と、自分によくしてくれたガブリエラへの恩返しなのだから。

「レオチェルリ先輩、お湯が沸いたヨ」

　ハイミオの呼びかけに、レオチェルリは我に返った。

　彼女に礼を言って沸ふつ騰とうしたお湯をもらい、五人分のお茶を淹れると、レオチェルリは急いで団長室まで戻った。のんびりしていては、せっかく淹れたお茶が冷めてしまう。

　とはいえ、いくら急いだとしても、レオチェルリは廊下で蹴け躓つまずいて盆に載せた湯飲みを落として割ってしまうようなドジっ娘こではない。

　淹れた紅茶がまだ充分にその熱さと美お味いしさを保っているあいだに、レオチェルリは団長室まで戻ってきた。
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　団長室には、すでにマクトゥシュ、アナ、クシューシカの三人が顔を揃えていた。

　庶務分隊長のマクトゥシュは、言わば白兎騎士団しろうさぎの大おお蔵くら大だい臣じんであり、金庫番でもある。

　どちらかというとふくよかな体型をしているマクトゥシュは、騎士団の中では最年長の部類で、数年間勤つとめあげると退団していく者が多い団員の中で、異例ともいえる勤続年数を誇っていた。

　ふだんは優しく落ち着きのあるマクトゥシュだが、書類上の数字を見るときは目つきが一変する。無駄な出費を何より嫌うマクトゥシュには、ガブリエラは多大な迷惑をかけてきたから、団長になった今でも頭が上がらない。

「癒いやしの女神」と異名を取る救急分隊長のアナは、その名にふさわしい、優美で優雅な見た目を誇っている。けれど彼女の魔術の腕は一流で、とくに回復・治癒系の魔術に関してはアグァローネ地方でも一、二を争うとまで評されている。

　そんな彼女に鍛えられている鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの救急分隊の存在は、いざ戦闘となったとき、騎士団員にはとても頼もしい存在となるのだ。

　クシューシカは番隊長筆ひつ頭とうで、戦闘部隊の頂点に立つ存在だった。得物は槍で、彼女が長なが柄えの大槍を振り回せば、火竜でさえ恐れをなして引きさがる、などと評される。

　大柄で逞たくましい彼女は「騎士団一の美び丈じよう夫ふ」と渾あだ名なされており、その凜り々りしさと迫力が若い団員に圧倒的な人気を誇っている。

　この三人にレフレンシアが加わると、それはもう凄い迫力である。レオチェルリなど、足が震えだしそうになる。

　そんな四人とガブリエラが同席しているというのが、なんとも奇妙な印象だ。

　ガブリエラには見た目の迫力というものがなかった。内に秘めたる才能も外見からは感じられない。こうしていると、これから大幹部に説教を食らう新兵のようにしか見えなかった。いや、実際、ガブリエラは新兵同然の一回生なのだが。

　しかし。

　ガブリエラのことを高く評価しているレフレンシアは、こんなことも言っていた。

「可愛い薔ば薇らには奇天烈な刺とげがある」

「表は真っ白でも一皮捲めくると真っ黒だ」

　前述した評価と併せて考えればよく判る。

　ガブリエラの本質は、誰よりも危険で、誰よりも奇抜で、誰よりも剣けん呑のんなのだ。

「やぁ、ありがとう、レオッチェ」

　長椅子に腰を下ろして何やら無駄話をしていたレフレンシアに礼を言われ、レオチェルリは恐縮する。

　実質的に団を率いてきた、そして今でも率いているといってもいいレフレンシアだが、高圧的なところは全然ない。基本的には一般の団員にも親しげに振る舞う。この上下の隔へだたりの小ささも白兎騎士団しろうさぎの伝統だ。

　もっともレフレンシアは、いざとなると誰よりも鋭く、誰よりも恐ろしく、誰よりも頼りになる存在に一変するのだが。

　一回生の身でありながら、ガブリエラが団長という重職に就つけたのも、それが団にとって必要だとレフレンシアが考えたからこそ。

　この先、ガブリエラが団長職を全まつとうできるかどうかだって、偏ひとえにレフレンシアの支えにかかっているのだ。

　だからレオチェルリは、レフレンシアを敬愛し、尊敬し、大いに感謝し、そして大いに期待している。

　ですけど、あの強烈な皮肉なんかは、もう少し抑えていただけると助かりますが。

「ん？　どうかしたかい、レオッチェ？」

「いいえ、どうもいたしません」

　長椅子の前の背の低い方卓の上に五人分の湯飲みを静かに下ろすと、レオチェルリはそそくさと隣室へ移動し……ようとして、ふと足を止め、振り返った。

「レフレンシア様」

「なんだい？」

「扉は閉めておいたほうがよろしいでしょうか？」

「……そうだね。じゃ、閉めておいてもらえるかな？」

「承知いたしました」

　一礼してから団長室の木製の扉を閉めたレオチェルリは、もう一度、全員に頭を下げ、隣室――秘書官の控え室へと下がっていった。

　茶器を持ちあげ、紅茶を一口すすったレフレンシアは、茶器を卓上に戻すと、

「さて、では」

　と言って長椅子に座っている最高幹部の顔を見渡した。すでに彼女の目つきは、獲物を探す飛竜のように鋭く、瞳には危険な光を宿している。

「そろそろ本題に入ろうか」
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「つい先ほどベティスから早馬が来てね」

　それは他の四人も知っていたから、みな無言で頷いた。

　ただ、使者を応接したのはレフレンシアだったので、伝言の内容は彼女しか知らない。

　他国の使者との応対や折せつ衝しようは、現状、副団長であるレフレンシアの仕事とされていた。

　ベティスの使者との会談のあとで、非公式な形ながら、こうして最高幹部会の開催をレフレンシアが言いだしたのだから、使者がもたらしたものがいい話でないことくらい、直ぐに想像がつく。

「大きく言って、内容は二つ」

　人差し指と中指を立てた手を、レフレンシアは四人に向けて突きつけるように眼前に挙あげた。

「一つはベティスの西で、とうとう騒動が起きたということだ」

　ベティスの西で騒動が起きた。

　それは過去の大きな争乱を想像させる。

　四人は、はっとして互いの顔を見やった。

「かつての西せい方ほう擾じよう乱らんのような大きな騒動ではないようだけどね」

　と、先回りしたレフレンシアの一言で、四人は胸を撫なでおろす。

「だが、そうだとしても、ベティスは大平原に置いている兵力の何割かを西に振り向けなくてはならなくなったわけだ。実際、年明けから、すでに大平原の部隊の一部が本国へ移動していたからな」

　その話はすでにレフレンシアから聞かされていたので、ガブリエラは小さく頷いた。

「副団長が仰おつしやった西での騒動ですが、ルーアル・ソシエダイ側の工作の結果……と見ていいのですね？」

　とクシューシカが訊いた。

「だろうね。この話だけなら偶然の一致、なんて間まが悪い、で片付けられるかもしれないけど、もう一つの話と併せて考えれば、ルーアル・ソシエダイの工作と断定してもいいだろう」

「もう一つ……それはなんなのです？」

　今度はマクトゥシュが訊いてきた。

「ルーアル・ソシエダイ軍が、ル・アンヘルとコリントゥスの街に向かっている」

「な、なんですって!?」

「同時に、ですか!?」

　マクトゥシュもクシューシカもアナも、ガブリエラでさえ、思わず腰を浮かせてしまうほどの衝撃の内容だった。

「ああ、同時にだ。この軍事行動を見れば西の争乱が偶然でないことがよく判る」

　マクトゥシュ、アナ、クシューシカは言葉もなくその場に固まっているが、ガブリエラだけは違った。彼女は大きな懸け念ねんを抱いてレフレンシアにこう訊かざるを得なかった。

「ベティスからの使者殿のお話、事実の報告だけでしたか？」

　ぎくりと身を引いた三人が、ガブリエラに視線を向ける。

「それとも……援軍要よう請せいがあったのでしょうか？」

「そうだね。我が白兎騎士団しろうさぎの指導者としては、何はなくてもそこが気になるところだよな、ガブリエラ団長」

　今度は三人が、壊れかかった魔術人形のようにきりきりと首を巡らせ、レフレンシアの口くち許もとを凝視する。

「援軍要請が、あった」

　マクトゥシュたち三人が大きく息を呑のむ。

　ベティスからの援軍要請があったのなら、白はく兎と騎き士し団だんは後ご詰づめとして乗りださざるを得ない。庇護者であるベティスの要請を断れる立場ではないのだ。

　援軍要請があったというのは、話の流れから想像がつきますから、それほど驚きはしませんが、ですが、いったいどちらへ。

　ガブリエラが知りたいのは、白はく兎と騎き士し団だんが向かうのはコリントゥスなのかル・アンヘルなのか、ということだった。

　援軍要請を断るという選択肢があり得ない以上、これで白はく兎と騎き士し団だんもベティス大公国とルーアル・ソシエダイ王国の勢力争いの只中に正式に乗りだしていくことになる。

　そのときに、よりによってわたしが団長ですか。

　と嘆なげきたくもなるガブリエラだが、それはもう過ぎたこと、終わったことだ。今さら団長位から逃げられるわけではない。乗りかかった船から下りられるわけではない。

　いえ、むしろ船の舵かじ取りを任されるわけですから……重いですね。

　自分の双肩にかかる仲間の命の重さに挫くじけそうになるガブリエラだが、目の前のレフレンシアを見て思い直す。

　レフレンシア様は、もっと重いものを背負ってきたのですもの。もっと厳しい局面を切り抜けてきたのですもの。

　そんなレフレンシアが自分を支えていてくれる限り、どんな難局でも乗り切れそうな気がするガブリエラだった。

「ル・アンヘルの救援に協力してくれという要請だった」

「そちらでしたか！」

　とガブリエラがやや驚いた顔で言うと。

「意外かい？」

「いえ、意外というほどのものではありませんが……コリントゥスのほうがわたしたちとの因いん縁ねんが深いですから、そちらへ行けと言われるのかなと」

「コリントゥスにはすでに後詰めを送ったそうだよ」

　とレフレンシアが言うと、すかさずクシューシカが訊いた。

「コリントゥスへの後詰め、どの程度ですか？」

「とりあえず二大隊千八百だって」

「……少ないですね。包囲軍は如い何かほどですか？」

「四千らしい」

　クシューシカは小さく唸うなるが、レフレンシアは、

「そう悲観するほどの数字じゃないさ」

　と言った。

「あそこにはベティスの駐留軍が千ちょっといるはずだ。街の守備隊を入れれば、合わせて三千を超える。まぁなんとかなるんじゃないか。もっとも、後詰めがすんなりと街に入城できれば、あるいは籠城部隊と上う手まく連係が取れれば、という条件付きだけど。後詰めが包囲軍の背後を脅おびやかすだけで包囲軍は強攻策を採とれなくなるわけだから、入城しなくても、間接的には支援できる」

「それはそうですが……その上手く連係が取れれば、というところに一いち抹まつの不安を感じますね」

　そう言うクシューシカの表情は、曇ったままだった。

「ル・アンヘルのほうへは？　わたしたちに出で張ばれと言う以上、そちらも同程度かそれ以下ということですか？」

　と、今度はアナが訊いてきた。

「そちらへも二大隊千六百を送るということだ。そちらが八百ずつなのは、わたしたちの援軍を期待しているということかな」

　同じ二大隊で兵員数が違うのは、ベティスの兵制上、一大隊は八百から千と、兵員数に幅があるからだった。

「ただし第一陣の八百は、すでに進発したらしい。我々は急ぎマナティウスまで走り、第二陣の大隊に合流し、ル・アンヘルまで急行する……ことになるね」

「味方の都市が攻められたのに、援軍は二大隊ずつですか」

　と言うマクトゥシュの顔には隠しようのない不満の色が浮かんでいた。

「西で厄やつ介かい事ごとが起き、コリントゥスとル・アンヘルが同時に攻められたとなると、さすがにベティスも、現状ではそれで精一杯だろうさ」

「そう……ですね。たしかに仕方のないことだとは思いますが、なんというか、序じよ盤ばんはルーアル・ソシエダイにいいようにやられている感じがしますね」

　レフレンシアが苦笑を浮かべる。

「厳しいな、マクトゥシュは」

「何を仰いますやら。あなただってそう考えているはずですよ。というか、腹の中ではもっと辛しん辣らつなことを考えているくせに」

「それが厳しい評価だと。なぁ、ガブリエラ団長？」

「え？　え？」

　ガブリエラはおどおどと二人を交互に見やっている。

　何しろガブリエラは、レフレンシアには世話になりっぱなしだし、マクトゥシュには迷惑をかけっぱなしだし、こうして団長位に昇ってからも、二人には強く出られない。

「あの……いきなりわたしに話を振らないでくださいませんか」

「そうかい？　どうしたって団長には振るだろ？　まぁ、いいけどさ。で、今回の援軍要請に関する団長の感想は？」

　マクトゥシュ、アナ、クシューシカの視線が突き刺さるのを感じながら、ガブリエラは口を開いた。

「感想といいますか、ベティスからは援軍の規模まで指定されたのでしょうか、ということをお訊きしたいのですが」

「ああ、指揮官も含めて、すべてこちらに一任だそうだ」

　その条件が出たのも、レフレンシアが予あらかじめ外がい務む卿きようエフィソスと裏交渉をした結果だといっていい。

「一任ですか。では、援軍の数が五十人でもいいわけですよね」

　とガブリエラが応えると、他の三人の顔に少しだけ安あん堵どの色が浮かんだ。

　しかし。

「言葉どおりに取ればそうだけど、団長はそれでいいと思うのかい？」

「いいえ、思いません」

　レフレンシアは小さく肩をすくめた。

「だね。その程度の援軍ではお話にならないな」

「なるほど。こちらの誠意を見せろと、そういうことですか？」

　とクシューシカが口を挟むと、レフレンシアは真剣な表情で頷いた。

「誠意というか、送ってくる援軍の数でこちらの本気度を測はかろうということだろうね。つまり、ここで本気になれないような白兎騎士団しろうさぎなら、使い捨てても擂すり潰してもかまわない……とベティスのお偉方が考えるかもしれない。そういうことさ」

　クシューシカが、ごくりと唾つばを呑んだ。

「我々幹部の責任、重大ですね」

「そうだね。まぁ我々幹部の、というより、団長の！　責任は！　重大だ！　よな？」

　ぐはぁ。

　思わず胸を押さえて上体を前に倒すガブリエラである。

「で、団長、君はどう考える？」

　ガブリエラが顔を上げると、興味深そうな目でこちらを見ているレフレンシアと目が合った。ガブリエラの判断力やら構想力やらを推し量ってやろうという目つきだ。

「あの……」

　ガブリエラはレフレンシアの問いには直接応えず、マクトゥシュのほうに顔を向ける。

「マクトゥシュ様」

　マクトゥシュが些いささか呆れ気味の声を上げた。

「団長」

「え？　はい？」

「あなたは団長なのよ。わたしに様付けしていてどうするの」

「あ……そ、そうです……ね」

「もう何回注意したかしらね。こんなところを誰かに見聞きされたら、栄はえある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長が舐なめられてしまうじゃないの」

「も、申し訳ありません」

　思わず頭を下げてしまうガブリエラだが。

「ですから。それが駄目だと」

　マクトゥシュに睨まれた。

「まぁまぁ抑えて、マクトゥシュ。わたしだって副団長になったばかりのときは、そう簡単にあなたを呼び捨てにはできなかったし」

「そうだったかしら」

　マクトゥシュは疑わしそうな表情をレフレンシアに向ける。

「あなたの場合、決まった瞬間に、嬉うれしそうに、これ見よがしに、呼び捨てていた気がしますけど」

「記憶違いだろ」

　アナとクシューシカが苦笑する横で、ガブリエラは内心でため息を吐つく。

　レフレンシア様に対してもなんですけど、マクトゥシュ様も呼び捨てだなんて、随分と高い障害だわ。といいますか、レフレンシア様の度胸と強心臓の百分の一でいいから、わたしにほしいものです。

「うん？　何か言いたいことがあるのかな、ガブリエラ団長？」

　ぶるぶるぶる。

　激しく首を横に振っておいてから、ガブリエラは話題を元に戻そうとする。このままにしていると、いつまでも遊び道具にされそうだから。

「あの、ですね、わたしがマクトゥシュ……に訊きたいのは、いま何隊くらい動かせますか、ということなのですが」

「そうね」

　腕組みしたマクトゥシュが宙ちゆうを睨んで考えている。

　騎士団の大蔵大臣であると同時に金庫番であるマクトゥシュの頭の中には、いま金庫にどのくらいのお金が入っているのか、この先、どのくらいのお金が騎士団に入ってくるのか。何人をどれだけの期間動かせばどのくらいのお金と兵糧が必要になるか。そういった各種の数字がみっしりと詰まっている。

「おそらく、作戦行動中の兵糧に関してはベティスが用意してくださると思いますけど。というか、そこは用意していただかないと」

　そうガブリエラが言うと、すかさずレフレンシアから突っ込みが入った。

「万一、ベティスが用意していなかった場合は、それを毟むしり取ってくるのも団長の役目だからね、ガブリエラ、団長！」

「あ……ああ、そうで……すね。そうデスね」

　引き攣つった笑みを浮かべてガブリエラが頷いた。

「兵糧はあちらさん持ちだとしても、動かせるのは三隊までだわね。それだってきついくらい。本音を言えば二隊に抑えたい……というところね」

「きついかもしれないけど、さっきも言ったように、ベティスはこちらの本気度を測っているから、ここは歯を食いしばって三隊用意するべきだろうな」

　そうレフレンシアが言うと、マクトゥシュも頷いた。

「この状況では仕方がないですね」

「ガブリエラ団長はどう思う？」

「はい。ない袖そでを振ってでも、三隊は送りだすべきかと」

「団長がない袖を振り回すのなら、わたしは団長の頭を摑つかんで、こうして振り回してやりたいわ」

　マクトゥシュはそこに見えないガブリエラの頭があるかのように、伸ばした両手を、がくがくと空中で揺さぶった。

「マクトゥシュさ……酷ひどっっ」

　ガブリエラが大きく仰のけ反ぞると、マクトゥシュはにやりと笑った。

「今のはぎりぎり合格ね」

　心が安まりません～～。

　内心で悲鳴を上げるガブリエラである。

「となると、三隊は決まりとして、誰の隊を派遣する？」

　レフレンシアが、今度はクシューシカのほうを見た。

「筆頭、君の意見は？」

　筆頭とは「番隊長筆頭」のことで、番隊長のあいだの序じよ列れつとしては、クシューシカが最高位にいる。

「わたしと、アルゴラと、ヨーコの隊でしょうか」

「今回は、まず間違いなく戦になる。戦闘力を考えると、そうなるな」

　レフレンシアが難しそうな顔で応えたのがクシューシカには気になった。そこで、

「何か問題が？」

　と訊いてみる。

「いや、問題というか……そうなると、援軍の指揮官を誰にするかということが重要になるわけだが」

　ぞくり。

　ガブリエラの肌が粟あわ立だち、脳内警報が、ちりん、と鳴った。

「仰るとおりですね。わたしたちの本気度を測られているのですものね」

　そう言ってアナが微笑んだ。

　まさかアナ様……。

　疑念の籠こもった目をガブリエラが向けると。

「でしたら、こちらも本気の本気を見せておかないとなりませんね」

　もはやそれは微笑みというより、ほくそ笑みといったほうが相応しい含みのある笑顔だった。もしかすると悪魔の哄こう笑しようか。いつも優しそうで穏おん和わなアナが、そんな笑顔をするということ自体、かなり恐かった。

「なるほど、本気度ですか。となると……少なくともレフレンシア様が出張らないわけにはいきませんね」

　そう言って、クシューシカがレフレンシアに視線を送る。

　すると、当のレフレンシアは、のんびりとした声でこう応えるのだった。

「わたしだけでは不足だろうなぁ」

　クシューシカは真面目くさった顔で頷いた。

「足りませんか」

「まったく足らないさ。何しろわたしは団長代理から副団長に降格したばかりだからね。そんな人間が指揮を執とれば、ベティスが我々の本気度を疑うのは確実だ」

「そうなると」

　四人が一斉にガブリエラに視線を向けてくる。













「ここは一つ」

「団長様に」

「お出まし願うしか」

「ありませんね」

　もうどうにでもなれと、やけくそな気分で開き直るガブリエラだった。
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・ベティスからの援軍要請は受ける。

・援軍として送る戦闘部隊は、クシューシカ、アルゴラ、ヨーコの三中隊（＝番隊）。

・加えて、遠えん征せい仕様として庶務と救急分隊員を各中隊に配する。

・その他にレオノーラの特務分隊から二小隊を抜いて、これに遊撃小隊と新雛小隊を合わせて本陣要員とする。

・援軍の指揮官はガブリエラ団長とする。

・副将はレフレンシア副団長とする。

・留守居役の責任者はマクトゥシュで、アナが補佐する。






　団長室での「茶飲み話」で、以上の方針が確認された。

「こんなところかな。細かな部分の詰めは、正式な幹部会で決定することにしよう」

「お疲れ様でした」

　労ねぎらいの言葉を掛け合い、マクトゥシュ、アナ、クシューシカの三人が団長室から退出していく。それを見送ったガブリエラは、三人の姿が見えなくなると、盛大なため息を吐ついた。

「どうした、団長。疲れているのかい？」

　そうですね。心が疲れて、もうじき折れそうです。

　などと思うガブリエラだが、レフレンシアの前で弱音は吐はきたくない。

「いえ、大丈夫です」

　と強がってみる。

「では、新しいお茶をもらうよ、団長」

「あ、はい、只今」

　ガブリエラが控えの間の扉に向かおうとするのを、レフレンシアが引き留めた。

「ああ、いいよ、わたしが呼ぶから。君はどっしりと長椅子に腰を下ろしていればいい。踏ん反ぞり返っていてもいいくらいだ」

「あ……はぁ……」

「踏ん反り返って背もたれに背をくっつけて、両肘を背もたれに載せて、足を思い切り広げて、『レフレンシアぁ、わたしのお茶も忘れないでよねぇ』とか言うと、きっとすっきりするよ？　ほら、こんなふうに」

　などと言いながら、レフレンシアは言ったまんまの恰好をしてみせる。

　長裳の切れ目が全開になって、太ふと腿ももの奥まで大解放だ。なんというか、恐ろしいほどお行儀が悪かった。

　いえいえいえ。夜、寝るときに悪夢を見そうですから、絶対にしません。

　ガブリエラは、ふるふると首を左右に振った。

　破顔したレフレンシアは、姿勢を直すと、ゆっくりと立ちあがる。

「そうだね。どうせやるなら、こんな長裳じゃなくて、短い腰こし衣ぎぬのときにやってもらいたいものだよな」

「お断りしますっっ！」

　レフレンシアは声を上げて愉ゆ快かいそうに笑いながら、控え室に通じる扉を開けて、隣室を覗き込んだ。

「レオッチェ」

　机に向かっていたレオチェルリが振り向いた。

「はい、レフレンシア様？」

「新しいお茶をもらえるかい？」

「いま直ぐご用意いたします」

　跳ねるように立ちあがったレオチェルリは、そそくさと団長室に足を踏み入れ、ガブリエラに一声かけて部屋から出ていった。

　戻ってきたレフレンシアが、ガブリエラの座っている長椅子の対面に腰を下ろした。

「いい娘こだね、レオッチェは」

　とレフレンシアが呟つぶやくように言う。

「素直で、気が利いて、腕も立つ」

　ガブリエラは自分が誉ほめられたとき以上のとびきりの笑顔を見せて頷いた。

「はい」

「それに、君のことをとても大切に思っている。君の役に立とうとしている。君はこの先もレオチェルリに見限られないようにしないとね」

「あ……はい……」

「もし君がレオッチェに見限られるような真似をしたら、たぶんわたしも君を見限っているだろう」

　姿勢を正したガブリエラは、

「心に刻み込んでおきます」

　と応えてから、ふっと体の力を抜いた。

「あのう、レフレンシア様」

「はい、減点一」

「あ！」

　慌ててガブリエラは口許を手で押さえた。

「はい、じゃあ、もう一回」

「えぇと……レフレンシア副団長」

　レフレンシアは、くすっと笑って応えた。

「なんだい、団長？」

「わたし、団長として、レフレンシアさ……副団長始め、皆さんの期待にちゃんと応えられているでしょうか」

　レフレンシアは大げさに肩をすくめてみせる。

「そんなことを心配していたのかい？　大丈夫さ、君はみんなの期待に応えているよ。もちろん、わたしの期待にもね」

　ガブリエラは安堵の息を吐はく。

　こういうときのレフレンシア様は、お為ためごかしなど言わない方ですものね。ならば、今のところ、わたしは期待に応えられていると思っていいようです。

「しかし、いきなり団長の真価を問われる局面がやって来たね」

　というレフレンシアの言葉に、ガブリエラは表情を引き締める。

「少し早いと思いませんか？」

「早いというのは、ルーアル・ソシエダイの反応が、という意味だね？」

「ええ」

「たしかにね。軍事行動を起こすだろうとは思っていたけど、予想よりも早かったね。それに、コリントゥスとル・アンヘルで同時にとは、意表を衝つかれたかな」

　と言う割には、レフレンシアは驚いてもいないし困ってもいないように見える。

「つまり、これは副団長が見せた誘いの隙に相手が食いついたということでしょうか」

　ガブリエラの言う「誘いの隙」とは、彼女を団長にするための裏工作の一環として、ベティスの宰さい相しように過労で倒れた振りをしてもらったことを指している。

「それに関しては確実なことは言えないけれど、可能性としてはあるね。ただ、誘いの隙に食いついてきたといっても、こちらが正しい応おう手しゆを取れなければ、誘いの隙が本当の隙になってしまう」

　ガブリエラは、ごくりと唾を呑む。

　正しい応手を打たなくてはならないのが自分なのだ。この局面こそ、新団長の真価を問われる場面なのだ。

「さて、この戦況をどう読む、団長は？」

「まだ西で起きたという争乱の詳細が判らないのでなんとも言えませんが、緒戦は少しベティスが苦しいですね」

「そうだね。ルーアル・ソシエダイ側の工作が奏そう功こうしているのに比べ、今のところベティスの工作は形になっていない。こちらに関してはもう少し時間がかかるだろうな」

「それにしてもルーアル・ソシエダイ王国、コリントゥスとル・アンヘルの双方に四千ずつとは、奮ふん発ぱつしたものですね」

　レフレンシアは、ふふ、と不敵に笑った。

「それこそが、シギルノジチとの軍事同盟の目に見える形での貢こう献けんということだよ」

「そして、それはルーアル・ソシエダイにだけ言えるわけではありません」

　レフレンシアはたちどころに笑みを消し、厳しい顔つきに戻る。

「そうだ。いずれシギルノジチのほうも動きだす。それがどんな動きになるのかまではまだ読めないが、おそらくこちらとのあいだにある都市国家連合を取り込むというのが考えられるところだね」

　こうしてガブリエラと二人で状況分析や戦況判断をするのはとても楽しいと、レフレンシアはいつもそう思う。

　レフレンシアの分析や推論は鋭く、読みの水準が高いから、団内ではついてこられる者がなかなかいないのが実情だった。

　だがガブリエラならついてこられる。ついてくるどころか、ときには自分の上を行くような読みを披ひ露ろうすることさえあるから、レフレンシアは余計に楽しい。

　ガブリエラに足りないものがあるとすれば、実戦経験だな。それを積んだときこそ、名実共に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長に相応しい女になるはずだ。もっとも、この先それを積んでいけるかどうかは、今回の戦を乗り切れるかどうかに懸かっているわけだけど。

　ガブリエラが成長して、将来の白兎騎士団しろうさぎを背負って立つ立派な団長になれるように、今は全力で彼女を支えてやろうと思うレフレンシアである。

「ところで、団長」

「はい？」

「君たちは一度、ル・アンヘルを巡る攻防を経験している。その経験を踏まえた上で、何か考えがあるかい？」

「経験しているといっても、ル・アンヘル付近には行っていません。現地の地形などは実際に見ていませんので、それらは考慮に入れないとして、問題はあちらのほうが兵力が大きいということですね」

「敵さんが四千。対してこちらは救援軍が千六百に……我々はせいぜい三百程度だから、合わせて二千弱だ」

「籠城している兵は一千ほどですよね」

「そう。すべてひっくるめても三千弱。まぁ城攻めの場合、攻める側は五倍くらいの兵力がほしいという兵法の常道に照らせば、陥おちる可能性は低いともいえるけど」

「でもそれは、わたしたち救援軍が無事にル・アンヘルの街に入城できれば……という条件付きの話ですよね」

「そういうことだね。もちろん敵さんは、我々が入城するのを黙って見逃すはずがない。入城しようとすれば敵さんを排除しないとならないが、そうなると兵力差は一対二・一だ。そう簡単に排除できないだろうな」

「そこで基本的な考え方なんですが」

「ほう？」

　興味深い色を湛たたえた瞳をレフレンシアが向けてきた。

「何か考えがあるのかな？」

「考えといいますか、基本方針をはっきりとしておいたほうがいいと思うのです」

「で、団長が考える基本方針とは？」

「戦わずに入城する。あるいは戦わずに敵を排除する、でもいいのですが。どんな形でも敵を排除できれば入城できますし、ル・アンヘルが陥おちることもありません。それでル・アンヘルの救援というこちら側の戦術目標は達成されます。もちろん敵部隊を叩ければいうことはないのですけど、それでこちらの兵員や兵糧に大きな損害が出ては元も子もありません。まずはル・アンヘルの確保が先決ですよね」

　レフレンシアは満足そうに頷いた。

「うん、団長の考えは、おおよそわたしの考えと一致するな」

　ガブリエラが上目遣いにレフレンシアの顔色を窺う。

　おおよそ、とレフレンシアは言った。つまり、完全な一致ではないということだ。

「えぇと、外れているのはどの部分でしょうか？」

「そうだね。まず、援軍が入城しただけではル・アンヘルの街が確実に確保できたとは言い切れないと思うんだ」

「それは……地理的な要因……でしょうか」

　いいね。さすがだね、ガブリエラ。

　レフレンシアはもう一度、大きく頷いた。

「そう、ル・アンヘルは相手の勢力圏に接しているからね。ついこのあいだまで向こうの陣営に属していたのだから当然だけど。つまり、敵包囲軍はさほど補給に苦労しないだろうということだ」

「そうですね。それに対して、二千近い部隊が入城したル・アンヘルは、兵糧に不安があると？」

「内実を知らないからたしかなことは言えないが、その可能性はあるんじゃないかな。このあいだの攻防戦のあと、サイアス准将軍の部隊が兵糧を運び込んだはずなんだけど、それほど大量には入れられなかったはずだよ。そして我々は、四千の攻撃軍に対抗するために戦闘部隊の比率を高めなくてはならない。つまり輜し重ちよう兵へいの比率を抑えなくてはならないわけだ。それほど大量の兵糧を運べない」

「なるほど。ということは」

　ガブリエラは正面からレフレンシアの顔を見つめる。

「副団長は、相手を強制的に排除して入城したいと仰るのですね」

「強制的に排除できなくてもかまわない。ただ、相手にはそれなりの打撃は与えたい。相手が漫まん然ぜんと包囲を続けられない程度の打撃はね」

「そう……ですね。後々のことを考えれば、そのほうがいいですよね。ベティスも駐留軍の数を大幅に増やすことは難しいのでしょうし」

「それにね、軍事的な見地からだけではない理由もあるのさ」

「それはどういう？」

「こちらが勝ったことを、目に見える形で周辺の国々に、さらに大平原以外の国々にも示しておきたい」

「あ！」

　なるほど、そうかと膝ひざを打つガブリエラだった。

「この戦いに勝つということが、中立を保っている国や様子見をしている国に対する何よりも雄ゆう弁べんな、強力な誘いの手になるのだからね。同時に、ルーアル・ソシエダイ側についている国に対する抑止力としても働く。たとえば、西方で反ベティスに動いた都市国家なんかにもね」

　さすがにレフレンシア様。わたしとは視野の広さが違います。わたしとは見渡す範囲が違います。

　ガブリエラはつくづく感心した。

　戦争に勝つ手段は何も戦闘に勝つだけではない。政治、外交、経済、戦闘、それらをすべて含めての戦争なのだ。

　かつて東方世界に現れた不ふ世せい出しゆつの天才軍略家も言っているではないか。

　百戦して百勝するのが最善なのではない、と。

　戦わずに勝つことこそが最善なのだ、と。

「というわけで、入城する際に、なんとか相手に打撃を与えられないかと思うわけだ。わたしたちが『勝った！』と叫ぶのを許されるくらいの勝利はほしいと思うわけだ」

　と言うレフレンシアの言葉に、ガブリエラからの反応がない。見ると、彼女は右手の親指と人指し指で顎あごを支えるようにして考え込んでた。

　お？　どうやらガブリエラが何か思いついたのかな。ということは、また彼女の奇想が炸さく裂れつするかもしれないぞ。

　レフレンシアは期待に満ちた目で沈ちん思し黙もつ考こうに入ったガブリエラを見つめている。

　しばらくそのままの体勢で固まっていたガブリエラだが。

　やがて手を顎から離し、ゆっくりと顔をあげた。

「何か思いついたのかい、団長？」

「思いついたといいますか、一つ確認したいのですが」

　ほらほら、お出でなすったぞ。

　レフレンシアは揉もみ手をするようにして上体を前に出した。

「何を確認したい？」

「相手に打撃を与えるのは、入城する前でなくてもいいのですよね？」

「今の団長の言い方だと、入城したあとでもいいのか？　と訊いているように聞こえたんだけど？　団長が言いたいのは、籠城部隊と合流を果たしたあと一緒に討って出るということなのかい？　違うよね？」

「もちろん、そういうことではありません」

「では……我々が敵の背後を衝くのに合わせて籠城部隊が討って出て敵を挟きよう撃げきすると、そういうことなのかな？」

「もちろん、そういうことでもありません」

　レフレンシアの目が細められた。

　よかった。もしそういうことだったら、わたしは即刻、ガブリエラ団長を解任するための策略に取りかからなくてはならないところだった。もっとも、策略など巡らせなくても、マクトゥシュを嗾けしかければ、ガブリエラを道連れに断だん崖がいから飛び降りてくれる……というか、退団しようとするんだろうけどな。

　レフレンシアは安堵の息を吐はきつつ、ガブリエラの表情を窺うような視線を向けた。

「では、どういうことなのかな？　というか、そもそも敵部隊を排除しなければ入城できないのだから、わざわざ入城してから討って出る意味はないよな」

「ええ、そうですね。ごめんなさい、少し言い方が間違ってたようです。つまり……」

　ガブリエラは小さく頭を振って、また少し考え込んだ。

　やがて顔を上げた彼女は、

「えぇと、こう言い直します」

　と言って、正面からレフレンシアの顔を見つめた。

　彼女の瞳には何やら異様な光が宿っている……ように、レフレンシアには感じられる。

　間違いない。また何かとんでも変なことを思いついたな、こいつ。

「ル・アンヘルの街に敵が入城したあとに叩いてもいいのですよね」

「…………は？　敵が？」

　レフレンシアがこれほど間まの抜けた表情を見せたのはいつ以来だろう。いや、もしかすると、ガブリエラたちが彼女と出会ってから初めてだったかもしれない。

「いや……団長の言っている意味がよく判らないんだけど。え？　敵がル・アンヘルに入城した……あとに叩く？」

「はい」

　何を言いたいんだ、ガブリエラは。というか、何を思いついたんだ、こいつは。

　ベティスと白兎騎士団しろうさぎの救援軍は、ルーアル・ソシエダイ軍にル・アンヘルの街を奪とられないようにするために出張っていくのだ。それなのに、敵に入城されることを前提に作戦を練ねるとはどういうことなのだと、レフレンシアは呆れてしまう。

　だいいち敵が入城してしまえば、今度はこちらが城攻めをする番じゃないか。攻めて陥おとすには兵力が足りないし、兵糧も不足する。叩けるわけがない。どころか、叩かれて終わりだ。ふつうならば。

　だが、目の前にいる頼りなさそうなガブリエラが、今までに何度もふつうではない策を思いつき実行し成功させてきたのをレフレンシアは間近で見てきている。

　ガブリエラがそう言う以上、今回もこれまでと同じく、ふつうではない作戦なのだ。常識から大きく外れた作戦なのだ。

　だったらこちらも、ちまちまと常識的な指し摘てきを入れる必要もないな。

　そこまで考えたレフレンシアは、ともかくガブリエラの策を確認してみようとする。

「わたしがとやかく言ってても始まらない。団長の考えを聞かせてくれないか」

「はい」

　頷いて身を乗りだしたガブリエラは、小声で淡々と自分の考えを述べていく。

　話の途中から、聞いているレフレンシアの顔色が変わっていた。

「……というのがおおよその方針といいますか、考え方なのですが、如何いかがでしょう？」

　腕組みしたレフレンシアは、首を左右に振って大きなため息を吐ついた。

「いやはや、いろいろ呆れ返って返す言葉もないね。どうしたらそんな非常識なことを思いつけるのかな、団長は」

「いえ、あの……なんとなく」

「なるほど。呼吸をするように自然にさりげなく、こんなにも奇抜で奇天烈で非常識で卑劣なことを考えられるんだな、団長は。希に見る恐るべき才能だと誉めておこう」

　どう聞いても誉められているようには聞こえない。

「しかし、かなり際どい作戦だな。というか、かなり危ない橋を渡ることになる」

　腕組みを解いたレフレンシアが、ずいと身を乗りだした。

「上手く嵌ったときの破壊力は、それはもう大したものだと思うけど、外れたときは、無た料だでル・アンヘルを相手にくれてやるようなものじゃないか？」

「そうなのですけれど。でも、敵を排除できなければ睨み合いです。となると、わたしたちのほうが兵数が少ないですし、補給のこともありますから、少し苦しいです。睨み合いになれば街を奪われる確率が高くなります。それに、もしも万一、コリントゥスが陥おちたりしたら、あちらにいる四千のうちの半数くらいがこちらに回ってくるかもしれません。そうなったら敵は六千。勝ち目はほとんどなくなります。でしたら、少しくらい危ない橋でも渡ってしまうほうがいいのではありませんか？」

　少しなのかどうかは大いに議論の余地があると思うが……たしかに長引けばこちらが不利になるな。それに。

　レフレンシアは、以前にガブリエラが考えだした作戦を思いだす。

　危ない橋か。あいつはそれで敵部隊を壊かい滅めつさせたんだよな。

　くすっと思いだし笑いをしたレフレンシアを、不思議そうな顔でガブリエラが見つめている。

「やってみる価値はあるかもしれない。相手を上手く嵌はめることができれば、こちらの犠ぎ牲せいは最小に抑え、なおかつ最大の勝利を得ることができる」

　それに、相手の心理を考えると、それほど危険な橋ではないのかも……いや、どうなのかな。

　少し逡しゆん巡じゆんする気持ちを、レフレンシアは敢えて抑え込んだ。

「では、団長。団長の基本方針で行くとして、幾つか細かいところを確認させてもらいたいのだけど」

「あの、はい、どうぞ」

「敵の輜重部隊を攻撃するとき、気づかれないで接近できるかな？　あの辺の地形は、多少の起伏はあっても基本的に平地だぞ。山といえるほどの山はないし、大きな森林もないはずだ。味方の部隊が敵に気づかれずに接近するのは難しいと思うけど」

「どのくらいの兵がいるか次第ですが、基本線としては少数で襲います」

「……ああ、そうか。ジアンたちのことを言っているんだね？」

「ええ、そうです。それに、いざというときにはレオノーラ様……レオノーラ特務分隊長の手をお借りします」

「そうだったな。あいつも連れていくことにしたんだっけな」

「はい。レオノーラ隊長の自じ然ねん士しとしての能力を発揮してもらえば、相手の警けい戒かい水準が上がったとしても、さほど大きな問題ではないかと。むしろ、ジアンたちがレオノーラ隊長の出した霧の中でも迷わず動けるかどうかが問題になるかもしれません」

「ジアン、デイレィ、アスカ辺りなら問題はなさそうな気がするな。まぁ、本人に確認してみないと断定はできないが」

「そうですね。ですから、いちおう『大丈夫』という前提で話を進めますけれど、敵の主力を輜重部隊と切り離しておいた後、ごく少数精鋭の部隊を作って奇き襲しゆうを敢かん行こうします。基本、夜襲がいいと思いますけど、相手が夜襲に備えていると判れば、裏をかいて明け方や昼に行うのも有りだと思います。ただ、昼間の奇襲では兵糧を全部焼くのは難しいでしょうけど」

　レフレンシアが、ふぅむ、と頷いた。

「団長の考え、狙いはだいたい理解した。その上で一つ、二つ、疑問があるんだけど」

「はい」

「敵の輜重部隊を主力と切り離すのであれば、こちらが囮おとりとなって敵の主力を引っ張りだすのでは駄目なのかい？」

「その場合、下手をすると戦闘になってしまいます。囮として敵主力を引っ張った挙げ句に追いつかれたとなると、こちらの被害が大きくなります。それではル・アンヘルの街を救援するという戦術目標の達成が難しくなります」

「ああ、団長の言うとおりかもしれないな」

「それに、わたしたち主力が姿を見せれば、敵は警戒を強めます。陣替えもするでしょうし、もしかすると荷に駄だを遠ざけてしまうかもしれません。そうなると夜襲の目標が現場からいなくなってしまいます。けれど、敵の主力が入城してしまえばどうでしょう？　ベティスと白はく兎とはすでに撤てつ収しゆうしているのですから、背後を気にする必要はありません。どころか、せっかく奪うばったル・アンヘルを確保するためにも、兵糧の運び入れをしますよね。となれば、街を掌しよう握あくするまで荷駄を近くに置いておきます。多少の警護がついていても、ジアンたちなら煮るのも焼くのも自由自在でしょう」

「煮るのは難しいだろうけど……仰せのとおりだね」

　レフレンシアとしては頷かざるを得なかった。

「さすがに団長、よく考えている。どこにも読み抜けはない感じだ。もう相手は詰んでいるんじゃないのかな」

　尊敬するレフレンシアに誉められて、ガブリエラは嬉しそうに、うふふ、と笑った。

「副団長、誉めすぎです」

「で、次の質問なんだけど」

「はい、なんでもどうぞ」

　ガブリエラはにこにこ顔だ。

「遠征にはアルゴラも参加するわけだが」

「……あ！」

「となると、その奇襲に参加させろと言ってくるだろうなぁ？」

　ガブリエラのにこやかな笑顔が引き攣ったような笑みに変わっている。

「断るとどうなるか、考えただけで恐ろしいので参加を認めるしかないと思うんだけど、アルゴラの奴が、ただ兵糧を焼くだけで満足するかなぁ。まぁ奇襲部隊の人選は団長の仕事だから、わたしは生温かい目で見守っているよ」

「レフレンシア様ぁ」

　ガブリエラが泣きついてきた。

「様をつけるなって言ってるだろ」

「わたしには無理ですぅぅ。なんとか上手いことアルゴラ様をあしらってくださいませんかぁぁ」

「だから。様をつけるなって言ってるのに」

　ガブリエラは卓上に両手をついて、米こめ搗つき蝗虫ばつたのようにへこへこと頭を下げている。

　やれやれと頭を振ったレフレンシアは、小さなため息を吐ついた。

「あぁ、判った判った。判ったから頭を上げて。団長のそんなみっともない姿を誰かに見られたら困るじゃないか」

「は、はい」

　頭を上げたガブリエラは、上体を戻し、座ったまま気をつけをするように腕を真っ直ぐ下に向け、背筋もぴんと伸ばしてレフレンシアに向き直った。

「よろしくお願いします」

「とはいえアルゴラを騙だますのは無理だし、説得するのはもっと無理だから、ここは彼女にも活躍の場を与えるように軌き道どう修正したほうが吉……なんじゃないかな」

「そ、そうでしょうか」

「そうだと思うよ。そのときになって現場で暴れられても困るだろう？」

「こ……困ります」

「ってことで、輜重部隊の奇襲にはアルゴラの隊にも参加してもらう線で、もう一度、考えてみてくれないか」

　小さく呻うめいたガブリエラだが、ため息を吐ついて頷いた。

「……仕方ないですね。考えてみます」

　ふふ、とレフレンシアが破顔する。

「さすがの団長にも読み抜けがあったようだね」

「お恥ずかしい限りです」

「アルゴラはどんなときでも不確定要素だから、この程度の読み抜けは致し方ないな。べつに悪あく手しゆや疑問手を指したというわけではない。それよりも」

　レフレンシアは腕組みをして正面からガブリエラの顔を見つめた。

「もう一つ、最大にして最後の疑問があるんだけど、厳げん重じゆうな籠城を続けているル・アンヘルに、敵の主力はどうやって入城するんだい？」

　こいつのことだから、今回も奇手奇策を用意しているのだろうけど。それを聞くのは楽しみだな。

「あ、それですか」

　ガブリエラは事も無げに言った。

「そんなの簡単ですよ？　だって……」

　ガブリエラがその手段を開かい陳ちんすると。

「なんだってぇぇぇ!?」

　レフレンシアが大きく上体を仰け反らせた。勢いがつきすぎて、危うく長椅子の背から転げ落ちそうになっている。

　必死で体勢を戻したレフレンシアは、嚙かみつきそうな勢いでガブリエラに迫った。

「本気で言っているのか、団長は!?」

「え？　でも、これがいちばん簡単だと思いませんか？」

「いや……たしかに……簡単……だろうけど……」

　いやはや、本当に恐れ入った。こいつの頭の中の思考回路はどういう仕組みになっているのだろうか。細心かと思えば大胆、緻密かと思えば大おお雑ざつ把ぱ、とらえどころのない奴だな。けれど、ガブリエラの戦術は面白い。局面を打開するための発想は誰にも真似のできないものだ。あとは大局観を磨いてくれれば、戦略眼を鍛えてくれれば、こいつは素晴らしい団長になるだろう。というか、なってもらわなくては困るんだ。

　という思いは隠したまま、レフレンシアは静かに言った。

「よし、判った、団長。団長の方針で行こうじゃないか。今日の午後に幹部会を開いて要請受じゆ諾だくを正式決定したら、明日には進発だ。忙しくなるぞ。馬の調達が不確定要素だけど、最速で四日後、遅くとも六日後にはル・アンヘルの街近郊に着くな」

　レフレンシアは、視線に力を込め、睨みつけるようにガブリエラの顔に向けた。

「それまでに、できる限り細部を詰めておいてくれないか。この作戦、我々だけの問題ではないからな。同道するベティス部隊はもちろん、街に籠城している部隊にだって、こちらの狙ったとおりに動いてもらわなくてはならないんだから」

　ガブリエラはごくりと唾を呑み、真剣な表情で頷いた。

「了解です、レフレンシア……副団長」
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　その日の午後に招集された幹部会で、ベティス大公国からの援軍要請の話がレフレンシアによって披露された。

　すでに最高幹部のあいだで話し合いが行われていたため、会議は紛ふん糾きゆうすることもなくすんなりと進み、あっさりと結論が出た。

　幹部会の結論もガブリエラの部屋での「茶飲み話」の結論と変わりはしない。





・白はく兎と騎き士し団だんはベティスの援軍要請を受諾して遠征仕様の三中隊（およそ二百七十名）を送ること。

・指揮官は団長ガブリエラ、副将は副団長レフレンシアが務めること。

・送る中隊はクシューシカ、アルゴラ、ヨーコが率いる番隊であること。

・本陣要員として、遊撃小隊、新雛小隊、特務分隊の二小隊を連れていくこと。

・本陣要員の指揮はレオノーラが執ること。






　などである。

　現在の白はく兎と騎士団員の半数以上を送りだすことになる。騎士団としては、じつに久しぶりの大がかりな遠征だった。

　出発は翌日の昼過ぎと決まった。

　遠征準備を過不足なく調ととのえるにはまったく時間が足りないが、ベティスからは「一刻も早い参集を」と言われている。各部隊は突とつ貫かん工事で準備を進めることとして、幹部会は解散となった。
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　遊撃小隊、新雛小隊の構成員が団長室に集合していた。当然、団長のガブリエラがいる。副団長のレフレンシアもだ。

　というより、彼女たちはレフレンシアに呼び集められたのだった。

　立派な仕事机を背にガブリエラが立ち、その横にはレフレンシアが控えている。

　二人の前に、セリノス、ノエルノード、アフレア（と彼女の魔術人形シゥビーニュ）、デイレィ、ウェルネシア、ジアンが横一列に並んだ。

「遊撃小隊の六名、集まりました」

　セリノス・セレニクス・クワドロスが真面目くさった顔でガブリエラに集合を告げる。

　同期のセリノスからそんなふうに報告を受けることに、とてつもない違和感を感じるガブリエラだが、それを言っても仕方がない。彼女は団長になってしまったのだから。

「ご苦労様です」

　と返すに留とどめておく。

　それにしても、六人ですか。

　入団当初は十人いたのだ、遊撃小隊は。そして、ずっと十人で活動してきた。新入団員は各番隊や分隊にばらばらに配属されるのがふつうだから、これは随分と異例の扱いだ。たぶん、十人に対するレフレンシアの期待感の表れだったのだろう。

　しかし、ガブリエラが団長に昇り、レオチェルリが団長秘書となり、ドゥイエンヌとマルチミリエが一身上の都合（ということになっている）で実質的に退団してしまった現在、遊撃小隊には六人しかいない。

　その事実に、なんとなく寂しさを感じてしまうガブリエラだった。

　六人の背後からアスカ・ランディの声が上がった。

「新雛小隊の六人も集合しました」

　そちらには、アスカ以下、シェーナ・ソフィロス・ソフィステアノス、ラツィーナ・ランティス・ロネッソ、リンデル・リンダフラム、フェレッラ・フェルガナ・フェルガネス、ハイミオ・ハイが横一列に並んでいた。

　シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラの四人は完全な新兵だが、ハイミオとアスカは手に職を持って働いていた経験があった。

　特に小隊長のアスカは別格で、白兎騎士団しろうさぎの団員は知らないことだが、彼女は以前、「黒猫アトラダ・フエレス」というシギルノジチの暗殺部隊に所属していたことがあった。その後も私設の「何でも屋」をやっていたりと、荒事に強く裏社会にも詳しいという異色の経歴を誇っている。

　そもそも彼女が白はく兎と騎き士し団だんに入団したのも、騎士団の詳しい情報を入手して、それを高く売りつけるのが目的だったのだ。だから彼女が名乗っているアスカ・ランディというのも偽名で、本当の名はアスカ・ラディア・ランゴバルドという。もちろん、その名を知っている者も騎士団にはいない。

　アスカは、団に入って売れそうな情報を入手したら、さっさと退団するつもりだった。それが、何な故ぜかどうしてか、退団することもままならないまま、レフレンシアにこき使われる立場になってしまっていた。

　もう、いいけどね。こうなったら流されるところまで流されてやる。それに、とことんつき合えば、高く売れる情報をたくさん入手できるんだし。

　という開き直りにも似た覚悟で、アスカは新雛小隊の小隊長として働いている。













「ご苦労様です」

　にこやかな顔でガブリエラに応対され、アスカは内心で肩をすくめる。

　どうも団長様からそういう言葉をいただくのには慣れないなぁ。

　アスカの当惑を知ってか知らずか、レフレンシアが一歩を踏みだして、二列に並んだ十二人を見渡した。

「みんな、ご苦労さん。けれど、直ぐにもっとご苦労な任務に就くことになるからね、そこは覚悟をしておいて」

　またかよ。

　アスカは顔色を変えないように気をつけつつ、内心で舌打ちをする。

　一方、他の新雛小隊の五人はやる気満々の顔で頷いている。

　やれやれ、若いって素晴らしいな。

　げんなりした気分を隠したまま、アスカはレフレンシアの口許に視線を据える。

「あまり時間がないから簡潔に任務の説明だけをする。コリントゥスとル・アンヘルの街がルーアル・ソシエダイ軍に囲まれそうになっている。いや、もう囲まれたかな」

　十二人が、はっと息を呑んだ。

「我々はベティスからの要請に従い、ル・アンヘルの救援に赴おもむくことになった。そこで君たちにも救援軍の一いち翼よくを担ってもらいたい。役割としては本陣詰めの要員だ。救援軍の中核は、クシューシカ、アルゴラ、ヨーコの番隊が担うことになる。進発は明日の昼過ぎ。それまでに遊撃小隊、新雛小隊とも、遠征の用意を済ませてほしい」

　そこまで一気に話したレフレンシアは、一旦言葉を切って全員を見渡した。

「何か質問は？」

　すかさずシェーナが手を挙げた。

「レフレンシア様」

「何かな、シェーナ？」

「任務は了解しましたが、何故わたしたちは団長室に集められたのでしょうか？　今のお話を副団長から聞くのなら、副団長室に集まったほうが早いのではありませんか？」

　ふむ。そこに目をつけたか。変なところに気が回る娘こだな。

　というレフレンシアの評価は、もちろんマイナスではない。プラスの評価だ。

「それに関しては、こう答えておこう。遠征軍の指揮官はガブリエラ団長なので、ここに集まってもらったと」

　今度は、えっっ!?　という驚きの声が幾つか上がった。

　セリノスが手を挙げた。

「はい、セリノス」

「団長室に集まりつつも、副団長から話を聞かされているとなりますと、レフレンシア様もご一緒されるのですね？」

「そうなるね」

　ざわりとその場がざわめいた。

　ガブリエラ団長、レフレンシア副団長、そして番隊筆頭のクシューシカにアルゴラ、ヨーコまでが出張るとなると、現在の騎士団の総力を挙げて……というに等ひとしい豪華な陣容ではないか。

「あと、本陣要員の指揮はレオノーラに任せるつもりだ」

　レオノーラ様まで！

　遊撃小隊の六人が顔を見合わせる。

　つまり団長も副団長も、今回の作戦をそれだけ重要視しているということか。

　セリノスはそう受け取った。

「君たちはレオノーラの指揮下でまとまって動いてもらうことになるから、ここで遊撃、新雛の両隊をバラして遠征用の編制に組み替えておこうと思ってね」

　なるほどそういうことか、と皆は納得の顔だ。

「本陣要員としては特務分隊から二小隊を抜いていくが、君たちはそれとは別に一隊を成してもらう。そうだな、特別選せん抜ばつ隊ということで、毎度お馴染み、特選隊にしておこうか。特選隊の隊長にはセリノスを指名しておく。いいかな？」

　いいかな？　と訊かれて嫌ですと応える者はいない。これはあくまで儀礼的な問いかけなのだ。もっとも、それとてこの世界では異例なことで、ふつうはただ命令するだけ、される側の都合など、たとえ儀礼的であっても訊いたりしない。そこが白兎騎士団しろうさぎ独特の慣習、あるいは伝統ということになるだろうか。

　セリノスは白はく兎と式の敬礼を送り、声高らかに復唱する。

「セリノス・セレニクス・クワドロス、特選隊の隊長、拝はい命めいいたしました」

「でもって、副隊長にはアスカを指名する」

　セリノスと違ってアスカは、露骨に嫌そうな表情を作って些か投げやりに復命した。

「あ～～、アスカ・ランディ、特選隊の副隊長を拝命しましたぁ」

「うん、よろしく頼むよ。君たち特選隊には君たちにしかできない大事な任務が待っているからね」

　レフレンシアは、どこまでも力の抜けた話し方で、あくまでも淡々とした態度でそう告げたのだが、その瞬間、遊撃小隊、新雛小隊の十二人の肌が粟立った。

　いったい何が待っているんだ!?　という思いで全員がガブリエラに顔を向ける。

　すると。

　いかにも申し訳なさそうな表情で、ガブリエラはそっと目を逸らしてしまった。

「また何かとんでもない作戦来た～～っ!?」

　セリノスはやれやれと肩をすくめ。

　ノエルノードはガブリエラを睨みつけ。

　ジアンは口をぱかっと開け。

　デイレィは諦めたように首を左右に振り。

　ウェルネシアは引き攣った笑みを浮かべ。

　アフレアはぶつぶつと口の中で何かを呟き。

　六人は、同期生であり今や団長となったガブリエラの美しい横顔を見つめるのだった。
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　ル・アンヘル救援軍第二陣は、マナティウスからル・アンヘルへと急行した。

　第二陣にはベティスの一個大隊に加え、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの中隊三つが加わっている。

　余談だが、ベティスと白はく兎と騎き士し団だんでは大隊を構成する兵数に大きな差がある。

　ベティスの大隊は八百から千人規き模ぼであるのに比して、白はく兎と騎き士し団だんでは五百から八百程度。しかも白はく兎と騎き士し団だんでは、大隊という部隊は常設されていない。いざというときに特別に編成されるものである。

　中隊に関してはどちらも百人規模なのだが、先年の「お兎うさぎ様さまの乱」で多数の退団者を出した白はく兎と騎き士し団だん、今では七十名程度に――今回は遠征仕様なので九十名なのだが――まで減っている。

　そこで、こうして両軍が共同で作戦行動を取る場合は、「ベティス中隊」「兎うさぎ中隊」と呼んで区別することになっている。

　この作戦では、先行した第一陣のベティス大隊を「ベティス第一大隊」、後続の大隊を「ベティス第二大隊」と呼び、白はく兎と騎き士し団だん側はクシューシカが率いる番隊を「白はく兎と第一中隊」、アルゴラの番隊を「白兎第二中隊」、ヨーコの番隊を「白兎第三中隊」と呼ぶことになった。

　先発した第一陣からは、ル・アンヘルの街はまだ無事である旨の連絡が入っている。ルーアル・ソシエダイ軍も急いで力攻めをするつもりはないようで、包囲をしたまま目立った動きは見えないとのことだった。これは、街を攻めている最中に救援軍に背後を衝つかれることを嫌ったのだろうと想像される。

　ル・アンヘルの街の周囲は荒れた平地が広がっているだけだが、適度に起き伏ふくがあり、小さな雑ぞう木き林ばやしが点在している。街に近づけば湧き水もあるし、小川も流れているので、畑も目につくようになる。

　第一陣八百は街から少し離れた小高い丘の上に本陣を置き、その周囲に陣を敷いて、そこで後続部隊の到着を待っていた。直じかにルーアル・ソシエダイの包囲軍を見ることはできないが、多数の物もの見みを放って常に動向を探らせている。

　第二陣のベティス第二大隊から選ばれた騎馬兵と白はく兎との三中隊が先駆けとなり、第一陣の本陣にやって来た。

　白兎の兵は全員が馬に跨またがっていた。今回は何よりも速度優先ということで、中隊全員が騎馬兵という構成になった。のみならず、本陣詰めの要員も。

　騎士団が用意できる馬だけでは足りないので、不足の分は途中の都市で馬を調達した。最初の都市で十数頭、次の都市でまた十数頭と少しずつ馬の数を増やしていき、最終的に全員が乗馬するだけの馬を確保したのである。

　これだけでも相当の費用がかかることになるが、早さを優先させる代わりに、かかる費用の過半をベティス側に負担してもらうことになっていたから、白兎騎士団しろうさぎの負担はそれほど大きくはない。レフレンシアの実績と交渉力がものを言ったわけだ。それでもマクトゥシュは思い切り渋い顔になっていたが。

「まぁ、押したり引いたりしながら、どこに妥だ協きよう点を見いだすか、落としどころをどう決めるかというのが大事な点で、その辺を見極める力が外交力だといってもいいな」

　というのがレフレンシアの言い分だった。

「この辺は経験がものを言う世界だから、いま直すぐ団長には求めないよ」

　とも。

　勉強になると思う反面、いつまでも勉強ばかりしていられないと、少し焦あせりを感じるガブリエラではあった。

　レフレンシアがベティスの援軍要請に応ずるに当たって、もう一つ、外交力を発揮したことがあった。それが、ル・アンヘル救援軍の総指揮官を鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長に任せてくれ、というものだった。

　レフレンシアは使者に対して丁てい寧ねいかつ断固として迫ったのだが、ベティスの外がい務む卿きようの意を受けていた使者は特に異も唱えず、レフレンシアの要求をあっさりと受け容れた。

　結局、外務卿エフィソスはレフレンシアの要求をすんなりと認めてくれたのだった。コリントゥスや先のル・アンヘルを巡る戦いでの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの大活躍があったればこそ通った要求だといえよう。

　エフィソスと行った下交渉に関して、レフレンシアはガブリエラにも明かしていなかったから、ガブリエラにしてみれば指揮官就任は驚き以外の何ものでもないが、自分の思い描く作戦を自由に遂すい行こうできるのだから、文句を言う筋合いではない。その分、責任の重さに身が引き締まる思いではあった。

　ということで、第一陣の陣営に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが加わったときから、この救援軍の総大将はガブリエラということになった。

　副将がレフレンシアで、二人の下したに救援軍指揮本部が設もうけられた。

　指揮本部の構成員は、ガブリエラ、レフレンシアに加え、ベティスの第一大隊、第二大隊の大隊長とクシューシカである。

　序じよ列れつとしては、ガブリエラ↓レフレンシア↓第二大隊長↓第一大隊長↓クシューシカの順で、本部には加わっていないが、以下、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラという順番も決められた。

　序列を決めることにあまり意味などないようにも思えるが、実戦に臨のぞむに当たっては大事なことである。もし指揮官が討ち死にした場合、あるいは負傷で現場を離れざるを得なくなった場合は、序列二位の者が指揮を引き継ぎ、二位の者が離脱すれば三位の者、というように順じゆん繰ぐりに指揮権が移っていくことになる。これを予あらかじめ決めておかないと、いざというときに現場が混乱するだけだ。軍議の席であれこれと話し合われたとしても、最終的な決断は指揮官が行わなくてはならないのだから。最後の命令は指揮官が下さなくてはならないのだから。

　ヨーコよりも入団年が早いレオノーラがヨーコの下になったのは、レオノーラが率いているのが戦闘部隊ではないという要素が大きい。

　ここまですんなりと事が運んだのは、レフレンシアの実績と名声（悪名？）と弁べん舌ぜつの冴え（詭き弁べん？）によるところが大きかった。

　この辺は、見習いたくても見習えないと思うガブリエラである。

　さておき、自分の与あずかり知らないところでいつの間にか救援軍の最高指揮官になってしまったガブリエラだが、いざ指揮官として遠えん征せいに出てみると、思っていた以上の重圧を感じ、身も心も押し潰されそうになる。

　戦場で頂点に立つということがこれほど重いことだとは夢にも思っていなかった。何しろ、指揮官が一つ決断を間違えれば、数百、下へ手たをすれば一千以上の兵の命が失われるのだから。

　本気で逃げだしたくなるガブリエラだったが、そんなことをすれば周囲に大迷惑を与えてしまう。実家にも大損害を与えるだろうし、何より敬愛している母親の過去の名声を汚すことになる。

　耐えるしかない。我慢するしかない。

　そう自分に言い聞かせるガブリエラの肩を、レフレンシアが軽く叩いた。

「あまり気張らなくてもいいよ、団長。団長にはわたしがついている。わたしだけじゃない。クシューシカもアルゴラもヨーコもレオノーラもついている。それ以外にも、君には頼もしい仲間、遊撃小隊の面々だってついているのだから」

　レフレンシアのその言葉で、ガブリエラの体から力が抜けた。両肩にのしかかる重圧が減じた気がした。

「ありがとうございます」

　とレフレンシアに礼を言ってから、ガブリエラは最高指揮官として救援軍指揮本部の会合に臨むのだった。
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　丘の上に設しつらえられた本陣の一いち隅ぐうに、白と暗色を配した幔まん幕まくが張られている。

　幔幕の周囲には、ベティス大公国の紋もん章しようである獅し子しと槍やり、それに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの紋章である三さん面めんの白はく兎とを描いた数多くの旌せい旗きが翻ひるがえっていた。

　時刻は昼の七刻時半。今でいえば午後の三時頃に相当するだろうか。

　雲間から顔を覗のぞかせた太陽が、空の低い位置から弱々しい冬の日射しを注いでいた。

　幔幕の隙間から吹き込む風はそれほど強くないが、しかし凜りんとして冷たく、陣営のあちこちで盛んに火が焚たかれている。

　本来、敵に位置を知られたくない場合は火など焚かないものだが、今回はすでに第一陣の到来が包囲軍に知られているはずなので、特に問題はなかった。

　幔幕に囲まれた指揮本部には、本部構成員であるガブリエラ、レフレンシア、クシューシカと、第一大隊長アクレィム・アビス・アクシスと第二大隊長、オースティス・ネスト・ネスタファが勢せい揃ぞろいしていた。

　白はく兎と側の三人は白しろ銀がねの軽けい装そう鎧よろいに兎うさ耳みみ兜かぶとという出で立ちだ。ベティス側の二人も白銀の鎧に身を包んでいるが、兜は被っていなかった。

　組み立て式の陣卓の周囲に並べられた床しよう几ぎに四人が腰を下ろしている。一人だけ立ちあがったレフレンシアが、何やら熱弁を振るっているところだ。少し下がったところには補助要員として本部構成員の秘書官――こちらも白銀の軽装鎧着用だ――が羽根ペンを片手に控えている。

「……というのが、我々の考えた基本方針です」

　一通りの説明をレフレンシアが終えると、ベティスの二人の大隊長は腕組みしたまま、う～～ん、と唸うなった。

　レフレンシアが説明した基本方針とは、事前にガブリエラと話し合って決めておいたこと、即ち敵の包囲軍とは戦わない、敵の主力と輜し重ちよう部隊を切り離し、精鋭による奇き襲しゆうを敢行して、輜重部隊及び輜重その物に損害を与える、というものだ。

「オースティス殿、何か問題が？」

　とレフレンシアに訊きかれ、第二大隊長オースティスは頻しきりに首を捻ひねりながら応えた。

「基本方針にはとくに問題はないように思えますが」

　すると第一大隊長アクレィムも口を挟んできた。

「たしかに敵の輜重さえ焼いてしまえば、主力が無傷だったとしても、敵軍は立ち往おう生じようしてしまうでしょう。ですが、どうやって敵の主力と輜重部隊を切り離すのです？」

　再びオースティスが言った。

「我々が敵の主力を攻撃して、どこかに引っ張りだすというのですか？」

「まさか。そんな危険な真似はしませんよ。もっと効率よく、敵の主力と輜重部隊を切り離す方法があるのです」

「……それをお聞かせ願いましょうか」

「いいですとも。何しろそこが、今回の作戦の成否を決める重大かつ決定的な要素ですから、お二人が心配されるのも無理はない話。ですが、ご心配召されるな。我らが白兎騎士団しろうさぎの団長に限って手抜かりのあろう筈はずがありません」

「…………はぁ」

　オースティスと第一大隊長のアクレィムは、かなり疑わしそうな視線をレフレンシアとガブリエラの二人に交互に注いでいる。

「では、その肝心要かなめの策をガブリエラ団長から直接お聞きしようではありませんか」

　レフレンシアは大げさな態度でガブリエラのほうを指し示し、彼女に起立を促した。

　おどおどとした態度でガブリエラが立ちあがると、レフレンシアがいきなり拍手を始めた。次いでクシューシカも。仕方がないので、アクレィムとオースティスもおざなりに拍手をする。

　後ろのほうで、秘書官の誰かが思わず笑いを漏らすのが聞こえてきた。

　立ちあがったガブリエラが、二人の大隊長に向かってへこへこと頭を下げている。

　威い厳げんがないな。

　まったく威厳がないな。

　互いに顔を見合わせたアクレィムとオースティスは、白はく兎と騎き士し団だんの新団長には威厳の欠片かけらもないということで意見の一致を見ていた。

　まぁ、それは顔合わせをしたときから感じていたことなのだが、しかし……。

　オースティスは無ぶ遠えん慮りよな視線をガブリエラに這わせる。

　彼女が、ル・アンヘル近郊の退却戦において、たった二百で敵の五百を完かん膚ぷ無きまで叩き潰したときの功こう労ろう者しやなのか。

　それだけではない。二人の大隊長は、コリントゥスでの謀む反ほん鎮ちん圧あつに大きく寄与をしたのがガブリエラだとも聞いている。そのガブリエラが新たに団長に登り、今回は救援軍の指揮官として赴ふ任にんしてくると聞いたから、二人はとても楽しみにしていたのだ。

　だが、いま目の前で自分たちに向かってへこへこと頭を下げているガブリエラからは、威厳も切れ味も鋭さも感じられない。

　本当にこいつが？

　二人がそう疑ったとしても仕方のないことではあった。

「はい、では、団長、どうぞ」

　拍手を止めたレフレンシアが、ガブリエラに話を始めるように促す。

「あ～～、では、お話しさせていただきます」

　えほん、と空から咳せきを放ってから、ガブリエラはおもむろに話を始めた。

「どうやって敵部隊四千の主力と輜重部隊を切り離すかということですけれど」

　ガブリエラの話し方は恬てん淡たんとしていて、どこにも力んだところがない。

　しかし、その内容は。

　話を聞き終えた二人の大隊長は、先ほどよりも大きく口を開け、大きく目を見開いて、信じられないことを聞いた、信じられないものを見たという顔で、ガブリエラを見つめるばかりだった。

　唖あ然ぜん、呆然としているのはアクレィムとオースティスだけではなかった。背後に控えて速記で議事録を取っていた秘書官も同様で、彼女たちの何人かは羽根ペンを取り落としてしまいそうになっていた。もっとも、内心の驚きを必死に押し隠しているので、第三者からはあまり驚いていないように見えたかもしれない。

　本当に驚いていないのは、すでに内容を聞かされているレフレンシアとクシューシカのみである。

　そのレフレンシアも初めて聞かされたときはひっくり返りそうになっていたのだし、クシューシカも幹部会の席で茫ぼう然ぜん自じ失しつになっていたのだから、他の者が驚くのも当然だった。

　そのレフレンシア、さりげない視線を二人の大隊長に注ぐ。

　さて、問題は……ガブリエラの奇天烈な発想、作戦に慣れていないベティスの人間に、うんと言わせることができるかどうかなんだけど。

　だからこそレフレンシアは、ことさら演出過剰気味に話を進めてきたのだ。

　そして、今も演出は継続中だ。

　レフレンシアは予め、会議に出席する秘書官たちに、

「どんな非常識な話が出ても驚くな。いや、驚くなというのは無理だろうから、こう言い直そう。驚いてもいいけど、それを面おもてに出すな。態度に表すな」

　と言い聞かせていたのだった。

　だから秘書官たちは、こうしてなんとか平静を装よそおっている。

　この演出の狙いは、ガブリエラの話の衝撃度を落とそうということではない。むしろ逆で、どうせ相手が驚くなら、徹底的に驚いてもらおう、思い切り驚いて正常な判断力をなくしてもらえばいいと、そういう意味合いだ。

　事実、二人の大隊長は、茫然自失状態に陥り、正常な思考力、真っ当な判断力が半減しているように思える。

　今が好機。

　レフレンシアはそう見て取った。

「さて、アクレィム殿、オースティス殿、我が団長の策、如何いかがなものでしょう？」

「あ……あ、いや……」

「わたしとしては、なかなかいいのではないかと思うのですが、どうですか？　なんといっても、味方に被害が出ないのがいい。そうは思いませんか？　それに、相手がどういう対応を取るにしても、こちらは相手の出方に無理なく対応できるのがいい。そうも思うのですが、どうでしょう？」

　畳みかけるように放たれるレフレンシアの言葉の勢いに押され、二人の大隊長はなんとなく頷うなずいてしまう。

「た……たしかにそれは仰おつしやるとおり……かもしれませんが……」

「問題があるとすれば、街の中にいる部隊との連係が上う手まく取れるかという点ですが、その辺はこちらの手の者がなんとかします。ええ、そういうのが得意な者が何人もいるのですよ、我が白兎騎士団しろうさぎには」

　レフレンシアが得意そうな顔でそう言うと、アクレィムとオースティスは、要よう領りようを得ない顔で互いを見やった。

　聞かされた話の内容は、とんでもないものだ。それは間違いない。だが、おかしなことに、不思議なことに、聞いているうちに二人は、それがなんだかよい作戦に思えてきてしまった。

　多分にそれは、レフレンシアの話術によるところが大きいのだが。

「最小の犠ぎ牲せいで最大の戦果が狙えるのですから、ここは一つ、思い切って挑戦してみる価値があるのではありませんか？」

「そう……ですな。それで犠牲を払わずに輜重を焼くことができるのなら、敵主力にも打撃を与えることができるのなら……やってみる価値はあるかもしれないですな」

　二人は、またもやなんとなく頷いてしまった。

　すかさずレフレンシアが宣言する。

「お二人の了解を戴いただけましたから、ではガブリエラ団長の策を実行するという方向で。ありがとうございます」

　レフレンシアは二人の大隊長に向かって大きく頭を下げた。

「ああ、いや、どういたし……まして」

　ベティス軍の大隊長にしてみれば、いつ自分たちがこの奇策を認めたのだろうと疑問に思う展開だが、それでもやってみる価値はあるかもしれない作戦だとは思った。

　それに、失敗してもこちらの責任は問われないからな。なんといっても、この救援軍の総指揮官は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長であり、副官は副団長なのだから、失敗したときは二人に責任を取ってもらえばいい。

　二人はそれなりに有能で勇ゆう敢かんな部隊指揮官だったが、敢あえて火中の栗を拾おうとするほどの蛮ばん勇ゆうを持ち合わせていない。

　それに、こちらの意見を聞いてくれたことで、我々の面目は立ったしな。

　このような軍議の席では、指揮官が物事を決め、下の者がそれを実行するための策を考えるというのがふつうのあり方だった。

　白兎騎士団しろうさぎでは、最終的に指揮官が決めるのだとしても、こうして出席者に諮はかるのはごく自然の成り行きであるから、特別なことをしているわけではないのだが、白はく兎と式の進め方に慣れていない二人の大隊長は、自分たちの顔を立ててくれるために敢えて意見を聞いてくれた、了解を求めてくれたのだと、好意的に受け取った。

　もっともレフレンシアのことだから、その辺りまで計算した上で議事進行をしたのかもしれない。

　こうしてここに、ガブリエラ団長の策を実行に移すという救援軍の方針が決定されたのである。
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　今回の作戦は「黒くろ鷺さぎ」と名付けられた。

　この名前に特に意味はなく、たんに「黒」という形容詞が似合ってるからというレフレンシアの主張によって名付けられただけだ。もしかしたら彼女には「鷺」が「詐さ欺ぎ」に通じるという意識があったかもしれない。つまり、相手を騙だます作戦ということだ。

　ガブリエラは最後までその作戦名に抵抗したのだが、多数決で押し切られた。

　ちなみに投票の結果は、ベティスの大隊長二人が棄き権けん、ガブリエラが反対、レフレンシアとクシューシカが賛成で、二対一の僅きん差さだった。元から五人しかいないのだから、こんなものだろう。いずれにせよ、反対者がガブリエラ一人では意見が通らない。

　このような多数決による物事の決め方は、比較的自由な気風で知られるベティスでも珍めずらしいことで、特に最高指導者である騎士団長が反対しているにも拘かかわらず提案が通ってしまったことに、二人の大隊長は目を白黒させていた。

　というのはさておき。

　救援軍は慌ただしく作戦準備を開始した。まずは籠ろう城じよう部隊に連絡を取る必要がある。黒鷺作戦は、籠城部隊が上手く動いてくれないとどうしようもないのだから。

　そこでセリノスとジアン、デイレィ、そしてアスカが伝令役として街に忍び込むことになった。

　セリノスはこの手の隠おん密みつ行動がそれほど得意ではないが、伝える内容が重大である。ジアンやデイレィ、アスカといった名もない一回生だけでは、相手を納得させることが難しいのではないかと、ガブリエラやレフレンシアは考えた。

　ベティス軍でそれなりの地位にある者を伴えば話は簡単だが、この手の任務では足手まといになるだけだ。同行する本人だけでなく、連れていくジアンやアスカにも危険が及びかねないので、白はく兎との団員だけで行うことにした。

　そこでセリノスの出番である。彼女には、伝令の責任者として一働きしてもらうことになる。

　同じ一回生なのに？　と思われるかもしれないが、彼女の父親はベティス救国の英えい雄ゆうと言われるあのサルナトゥス大将軍なのだ。同じ一回生でも、発言力と相手の信頼度では、ジアンたちと雲うん泥でいの差がある。

　セリノスは理路整然と話ができるし、相手への気配りも忘れない質たちだ。双子の姉妹であっても、相手への気配りが若干……いや、かなり不足気味の妹、ノエルノードとは、そこが決定的に違う。

　セリノスであれば安心して伝令を任せられるというのが、ガブリエラとレフレンシアの一致した意見だった。

　夜、暗くなるのを待って、四人は丘の上の本陣を離れていった。

　もちろん、四人とも鎧姿ではない。上下を黒い装束で包み、足音がしないような底が薄くて柔らかな靴を履いている。それらは、いざというときに備えてグル・マイヨール要よう塞さいから運んできた物だ。

　勇猛果敢で知られる白兎騎士団しろうさぎではあるが、必要と思えば、こうした隠密行動も平気で行う。正々堂々というだけが売りではないのである。

　幸さいわい、日が暮れる頃には空はすっかり雲に覆われていた。月は完全に隠れているので忍び込むのに支障はない。

　四千の軍で包囲されているル・アンヘルの街だが、蟻ありの這はいでる隙間もないというほどの包囲網ではない。

　元より四千の兵では、そこまで厳重な包囲はできないという面もあるが、このようなときは包囲網の一角をわざと空けておくのが常道なのだ。それは城内から逃げだす者を誘発しようという誘いの隙である。

　完全に包囲してしまうと、籠城側も覚悟を決めざるを得ない。覚悟を決めれば、最後の最後まで戦うことになる。決死の覚悟の兵を相手にすれば、相手が少数であっても、攻撃側に多大な損害が出る。

　しかし、わざと逃げ道を空けておけば、「もしかすると逃げられる？」「逃げるなら今のうちだ」という心理が働く。

　籠城部隊から一人でも二人でも城外へ逃げだしてくれれば、それだけ籠城側の守備力が減じることになる。逃げだしてきた者を何人か捕らえることができれば、城内の様子も探ることができる。

　だから、相手方の完全殲せん滅めつを狙わない限り、包囲網にはわざと穴を開けておくとしたものなのだ。

　そうはいっても、ベティス大公国軍から脱落者が出ることは考え難にくい。出るとすればル・アンヘルの街の守備部隊からだ。だから包囲軍は、ときどき城内に矢文を射かけたりして誘ゆう降こうしているのだが、今のところ功を奏してはいなかった。
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　すっかり日が暮れた暗夜の中、四人は大きく迂う回かいして街に近づいていく。

　前述したように、包囲部隊はわざと包囲網に穴を開けているから、そこを通れば見つかる可能性はほとんどない。というより、ジアンやデイレィ、アスカであれば、多少の見張りがいても見つかる可能性は皆無だといっていいだろう。

　とはいえ、街の近くまで来てしまうと隠れる物がないのが辛つらいところではある。急に雲が切れて月明かりが漏れれば、暗色の服を着ていても見み咎とがめられる危険がある。間近にはいなくても、どこからか街を見張っている兵は確実に存在するのだから。

　したがって、四人としてはできるだけ早く城内に入り込んでしまいたい。

　四人とも夜よ目めが利くので暗夜でも走ることができる。ジアンを先頭に、暗闇をものともせず四人は走った。

　全力で走っては止まって辺りの様子を探り、異状がなければまた走りを繰り返して城じよう壁へきに迫った。

　城壁直下に身を寄せて止まったジアンが、後続の三人に合図を送った。直ぐに三人が駆け寄ってくる。

　ここからはさらに慎重な行動が要求される。下手に物音を立てれば、今度は逆に城内の見張りの兵に攻撃されてしまうからだ。騒ぎが大きくなれば包囲部隊に異変を察知されてしまう。それだけはなんとしても避けなくてはならない。

　革の手袋を装着すると、ジアンは持ってきた鉤かぎ縄なわを取りだし、城壁の上端目がけて無造作に投げつけた。

　鉤縄が城壁に引っかかる微かすかな音がして、四人の緊張が高まる。

　この瞬間がいちばん気づかれやすいときなのだ。

　しばらくそのまま息を潜めていた四人だが、どこからも人の動く気配は感じない。

　鉤縄を引っ張ってたしかに引っかかっていることを確認したジアンが、腕の力で上体を支え、ひょいっと両足を城壁につけた。

　彼女はそのまま縄を摑んだ両腕で体を支え、するすると城壁を登っていく。もし誰かが傍そばで見ていたら、ジアンが城壁に対して体を垂すい直ちよくにしたまま歩いて登っているように見えただろう。

　相変わらず身軽な奴だな。わたしでも、あそこまで軽々とは登れないぞ。

　地上からジアンを見上げていたアスカは、内心で唸り、感心する。

　腕は立つし、隠密行動には長たけているし、あいつ、うちに来ないかな。あいつなら、どんな難しい依頼でもこなしてくれそうだ。騎士なんかより、ずっと何でも屋に向いてると思うんだけど。

　ただし、アスカが話を聞いた範囲では、ジアンは「楽をして食べていける」のに憧あこがれて白兎騎士団しろうさぎに入団したらしいから、何でも屋ではジアンの希望を満たせない。

　儲もうかりはするけど、しんどい思いもするからな、この商売。っていうか……あいつ、今でも全然楽できてないじゃん。

　まだ誘える余地はあると思い直すアスカだった。

　まぁ、その前にわたしがいつ白兎騎士団しろうさぎを辞めるのかってのが問題だけどね。時じ機きを逸いつしちゃったよなぁ。

　などと、とりとめもなく考えを巡らせていると、デイレィから肩を叩かれた。

　すでにセリノスが城壁を登っている最中だった。

　いかんいかん、ちょっと集中力をなくしてたな。

　自分で自分を叱しつ咤たすると、デイレィに了解の意を表してから、アスカは縄を手にした。ジアンと同様、革の手袋を嵌はめている。

　縄を引っ張るようにして体を持ちあげながら、城壁につけた両足で一気に駆けあがる。

　ジアンのことを「自分以上」と評したアスカだが、どうしてどうして、ジアンに勝るとも劣らない身軽さで登っていく。

　あっという間に三ヤルド（約八メートル）ほども高さがある城壁の上端に達したアスカは、周囲に気を配りながら体を城壁の通路へと引きあげた。

　そこにいたのはセリノスだけで、彼女は唇の動きだけでアスカに何事かを報しらせた。

　それによると、ジアンは通路の先にいた見張りの兵を「眠らせ」に行ったらしい。

　待つほどもなくデイレィが登ってくる。

　悠々と登り切ったデイレィが鉤縄を回収しているところにジアンが戻ってきた。

　彼女は親指を立てて、問題なし、の合図を送って寄越した。

　いまのところ予定どおりだね。まぁ、この四人なら、予定外の事態が起きても、どうとでも対応できるけど。

　と思いながら、デイレィは縄を反対側、城内へと垂らす。

「じゃ、行くよ」

　真っ先にジアンが下りていった。

　ジアンは後ろ向きになって、いきなり大きく宙に跳んだ。

　彼女の体がふわりと空中に浮いたと思うと、次の瞬間に一気に降下していく。降下というより落下というほうが相応ふさわしい速さだった。

　地面に激突する寸前、ジアンは手袋を嵌めた両手で強く縄を握る。それで降下速度に急制動がかかった。

　宙に浮いたジアンの体が振り子のように壁に向かって揺れ戻る。彼女は足を前に伸ばした体勢で壁に足裏から接触し、その瞬間、両足に力を入れつつ急激に膝ひざを曲げることによって、衝突の衝撃を見事に吸収した。

　ジアンの両足が城壁に接触しているのは地上から半ヤルドもない高さだった。縄を手放したジアンは、猫のようにしなやかな身のこなしで着地する。

　ここまで彼女は小さな物音一つ立てていない。

　見事なものだなぁ。

　城壁の上に立っている三人から微かなため息が漏れたが、感心している場合ではない。

〈はい、次、セリノス〉

　唇の動きだけでデイレィに促されたセリノスは、小さく首を振って。

〈わたしはジアンみたいな真似はできないから、地道に下りていくよ〉

〈それがいいね〉

　セリノスは、両手で縄をしっかりと摑み、両足の裏をしっかりと城壁につけ、するすると下っていった。

〈はい次、アスカ〉

　頷いて、アスカが縄を握った。

　わたしゃ、二回かな。

　アスカの体が宙に飛びだした。

　空中で縄を強く握ると落下が止まり、やはり振り子のように彼女の体が城壁目がけて揺れていく。

　アスカは城壁の真ん中辺りに足裏をつけ、膝を折って衝撃を吸収した後、もう一度、大きく蹴りだした。

　綱を握っていた手の力を緩めると、アスカの体は空中で、また縄の先端のほうへと落下していく。

　目もく測そくで距離を測り、再び手で綱を強く握ると、落下の止まったアスカの体は城壁へと揺れ戻っていく。

　アスカが足裏を城壁につけたのは地面の直ぐ上だった。ジアン同様、接触した直後に膝を曲げ、衝突の衝撃を和らげると、今度は軽く壁を蹴って綱を手放し、軽々と地面に降り立った。

〈お見事〉

　先に下りていたセリノスが拍手の真似をすると。

〈いやいや、ジアン先輩に比べたら児じ戯ぎみたいなものですって〉

〈あれで児戯って言われちゃうと、わたしの立つ瀬せがないな〉

　セリノスが、しんなりと肩を落とした。

〈さて、デイレィさんはどんな降り方を見せてくれるのかな〉

　アスカが期待に満ちた目で見上げると。

　デイレィは綱を摑んだまま、空中に飛びだすこともなく真っ直ぐに降下してきた。というか、落下してきた。

　地面に足裏が衝突する寸前、彼女は思い切り強く綱を握り、握力だけで急制動をかけ、そのまますとんと着地した。

　デイレィの革手袋が摩ま擦さつ熱ねつで焦こげる臭いが辺りに漂っている。

〈これはこれで達人の技だねぇ〉

　アスカが感心した顔になる。

　デイレィは軽く縄を振って、引っかかっていた鉤爪部分を城壁から外し、手際よく鉤縄を回収した。

〈お待たせ。じゃあ、着替えようか〉

　四人はその場で背はい嚢のうを下ろし、中に入れておいた白兎騎士団しろうさぎの長なが裳もと兎耳帽子を引っ張りだした。

　さすがに黒装束で王宮に乗り込むことはできない。そんな恰好でベティス兵の前に立って「伝令兵です」と言っても誰も信じてくれないだろう。白はく兎と騎き士し団だん員だということが一いち目もく瞭りよう然ぜんになる服装であることが必要不可欠だ。

　身を切るような冷たい冬の風をものともせず、四人は手早く黒装束を脱ぎ捨てて白い長裳に着替え、兎耳帽子を被った。

「これでよし、と」

　この恰好になれば、もう見張りの兵に見つかっても平気だ。

　四人は堂々とした足取りで王宮に向かって歩きだした。
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　四人がル・アンヘル城内へ忍び込んだのとほぼ時を同じくして、丘の上とその周囲に陣を敷いていた救援軍――後続の第二大隊主力も合流しているので総勢二千近い――に動きが出た。この段階では、まだルーアル・ソシエダイ側に動きを察知されたくはないから、あくまでも密ひそかに、どこまでも静かに陣払いの用意を進める。

　ジアンたちが任務をしくじることはないというのが救援軍の作戦行動の前提条件だが、四人の成功を疑う者は、少なくとも白はく兎と騎士団員には一人もいなかった。

　ガブリエラだけならともかく、レフレンシアが間違いはありませんと断言した以上、アクレィムやオースティスに不安はない。「盆地の魔女」の高名（悪名？）はベティス軍にも鳴り響いている。

　ジアンたちが無事に伝言を伝えてくれれば、夜明け前にはル・アンヘルの街で動きがあるはずだ。それを確認するために、救援軍は物見部隊を何隊か送りだして街の様子とその周辺にいるルーアル・ソシエダイ軍を監視させた。
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　日付が変わって一刻時頃。

　今でいえば深夜の二時頃か。

　唐突にル・アンヘルの街の大手門が開いた。

　街の南面の見張りを担当していた部隊が、直ぐに異変に気づいた。

「おい、門が開いたぞ!?」

「どういうことだ!?」

「敵の夜襲かもしれん。直ぐに臨りん戦せん態勢を取れ。本隊にもこのことを報せるのだ」

　見張りの部隊は大騒ぎになったのだが。

　結局、門は開いたものの、籠城軍の一兵も、どころか猫の子一匹、出てこない。

「ど……どういうことだ？」

　見張り部隊が疑念に満ちた目で開いた城門を見つめていると、やがて城門から数人の兵が姿を現した。

　すわ、今度こそ夜襲か!?

　武器を手に身構える見張り部隊の兵を余よ所そに、出てきた数人の兵は城門の前に幾いくつもの篝かがり火びを設置すると、そのまま城内へと引き返していった。

　篝火の眩まばゆい炎が、城門の周囲を赤々と照らしだす。

「？？？？」

　頭頂に疑問符を幾つも浮かべたまま見張り部隊がなおも開いた城門を見つめていると、またもや兵が出てきた。今度は先ほどよりも人数が多い。ざっと数えて五十人ほどいるだろうか。

　今度こそ!?

　またもや身構える見張り部隊だが、しかし、夜襲にしては人数が少なすぎるし、彼らの動きも悠ゆう長ちようだ。

「？？？？？？」

　見張り部隊の兵の頭に浮かぶ疑問符がさらに増えている。

　門の外に出てきた五十人ほどの兵は、そこで一いつ旦たん整列すると、そのまま整然とした足取りで城壁沿いを行進していき、包囲網に穴が開いている街の西へ向かって夜の闇に消えていった。

「何が……」

「どうしたって……」

「いうんだ？」

　見張り部隊の困惑は、疑惑は、大きく膨ふくれあがった。

　しかし、さらに彼らを困惑させる事態が目の前で展開される。

　またもや城内から五十名ほどが現れ、先ほどと同様、整列すると、整然と行進して街の西のほうへと闇に消えていった。

　それが何度か繰り返され。

　見張り部隊の困惑が頂点に達しようとしている頃に、報せを受けた本陣からスアレス将軍の幕ばく僚りようが数人、派遣されてきた。

「何があった？」

　と幕僚から訊かれた見張り部隊の隊長は、

「城門が開いて兵が出てきました。最初に現れた兵は篝火を焚いて中に戻っていきましたが、その後に出てきた五、六十名ほどの兵は整然と行進して、街の西のほうへと立ち去りました。これまでに、それが都合八回ほど繰り返されております」

　と答えるしかなかった。

「？？？？？」

　答えを聞いた幕僚の頭の上にも疑問符が浮かぶ。

「どういうことだ？」

「いえ……どういうことかはわたしには判りません。実際にその目でご覧になっていただければ……あ、また出てきました！」

　幕僚が一斉に振り返ると。

　なるほど、たしかに五十人ほどの兵が城門から出てきて整列し、そのまま一糸乱れぬ隊形で西のほうへと歩き去っていく。

　声も出さず、物音も立てず、統制が取れた行動だ。少なくとも、街から密かに脱出しようという兵の態度ではない。

　幕僚たちは目を細め、しきりに首を捻る。

「どういうことだ？」

「……さぁ」

「少数で抜けだして、どこかで合流、我が軍に奇襲をかける……つもりでは？」

「あんなふうに堂々と街を出てる時点で、奇襲は無理だろ」

「そう……だな」

「とにかく油断するな。いつ奴らが討って出てくるか判らん」

　そうしているあいだにも城内からは兵が次々と現れ、五十から多いときには七十人前後でまとまっては西の彼方へと消えていった。

「お、おい、これで何回目だ？」

　と訊かれ、見張り部隊の隊長が応えた。

「たしか十四回、いや十五回目ではないかと」

「十五回!?　本当か!?　だったら、街の中にベティスの兵はもうほとんど残っていないのではないか？」

　幕僚の一人が指摘すると、同僚たちが互いの顔を見合わす。

「たしかに、そういう計算になるな」

　その指摘を裏付けるかのように、兵士の出現はそこで止まった。

　しばらく待ってみたが、もう兵士が出てくることはない。

「どうやら打ち止めになったらしいな」

「だが、あれが本当にベティス兵だったという証しよう拠こはないぞ？」

「……それもそうだ」

「しかし、街の住民の偽装などでは、あれほど統制の取れた行軍はできんだろう？」

「……それもそうだな」

「結局、どういうことだ？」

「考えていても仕方がない。スアレス様に連絡をして、ここに来ていただこう」

　幕僚の一人が傍らの同僚にそう呼びかけると。

「そうだな。それしかないな」

　頷いた幕僚は、連れてきた部下に、

「急いで本陣まで走り、指揮官のスアレス将軍にこの異常事態を告げ、城門正面まで来ていただきたいとお伝えしろ」

　と命じた。

　兵は踵きびすを返し、本陣をめがけて大急ぎで戻っていった。
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　少しずつ夜明けが近づいているが、まだ辺りは闇に包まれている。

　篝火も赤々と燃えたままだ。

　先ほど、包囲軍の指揮官スアレス将軍が部下の要請に応じて街の正面の見張りを担当する部隊がいる位置まで出張ってきたところだった。

　万が一、城内から敵が討って出てきた場合に備え、スアレスは二百ほどの部隊を引き連れてきた。

　急きゆう造ぞうではあるが、街の正面、見張り部隊がいる場所には簡易陣地が構築されており、逆さか茂も木ぎが置かれ、木もく柵さくが立てられ、土ど嚢のうが積まれていた。

　陣地の周囲に部隊を配置した後、スアレスは陣内に入り、正面の大手門を見やった。

　相変わらず城門は開きっぱなしだが、しかし人の出入りはまったくなく、城門の外も城内も、じつに静かなものだ。城壁の上にも、籠城部隊の兵の姿は見当たらない。街の中も外も静まり返っているのが、却かえって不気味である。

「どういうことでしょう？」

　スアレスの傍かたわらに控えた副官が呟つぶやくように訊いた。

「奴ら、開城するつもりなのではありませんか？」

　と言ったのは、見張り部隊の二百を率いる隊長だ。

　スアレスからは応えがない。

　彼は腕組みしたまま、身じろぎもしないで、開いた城門を睨みつけている。

　代わりに幕僚の一人が、

「いや、開城するつもりなら、まず使者を寄越すだろう。何も言わずに開城するなど、あり得んぞ」

　と応じた。

「ですが、降伏するつもりもなく、ああして門を開いたまま、中の兵が次々と外に出て戻ってこないというのこそ、あり得ないのではありませんか」

「……あり得ないな」

「しかし、使者も寄越さず降伏、開城というのもあり得ないぞ」

「まったく意味が判らんな」

「おまえ、ちょっと行って中を覗いてきたらどうだ？」

「たしかにな。城門が開いているんだから覗けるだろう」

　などという冗談に、その場に居合わせた者たちから苦笑が漏れた……のだが。

「そうだな。様子を探るしかあるまいな」

　という肯定の言葉がスアレスから出て、幕僚たちは吃びつ驚くりだ。

「ほ、本気でありますか、将軍!?」

「ここでああだこうだと想像していても仕方があるまい。先ほど誰かが言ったように、ああして門が開いているのだから、中を覗いてくればいい」

「あ……はぁ……」

　幕僚たちは互いの顔を見合わせる。

　たしかに門は開いているが、何かの罠だという可能性がないわけではないよな？

　というか、罠の可能性が高いのでは？

　と思ったりもするのだが。

「ギジェス」

　スアレスは見張り部隊の隊長の名を呼んだ。

「貴様の部隊で様子を探ってこい」

　一瞬、顔を強ばらせたギジェスだが、命令されてしまえば否も応もない。

「了解いたしました」

　と応えるしかなかった。

「クィンテス」

　スアレス将軍は、今度は自分の副官の名を呼んだ。

「後方に控える主力を前進させろ。何か起きたときに素早く対応が取れるようにな」

　何か起きたとき。それはつまり、様子を探りに行った見張り部隊が罠にかかって攻撃された……ということを意味するわけで、ギジェスは内心でため息を吐ついた。

　また、厄介な任務が回ってきたものだな。

　攻城戦用の突撃部隊ではなく、見張り部隊を任されたときは幸運だと喜んだものだが、それがここに来て逆に災わざわいに転じた恰好だ。

　先ほど総勢で八百以上の、もしかすると九百近い兵士が街を出ていったが、万が一、あれが街の住民の偽ぎ装そうで、ベティスの兵は中で待ち構えているのだとしたら……その先を考えるのはあまり愉ゆ快かいではない。ギジェスは己の身に降りかかった不幸を呪いながら、命じられた任務の準備に取りかかるのだった。
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　ギジェスはまず見張り部隊の二百を三隊に分け、慎重に城門の前に接近していった。

　城壁間ま際ぎわまで近づいてしまうと、城壁の上の敵兵を確認しにくくなる。もし城壁上に敵兵が現れた場合は、後方の仮設陣地にいる味方から合図の銅ど鑼らが鳴らされる手筈になっている。そうなれば、後ろも見ずに逃げ帰るだけだ。敵の攻撃があった場合の撤収は、指揮官スアレスからも許されている。

　彼の部隊はあくまで見張り部隊であり、今回は偵てい察さつ部隊なのだ。

　ギジェスの部隊が奇襲を受けた場合に備えて、陣の左右には弓隊が弓を構えている。

　逃げるギジェス部隊を支援するための騎馬隊も控えている。

　大手門の正面に集まったルーアル・ソシエダイ軍部隊では、これから総攻撃の下げ知ちが下されようとしているかの如ごとく緊張感が高まっているのだが、しかし、試こころみようとしているのはただの偵察である。その落差に、幹部兵たちはどことなく違和感を感じ、なんとなく胸騒ぎを覚える。

　皆が固かた唾ずを呑のんで見守る中、ギジェスの部隊は辺りに気を配りながら、城門目指して漸ぜん進しんしていった。
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　城門前で篝火が焚かれているから、夜であっても歩くのに苦労はしない。

　第一隊が城門にゆっくりと近づいていく。

　部隊の兵は小楯を手にしている。城壁の上から、あるいは城壁越しに城内から矢を射かけられた場合に備えてだ。

　もっともスアレスは、そんな可能性は低いと思っている。

　近づいた物見部隊を弓で攻撃するだけでは、大した損害を与えられない。包囲軍にとっては蚊かに刺された程度の被害しか出ない。

　その程度のことをするのに、城門を開け放つなどという危険度の高い策を弄ろうするとは思えないのだ。

　もしこれが敵の罠だとすれば、あり得るのは、味方の部隊が城内に突入しているときに城門を閉めてしまうという方法だろう。

　数部隊が突入した時点で上手く閉められれば、中に入った部隊とまだ外にいる主力とが完全に切り離されてしまう。そうして孤立した突入部隊を城内で待ち構えていた籠城部隊が総力を挙げて攻撃する。それなら、二百や三百の兵を包囲軍から削ることも可能になるだろう。

　……だが、この作戦には大きな問題があるな。それは、どうやって城門を閉めるのかということだ。

　突入した部隊は、まず城門を確保しようとする。それを自由にさせては城門を閉められないから、籠城側としては突入部隊を排除しようとするのだが、そうするとその時点で戦闘が始まってしまう。それでは、不意打ちで城門を閉めて中と外を遮しや断だんするという作戦の狙いが空振りになる。

　しかも、敵が突入している最中に城門を閉めるのが難しい。現代のように自動ドアでも用意できれば別だが、城門の開け閉めは基本的に人力で行うのだ。もっとも、上下に開閉する形式の城門なら上げた城門を落とすだけで済む話だから、できなくはない。

　あれは上下に開く形式。であれば、それほど人数をかけずに閉めることは可能だが、とはいえ鎖くさりで巻きあげる機き構こうを採用しているのだから、いきなり落とすというわけにもいくまいに。

　スアレスは、ル・アンヘルの城門については予め情報を得ている。何しろついこのあいだまで、この街はイリアスタ陣営に属していたのだ。その辺りの情報収集に抜かりはない。

　あとは……城門を閉めるのではなく、空から壕ぼりに渡した跳ね橋を落とすという手もあるが。

　なるほど、それなら突入した部隊と後続の部隊とは切り離されてしまう。引き返そうにも橋が落ちているので、空壕を下りて、登り返す必要がある。その最中を城壁の上から弓で狙われれば逃げようがない。

　しかし、跳ね橋を落とすのだって人力で行わなくてはならない。それなのに、城門の外には籠城側の兵士の姿はただの一兵も見えない。

　跳ね橋の下に張りついて隠れている？　まさかな。

　では、ある程度の重量がかかると壊れるように細工がしてあるのか。

　その可能性はあるとスアレスは見た。

　旅人や商人が一人、二人で橋を渡る程度なら問題はないが、数十人が一度に押し寄せれば跳ね橋を支える鎖が切れる、あるいは橋はし桁げたが壊れる、横木が折れて渡した板が抜けるなどの細さい工くは可能かもしれない。

　それなら、城門を開けたまま、籠城軍がじっと待ち受けている理由は判る。自分たちが討って出ても橋は壊れてしまうのだから。

　しかし、橋にそんな細工をする余裕が籠城側にあっただろうか。仮にあったとしても、かなり大がかりな細工になるわけだから、見張りの部隊に気づかれないはずがない。

　闇夜に紛まぎれて少数で、ということは考えられるが、その場合、橋に取りつく人の姿は誤ご魔ま化かせても、橋に細工をするときの音が誤魔化せない。何しろ夜ともなれば、なんの物音もしないのだ。どれほど静かに鋸のこぎりを挽ひいたって音がしないわけがないし、音がすれば見張り部隊が気づかないわけがない。

　橋を落とすという可能性もほとんどないな。だいいち、街からは八、九百もの兵が出ていって、そのまま戻ってこないというではないか。であれば、こちらを攻撃しようにも、攻撃する者がいないことになる。

　というわけで、あらゆる可能性を考えてみても、敵が何を狙っているのかがスアレスには読めなかった。

　そこで念のため、戦闘部隊を入れる前に、偵察のための部隊を送ったのだ。

　ギジェスには橋の下を念入りに調べるように命じてある。何か細工が施ほどこしてあれば、直ぐに判るだろう。

　いきなり全部隊を入れるのではなく、何隊かに分けて一隊ずつ入れるようにも命じてある。もしも敵の奇襲を受けても、五十や百の損害なら目を瞑つぶろうというのがスアレスの考え方だった。

　もちろんただでは転ばない。

　敵から攻撃を受ければ、逃げる前に城門を破壊しろとも命じてある。

　完全に破壊するのは無理だろうが、火矢を打ち込んで一部を燃やしただけでも、城門はその機能を半減させるだろう。

　そうなれば、籠城側が城門を修理する前に総攻撃を開始すればいい。城門が弱体化していれば、総攻撃を保もち堪こたえることはできないはずだ。短時間でケリをつければ、救援軍に背後を衝かれる虞おそれも小さくなる。

　様々な場合を想定し、いろいろな局面を想像し、あらゆる対応を読んでみたスアレスだったが、彼には籠城側に大きな利益のある策が思いつけなかった。どころか、何を選んでも、危険のほうが高い気がする。

　もしこれが敵の罠でないとすれば……考えられるのは、城内で内部抗争が起き、我らに通じようとする一部の者が先走って城門を開け、そのまま街から逃げていった……と、そういう場合か。

　それならそれで彼としては一向にかまわないのだが、しかし、話を聞く限り、どうも内通しようとした一部の者が城門を開けて逃げていったとは思われない。それなら残った者が城門を閉めようとするだろうし、だいいち、内通者が城門を開けるのなら、予め包囲軍に連絡があって然るべきだ。

　厳重に身分検あらためはしているが、商人や旅人の出入りまでを完全に遮しや断だんしているわけではない。街を出る商人にでも文ふみを託せば、内通の意思表示くらいはできるだろうに。

　結局、スアレスは敵の真意を推おし量ることを諦め、実際に自分たちの目で確かめようと思った。

　敵の狙いを確認し、効果的な対応策を決める。

　なおかつ、自軍の被害は最小限に抑える。

　それがこの局面の戦術目標だ。

　見張り部隊二百の半分程度の犠牲で、敵の狙いを看かん破ぱできれば御おんの字だと、スアレスはそう思っている。

　彼のこの考えが特に非情というわけではなく、むしろふつうで、至し極ごく当然だった。

　スアレスにしてみたら、敵の狙いが見えない、読めないというのが気持ち悪い。なんとかして早く敵の狙いを特定したかった。

　とはいえ、そんな胸のうちを部下に知られてはならないから、ことさら涼すずしい顔で、将軍は城門に近づいていくギジェスの部隊を注視していた。
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　ギジェス率いる物見部隊の第一隊が空壕に渡した跳ね橋に差しかかった。と同時に、続く第二隊が橋の下に駆けおり、松明を掲げて何か細工がされていないかを探った。

　すぐに橋の下から、

「異状なし」

　の声が上がり、橋の上の第一隊はそのまま足早に橋を渡り城門の前に立った。

　敵から攻撃があるとすれば、ここからが最も危険な場面に差しかかる。

　第一隊に緊張が漲みなぎった。

　城門にも城壁上にも異変がないことを確認し、さらに念のため、第三隊が後方の友軍を見やった。友軍からはなんの合図もない。ということは、少なくとも見える範囲にはなんの異変も異状もないということだ。

　第一隊から数人の兵が進みでて、おそるおそるといった様子で城門の下に立ち、運んでいた丸太を立てた。これで城門を落とされたとしても、なんとか支えることができるはずだ。もちろん一時凌しのぎに過ぎないが、中に入った味方の兵が逃げだすくらいの時間を稼かせぐことは可能だろう。もっとも、丸太を支えている兵が無事な限り、という条件がつくが。

　続いてまた数人、小楯を掲かかげた兵が進みでて城門を潜くぐり、城内を覗き込んだ。

　ル・アンヘルの街の場合、城門のすぐ内側はちょっとした広場で、その先には南北に大通りが走っているはずだった。

　彼らは広場に弓を構えたベティス兵が勢揃いしているのではないかという悪い想像に怯えながら必死の思いで中を覗き込んだのだが、案に相そう違いして広場にも大通りにも人影はなかった。

　決死の覚悟で中を覗いた兵たちは、拍子抜けだという顔で背後の隊に合図を送った。それで第一隊の残り五十人が進みでてきて、城内に足を踏み入れる。半数ほどが松たい明まつを持っているので、辺りの様子は手に取るように判る。

　誰もいなかった。

　広場のあちこちには城門が破られた場合に備えて逆さか茂も木ぎが置かれていたが、それだけだった。

　まだ夜明け前なので、街の住民が活動を始めていないのは判るが、それにしても静かすぎる。守備兵の一人も見当たらないというのがあまりに不気味だった。

　やはり、先ほど街から出ていったのはベティスの兵だったのだろうか。

　第一隊の隊長はそんなことを思いながら、外に控えている第二隊、第三隊へ伝令を走らせ、中の様子を伝えた。

　ギジェスは直ちにスアレスに伝令を送り、自分の隊も城内に踏み込むことにする。

　もしもに備えて第二隊の六十を城門の周囲に配置したギジェスは、第三隊の八十人を従えて城門を潜くぐり広場に立った。

「蛻もぬけの殻からだな」

「ですね。どういうことでしょう」

　副隊長が頻りに首を捻っている。

「それを考えるのはスアレス様の仕事だ。我々はスアレス様が判断できるように、自分の目でしっかりと確かめ、それを報告するだけだ」

　そう応えたギジェスは、第一隊、第三隊の百四十から十人の小隊を十隊選抜し、それを五隊五十人の中隊二つに編制して、街中を探らせることにする。

「いいか。あまり遠くへは行くな。敵兵を見つけても戦おうとしないで、直ぐに引き返してこい」

　そう念押しして、百人を送りだす。

　その頃には、城門を確保したという報告を受けたスアレスが、主力の中から増ぞう援えんの騎馬部隊百を城門間近まで送って寄越した。

　これで、もしも敵からなんらかの攻撃があったとしても、そう簡単に殲せん滅めつさせられることはないはずだ。

　騎馬部隊が城門前まで来たのを知ったギジェスは、第二隊を中に呼んで、城壁の上に登らせてみることにする。

　第二隊の六十人が、城門脇の急な石段を登って城壁の上に立った。

　城壁上からは街中の様子がよく見える。

　遮さえぎる物がない大通りは特にずっと先まで見通せる。

　とはいえ、暗夜だからそれほど先まで見えるわけではないが、広場でも篝火が焚かれているから、ある程度までは視認できるし、松明を掲げた味方の兵が移動しているのも確認できる。

　城壁上から見える範囲には、やはり敵兵の姿は見当たらなかった。

　第三隊の兵士は半信半疑の顔で、手にした松明やルーアル・ソシエダイの旗を城壁の上で振ってみせる。

　それに気がついた包囲軍の中から歓声が上がった。
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　そして夜が明け、時間が経ち、今は五刻時頃。

　日の出の遅い真冬の季節ではあるが、さすがにこの頃になると太陽も中天高くにまで昇っている。

　ル・アンヘルを包囲していたルーアル・ソシエダイ軍の主力が陸続と街の中に入城してくる。

　わけが判らないが、どうやらベティスの籠城部隊は街を放ほう棄きしたらしいというのが、スアレス将軍以下、ルーアル・ソシエダイ軍首脳の出した結論だった。

　もちろんスアレスは、ベティスの援軍の動向を探らせるのも忘れなかった。

　援軍が陣を敷しいている場所は確認させてある。そこへ急ぎ物見を送ったところ、援軍が陣払いをしているのが確認できた。物見部隊が急いで丘に登ってみると、引き揚あげていくベティス部隊の後尾が遠えん望ぼうできたという。

　その報告を聞いて、スアレスはル・アンヘルに入ることを決めたのだった。

　籠城していたベティス部隊が街を棄すてたため、街の救援が不可能になった。それを知った援軍は引き揚げざるを得なかった。

　どう考えても、それ以外の状況は思いつかない。それ以外の局面が想像できない。

　ということでスアレスは、主力を入城させて、ル・アンヘルの街をその手で取り返すことを決めたのである。

　ただの一人も犠牲を出さずに街を奪だつ還かんしたとなると、スアレスにとっては望ぼう外がいの戦果を上げたといえる。

　どうして敵が急に街を棄てる決断をしたのか、なぜ城門を開け、正々堂々かつ整然と退去していったのか、その理由はさっぱり判らないが、それは街を確保したあとで調査して結論を出せばいいと、スアレスはそう思っている。いざとなれば、報告書には適当なことをでっち上げればいい。

　彼としては一刻も早くル・アンヘルの街を己の手で押さえたかったのだ。

　百ひやく戦せん錬れん磨まのスアレス将軍といえども、目の前にぶら下がった美お味いしい餌えさの前では冷静でいられなかったということか。

　つまりそれは、ガブリエラの狙いが嵌はまったということでもある。
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　スアレス配下の兵が王宮に残っていた街の守備兵を武装解除して事情を訊いたところ、ベティス兵が退去したことは確認されたのだが、その理由は判らないままだった。守備兵はベティス兵から何も聞かされていなかったらしい。

　ベティス兵はル・アンヘルの街の守備兵をすべて王宮に集め、そこに留めておいて、あの奇妙な脱出劇を敢行したようだった。

「やはり、出ていったのはベティス兵だったのだな」

　幕僚たちは納得顔で頷いているが、スアレスはなんとなく小さな違和感を感じる。

　たしかに脱出を促うながすために西側には包囲の兵をほとんど配置していなかった。

　それにしても、脱出していくのに、どうしてああも整然と行動していたのか。

　話を聞いた印象では、ベティス兵は野外の訓練にでも出かけるかのようだった。脱出というにはそぐわない不可解な行動だ。

　それにこの時機にというのが判らん。ちょうど援軍が来たところではないか。なのに、どうして街を放棄して逃げだすのだ？

　そこのところがスアレスには納得できない部分だった。

　が、とにもかくにも街の中からベティス兵の姿が消えているのは事実。こうして自分たちが街の中に入り、街を奪還したのも事実。であれば、これ以上、粗あら探しをする必要もないのではないか。

　スアレスは、そんな思いに囚われる。

　これで俺は、無傷でル・アンヘルを奪回した指揮官としてバロス三世様からお誉ほめの言葉をいただけるだろう。言葉だけではない。多大な褒ほう賞しようもだ。

　将軍の表情は自然と緩んでいく。

　もっとも、上層部に提出する報告書をどうでっち上げるかという問題は残るがな。

　戦後処理を思い描いてスアレスが微苦笑を浮かべているとき。

　少し離れた場所に残しておいた輜重部隊に大いなる脅きよう威いが迫っていたのだが、ルーアル・ソシエダイ軍でそのことに気づいている者はただの一人も存在しなかった。
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　少しだけ時間は戻って、ここはル・アンヘル救援軍本陣。




　本陣詰めの兵たちが大わらわで撤てつ収しゆう作業を進めているところだった。

「なるべく音を立てないで撤収を急がせろ」

　本陣だけではなく、丘の周囲に陣を敷いている救援軍各部隊でも、慌ただしく撤収の作業が進められている。

　せっかく張った天てん幕まくが畳まれ、煮炊きのための薪まきやら鍋やらが片付けられ、休憩していた兵たちも鎧よろいを着け、剣を取った。

　街に忍び込んだ四人のうち、先ほどデイレィが駆け戻ってきて「予定どおりの進行」を報告したため、ガブリエラたちは動きだしたのだ。

　デイレィは伝言を伝えた後、遊撃小隊と新雛ひよこ小隊の残りを率いて、ジアンたちが隠れている場所へと取って返した。

　撤収作業が進んだ本陣では、兵の姿が疎まばらになっている。

「では、アクレィム、後ほど」

　数人の幕ばく僚りようを従えた第二大隊長オースティスがアクレィムに声をかけた。

「ええ、後ほど」

　挨あい拶さつを返した第一大隊長のアクレィムは、自身の幕僚を率いて丘を下りていった。

「さて、ガブリエラ殿、そちらの用意はよろしいですかな？」

「ええ、白はく兎と部隊はすでに進発しています。遠くからでも見つかり易いように、松たい明まつもたくさん掲かかげて」

「さすがですな。仕事が早い上に抜かりがない。さて、では我々も、ゆるゆると引き揚あげますか」

「はい、ゆっくりと急ぎましょう」

　こうして合同救援軍は、まず第一大隊が陣払いをして街道を南下していった。

　南下。つまりル・アンヘルの街から離れていくということだ。

　続いて第二大隊と白兎騎士団しろうさぎ部隊が丘を離れていく。

　この引き揚げていく第二大隊と白兎部隊の最後尾が掲げる数多くの松明の火ほ明あかりを、送られてきたルーアル・ソシエダイ軍の物もの見み部隊が見つけたのだが、もっと近くで見ていれば、退さがっていく救援軍の中に随分と空の馬が多いことに気づいただろう。だが、夜間のことでもあり、ごく少数の物見部隊では、それを視認できるところまで距離を詰めることはできなかった。
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　ルーアル・ソシエダイのル・アンヘル奪だつ回かい軍指揮官スアレス将軍は、まず五百を街の外の城じよう壁へきの周囲に配置して、どこかに異状がないかどうか、街に近づく者がいないかを見張らせる。

　続いて城門の前に三百と、城門の周囲に二百を配置。

　城壁の上にも三百を配置。

　街の大通りや、主要な辻つじ毎ごとにも見張りを立たせた。これらの兵は、見張るだけでなく、街の住民との諍いさかいを防止する役目も負っている。ルーアル・ソシエダイ軍は、占せん領りよう軍ぐんではなく、あくまで解放軍。住民に迷惑をかけるような真似はできない。これが合わせて四百。

　それだけの手配をしたスアレスは、自ら一千を率いて王宮に乗り込んでいった。

　千人すべての兵を王宮の建物に入れたら大混雑してしまうので、王宮の門前やら中庭などに適てき宜ぎ配置しながら、最終的に六百を従えてスアレスは建物に入った。

　合計で二千七百。

　これが街の中に乗り込んだ兵力だった。

　すでに物見要員として二百ほどを放っているから、残りが千百。

　物見を少し多めに放ったのは、退去していったベティス兵と思われる八百前後の所在地を確認するためである。それに、救援軍の動向も気にしなくてはならない。退去したベティス兵の所在地が不明の場合でも、少なくとも近くにはいないことを確認するよう物見部隊には厳げん命めいしてある。

　残りの千百のうち、五百は輜し重ちよう部隊だ。

　その警護に残りの六百を付けてある。

　スアレスは念には念を入れて、兵ひよう糧ろうの運び込みは街の安全が完全に確実に確保できてから行うつもりだった。

　敵の救援軍はすでに陣払いしたことが報告されている。追いかけている物見によれば着実に南下しているようなので、少なくとも直すぐに取って返して襲ってくる心配はない。であれば、この配置でも特に問題はないというのがスアレスの判断である。

　仮に救援軍の撤収だけであれば、スアレスほどの経験がある者なら、擬ぎ装そうではないかと疑ったことだろう。だが、街の中からもベティス軍の姿が消えている。おまけに城門は開け放たれ、街は完全に抵抗の姿勢を放ほう棄きしたままだった。

　である以上、スアレスたちが、

「城内のベティス軍が街を放棄して脱出したのを知った救援軍が、これ以上留まっても無意味と考え、陣払いして退がっていった」

　という判断を下したとしても無理からぬことだった。

　この内と外との連れん係けいこそ、ガブリエラの策略の肝きもだったのだ。
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　アルゴラ率いる白はく兎と第二中隊とヨーコ率いる白兎第三中隊、合わせて百六十は、徒歩で密ひそかな、しかし足早の行軍を続けていた。

　速度第一の作戦なので、身に着けているのは重装鎧ではなく、軽装鎧である。装甲の薄い箇所は、金属の薄はく片へんを入れた革帯などで補強してある。

　隊員は皆、盾やら弓矢やらを背負い、手には槍を持っている。中には複数の剣を背中に括くくりつけている者もいる。それらは突撃するとき、あるいは斬り合いになったときに必要な物だ。見た目は悪いし、おまけに走り難にくいが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

　両隊の任務は、ルーアル・ソシエダイ軍の輜重部隊を襲って、その輜重を焼却してしまうことである。

　とはいえ、諸事情から昼間の奇襲になってしまったので、すべてを焼くのは難しい。作戦目標は「可能な限り」に修正されている。

　輜重部隊への奇襲。これがガブリエラの作戦の第一段階ということだ。

　これから実戦に赴おもむくということで庶務分隊員は本陣に残してきたが、救急分隊員は、いざというときに備えて伴っていた。いざというときとは、要するに戦闘で団員が負傷した場合である。

　ルーアル・ソシエダイの輜重部隊には護衛部隊がついている。その数はおおよそ五、六百ということまで摑つかめている。護衛部隊を蹴散らして輜重を焼かなくてはならないのだから、戦闘に際して負傷者が出るかもしれないし、最悪、討ち死にする者も出るかもしれない。

　救急分隊員がいれば、戦死者を重傷者に、重傷者を軽傷者に抑えることが可能になる。戦場での彼女たちの重じゆう責せきは、決して番隊員に引けを取らない。

　アルゴラたちは、敵輜重部隊の所在を特定していた。

　今もベティスの物見部隊が張りついているから、輜重部隊が移動を始めれば、伝令が走り、狼煙のろしが上がる。

　狼煙を上げれば相手に警戒されてしまう。そうなれば作戦は中止になるか、あるいは大きく変更せざるを得ないが、今のところ、張りついている物見部隊から定期的に送られてくる伝令は、

「相手に動きなし」

　と伝えるだけだ。

　作戦に変更なし。

　ということで、白兎第二中隊と第三中隊は縦列で駆け足並みの速さで進軍している。

　両隊のあいだに指揮所が置いてあり、アルゴラとヨーコはそこにいた。

「予定どおり進みそうだな」

　とアルゴラがヨーコに呼びかけた。

「そうですね」

　と頷うなずいて、ヨーコはアルゴラの様子を横目で窺うかがう。

　アルゴラは白銀の鎧に兜かぶとを着けた戦闘仕様の武装だが、顔の一部は見えている。

　彼女の表情や態度は「氷のアルゴラ」という異名に相応ふさわしく、ふだんと変わらない冷静沈着にして飄ひよう々ひようとしたものだが、その声こわ音ねにどことなく嬉うれしそうな響きが感じられるのを聞き逃すヨーコではない。

　やれやれ。さすがのアルゴラ隊長も、これから戦闘になるという喜びを隠しきれないようだな。というか、アルゴラ隊長だから隠しきれないのか。

　まだ兜を被っていないヨーコの表情は、どことなく気け怠だるそうに見えた。

　ちなみに、行軍中は兜を被っても被らなくてもどちらでもよくて、どうするかは隊員一人一人の判断に任されているが、基本的には被ることを推すい奨しようされているため、被っている者のほうが多い。

　臨戦態勢、あるいは第一級警戒態勢が宣せん告こくされて初めて強制的に全員着用となる。

　というのも、顔を覆っていると視界は狭いし息苦しいしで、歩き難いのだ。しかし、これから戦闘に臨のぞむという高こう揚よう感かんに包まれているアルゴラは、息苦しさや鎧の重さなどまったく感じていないようだった。

　ヨーコは内心でため息を吐つく。

　彼女はアルゴラのように、戦闘が始まるのを待ち遠しく思ったりはしない。むしろ、戦わずに済ませられないかと思う。

　それは彼女が極東フアルイスタの出身で、東の大陸ランダ・イスタルナ出身の偉大な戦略家――その名を「孫ソン子シ」という――の兵へい法ほうに小さな頃から馴染んでいた影響である。

　孫子の兵法は多た岐きに亘わたっているのだが、その中にこういう意味合いのものがある。

　百戦百勝は最善に非あらず。

　つまり孫子は、戦わないで勝てればそれがいちばんいいことだと言っている。ヨーコも彼の思想には共感を覚える。

　彼女の使う居合術も、じつはそういう精神で鍛えられている。

　一度抜いたら目にも留まらぬ早はや業わざで相手を斬り伏せるが、抜かないまま相手を制圧できるのなら、それに越したことはない。だからぎりぎりまで刀を抜かず、闘とう氣きで相手を圧倒して刀を抜かずに勝つことが究極の勝利とされるのだ。孫子の兵法に一脈通じるところがある。

　その意味では、ヨーコは意外なことに、ガブリエラの思考に、あるいは指向に、自分に近しいものを感じている。

　最小の犠牲で最大の戦せん果かを。

　それがガブリエラの目指すものだとヨーコは理解していた。

　孫子の兵法など見たことも触れたこともないはずのガブリエラが、その思考、思想と同じ方向を向いているのが興味深いとヨーコは思う。

　もっともガブリエラの「最小の犠牲」は、いつも相手の意表を衝ついて、横から、あるいは後ろから斬りかかるような戦法に支えられているわけで、正面からの斬り合いで最小の犠牲を目指すヨーコとしては、どうかなぁと思わないでもないのだが。

　ま、それはいい。横合いから斬りつけようが後ろから斬りつけようが、味方に犠牲が出なければよしという考え方もあるだろう。しかし、ガブリエラ団長の場合は、ときに味方にも犠牲を強しいかねないからな。

　それとて、味方にどれほど犠牲が出ようと、それ以上の損害を相手に与えればいいというアルゴラの危険な思考、あるいは指向に比べれば数倍マシなのだが。

　アルゴラの危うさはガブリエラもレフレンシアも重々承知している。だからヨーコは出発前に二人に呼ばれ、

「アルゴラの手た綱づなを上う手まく取るように」

　と念押しされていた。

　ヨーコとしては、輜重部隊に対する奇襲作戦そのものよりも、作戦遂行中にアルゴラが暴走しないように気を配ることのほうが、よほど厄やつ介かいな仕事だった。

　はぁ。気が重いな。何しろアルゴラ隊長は、他人の注意とか忠告とか、まったく聞く耳を持たない人だからな。

「ん？　どうした、ヨーコ？　何か気乗りがしない様子だな。この作戦に不満でもあるのか？」

　作戦にはないが、あなたにはある。

　そう応えたいところだが、ぐっと我慢して、それは心の中に押し留とどめた。

　いま喧けん嘩かを売るような真似をすれば、

「ちょうどいいからここで決着をつけよう」

　などと言いだされかねない。

　決着。

　二人は剣の好敵手で、ヨーコが入団して以来、これまで何度も何度も仕し合あいで剣の腕を競ってきた間柄なのだ。勝敗はほぼ五分――ほんの少しだけアルゴラがリードしている――だから、アルゴラは機会があるごとに決着をつけようと言ってヨーコに絡からんでくるのだ。その場合は、重大な任務の最中でもおかまいなしなので、ヨーコとしてはそれだけは避けたい。

　いろいろと面倒で大変だ。

　アルゴラと作戦行動を共にするときは、いつも苦労が絶たえないヨーコである。

　ふっっ。白兎騎士団しろうさぎに入って、わたしも随分と忍耐強くなったものだな。

　ヨーコは内心で自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

　今のヨーコからはあまり想像できないが、彼女は昔、もっと血気に逸はやっていた。頭に血が上りやすかった。

　まぁ、自分の若さ、青さを上手く利用されて、まんまと白兎騎士団しろうさぎに入団させられたわけだけど。

　あの経験がヨーコに一歩、大人の階段を上らせたと言っていいのかもしれない。

　話をアルゴラに戻そう。

　一緒に行動していると苦労が絶えないのは、何もヨーコに限ったことではないのが、アルゴラのアルゴラたる所以ゆえんではあった。要するにアルゴラは、唯ゆい我が独どく尊そんで馬ば耳じ東とう風ふうの剣術馬鹿ということだ。ヨーコはできるだけ相手を刺激しないようにと気を遣いながらアルゴラの問いかけに応えた。

「気が乗らないというか、ガブリエラ……団長、今回もおかしな作戦を考えついたものだと思いましてね」

「ああ、たしかに言えてるな」

　アルゴラが小さく頷いた。

「だからこそ、あいつは団長になれたわけだ。やはり団の頂点に立つような者は、比ひ類るいなき変人であることが多いな。レフレンシア様のように」

　いや、その言葉、そっくりそのままあなたに返してあげたいのだが。

　と思うものの、たしかに白兎騎士団しろうさぎの幹部には変人が多いな、という気がしないでもないヨーコである。

　ガブリエラ団長、レフレンシア副団長だけでなく、マクトゥシュ様もどちらかというと変人の部類だな。

　数字にしか興味がなく、庶務畑一筋というマクトゥシュも、ヨーコには今ひとつ理解できない存在だった。

　それに、マクトゥシュ様の部下、エァリァスさんとスレイマーニャさんも変人だし。あとは、そう、レオノーラさんなんかも超変人だな。それにしても、あの女ひと、どうしてあんな演技をしているのだろう。

　ヨーコは、レオノーラのへらへらふにゃふにゃした言動は素すではなく演技だと信じている。もっとも、その理由はさっぱり判らない。想像もつかない。

　なるほど、こうして見てみると、本当に変人だらけだな、白兎騎士団しろうさぎ。

　以前、ジアンたちもそんなことを言って感心し（呆れ）たことがあったが、もちろんヨーコはそのことを知らない。

　変人集団の中に自分を入れようとしないのが、ヨーコにもまだ青い部分が残っている証拠……などと言ったら、彼女に一刀両断にされそうだが。

　それにしても、とヨーコは考える。

　変人だから団で出世したのか、出世した者がたまたま変人だったのかは……なんとも言えないところだが、下の者としては、変人の度合いで団の序じよ列れつを決められては堪たまらないので、偶然の結果だと思いたいな。

　そんなヨーコの感想などどこ吹く風のアルゴラは、

「まぁ、団がどちらを向こうがわたしには関係のないことだ。わたしは、わたしが向きたい方向さえ向いていられればいい」

　と言って不敵に笑った。

「団の未来はレフレンシア様やガブリエラ団長に任せておけばいい。わたしとおまえがいま考えるべきことは、目の前の敵部隊を討ち破ることだけ。そうだろう？」

　それは……そのとおりだな。

　アルゴラに正論を突きつけられて、ヨーコもあれこれと考えるのを止めた。目の前の任務に集中しようと思い直す。

　ですね、と応えて、ヨーコは隣の秘書官から兜を受け取った。

　その直後に、奇襲部隊の先頭を任されていたビアンティティセスの小隊から伝令が走ってきた。

「敵の護衛部隊をこちらの物見が視認しました！」

　伝令の報告を聞くと、アルゴラは直ちに「臨戦態勢への移行」を各小隊長に伝えさせ、その後、ヨーコに合図をして駆けだした。

　受け取った兜を急いで被ったヨーコは、アルゴラを追いかけ、部隊の先頭まで駆けていった。
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「どこだ？」

　適度にうねりのある地面の低い場所に身を隠して前方を覗いているビアンティティセスの背後から、腰を低くして近づいたアルゴラが声をかけた。

　遠とお見みの際に兜は邪魔になるので、先ほど外してしまった。

　ビアンティティセスの隣には、アルゴラの番隊では数少ない魔術士の資質のある隊員がいて、魔具である遠とお眼鏡めがねを使って敵部隊の様子を探っている。

　振り返ったビアンティティセス――やはり兜は脱いでいる――が、

「お疲れ様です、隊長」

　と応えてきた。

　彼女はアルゴラの番隊の副隊長で、暴走しがちなアルゴラを抑える役目を負っている。仲間内からは「アルゴラ中隊の良心」などと呼ばれている貴重な人材だ。

「あそこ、地面が大きく盛りあがっている場所、判りますか？　あの向こう側に下った先の林にいるようです。高みに敵兵が出ていて警戒についていますから、間違いないでしょう。物見を出して近くから確認したいところですが、明るいうちにこれ以上接近するのは難しいですね」

　アルゴラが目を細めて指摘された場所を遠望すると。

　丘というほど高くはないが、周囲の地面に比べれば一段高くなっている場所に、十数人の人影が確認できた。それがルーアル・ソシエダイの兵なのかどうかはさすがのアルゴラにも遠すぎて判らないが、こんな場所に旅人や商人がいるはずがないから、ルーアル・ソシエダイ兵と断定していいだろう。

　念のため、アルゴラは魔術士である部下に確認する。その部下は、魔術の効果を最大限に発揮するためという理由からだろう、兜だけでなく鎧も脱いでいて、下着姿になっていた。金属は魔術の力を減げん殺さいするのだ。白銀はその減殺の度合いが他の一般的な金属――鉄や銅――に比べると小さいのだが、それでも着けていないほうが望ましい。

　ちなみに、ここでいう「下着」とは、鎧の下に着用する衣服という意味合いで、我々の知っている下着とは別物である。

「はい、ルーアル・ソシエダイの兵装に間違いありません。翻ひるがえっている旗はたもルーアル・ソシエダイの物です」

「距離は？」

「およそ一ミリアほどでしょうか」

　一ミリア（約一・六キロメートル）先の兵士の兵装や旗の紋もん章しようを確認できるのだから、遠眼鏡の威力は大したものである。

　身を伏ふせた体勢のまま、アルゴラは周囲に視線を走らせた。

「この先、もう身を隠す場所はないな」

　すると、すかさずビアンティティセスが、

「ないですね」

　と応えてきた。

　適度に起伏のある地形の中の低い場所を選んで進んできた奇襲部隊だが、相手に発見されないでこれ以上近づくのは難しそうだ。

「だが、悠長に日が落ちるのを待ってはいられない」

「いられないですね」

「輜重部隊が、入城した本隊から呼ばれて移動していってしまうかもしれないからな。となれば、正面突破しかない」

「ない……ようですね」

「どうだ、ヨーコ？」

　振り返ったアルゴラに訊かれ、ヨーコは観念したように頷いた。

「ないとは思いますが、何も馬鹿正直に全員で正面から突撃する必要もないでしょう。警護の兵は我々の三倍はいるわけですから」

「三倍くらいなら、どうということはない数字だと思うが？」

　まぁ、あなたにとってはそうかもしれませんが。

　という言葉を呑のみ込んで、ヨーコは話を続ける。

「ですが、輜重部隊は少し離れた場所にいるようですから、ここで突撃を受け止められてしまうと、輜重部隊に逃げる時間を与えてしまいます。我々の戦術目標は輜重の焼却だということを忘れないでください」

　アルゴラの顔には一瞬、不満そうな色が浮かんだが、直ぐにそれを押し隠した。

「判っているよ。で、ヨーコは輜重部隊を逃がさないためにどうしようと言うのだ？」

「わたしの部隊が横合いに回って最初に突っかけますから、アルゴラ隊長の隊は、敵がわたしの隊に引きつけられたところを衝ついてください。そうすれば、突撃を受け止められてしまう可能性は少ないでしょう」

　アルゴラは宙を睨んで何かを考えている。

　つまり、最初に突っかける部隊と、最後の仕上げをする部隊のどちらが美お味いしいかを天てん秤びんにかけているんだな。

　ヨーコはそう推おし量った。

　結局、アルゴラは仕上げるほうを選んだ。

「判った。ヨーコの提案どおり、二手に分けて攻撃しよう」

　やれやれと、ヨーコは安あん堵どの息を吐はく。

　最初に突っかける役割をアルゴラの部隊に任せると、そのまままっしぐらに相手の護衛部隊との叩き合いに突入してしまいそうだ。それでは味方の犠牲が増えるばかり。

　もちろん、相手の犠牲も増えるわけだが……それでは輜重部隊に逃げられてしまう。やはりここは、最小の犠牲で最大の戦果を目指すべきだからな。

「だが、ヨーコの隊が迂う回かいしていると、けっこう時間がかかってしまうだろう。相手が動きださないかな」

「輜重部隊が移動するということは、護衛部隊も陣を畳んでついていくわけですから、相手が陣を畳み始めたら、そのときに両隊で襲いかかれば相手の混乱を誘えます。それはそれで問題ないのでは？」

「そう……だな」

　一瞬、考えたアルゴラだが、直ぐに顔をあげて魔術士である部下に訊いた。

「敵に何か動きはあるか？」

「いえ。今のところ特に動きはありません。あそこにいる兵士の様子からは、少なくとも陣払いの準備に取りかかる気配は見えません……って、隊長がお訊きになりたいのはそこですよね？」

「ああ、そこだ」

　アルゴラは部下の的確な返答に満足そうに頷いた。

「よし、ヨーコ、先攻は任せた」

「了解です。適当に突撃して、適当に相手を引きつけますから、時機を見計らって参戦してください」

「判っているよ」

「我々の狙いはあくまで敵の兵糧ですからね？」

　アルゴラは心外そうな顔で応えた。

「もちろん、そんなことも判っているよ」

　そうですか？　本当に判っていますか？　というか、斬り合いになったら綺麗さっぱり忘れたりしませんか？

　という突っ込みをかろうじて呑み込んだヨーコは、

「ええ、ただ念のために言っただけです」

　と誤ご魔ま化かして、背後で待機している自分の隊へと戻っていった。




　　　　　５




　平地であっても、できるだけ遠くまで見通せる場所を確保しておくのは当然のこと。ルーアル・ソシエダイの輜重部隊と護衛部隊も、あまり起伏のない場所の中でいちばんの高みを押さえ、そこに二十数名の兵を置いて周囲を見張らせている。夜ならともかく、昼間に接近しようとすれば間違いなく察知される。

　大きく迂回して右手、東方向から接触を図ったヨーコ隊八十だが、当然、遙はるか手前で相手に気づかれた。

　こちらに駆けてくるのを白はく兎と騎き士し団だん部隊だと認めたルーアル・ソシエダイ軍で混乱が起きる。

「何な故ぜ、連中がここにいる!?」

「後ご詰づめにいた奴らか!?」

「だが、後詰めの軍は引き返していったはずだ！」

「まさか、途中で取って返してきたのか!?」

「だとしたら、ベティスの本隊がどこかにいる？」

「ええい、我が軍の物見は何をしていた!?」

「いかん！　ここで奴らを迎え撃っているところをベティス軍本隊に急襲されたら全滅するぞ!?」

　護衛部隊から出ていた見張り部隊に大きな動揺が走った。

　周囲の警戒に細心の注意を払っていれば、ベティスの救援軍本隊が近くにはいないことを把は握あくできたのだろうが、彼らは救援軍が引き返していったのを目撃したという本隊主力からの伝言を聞いていただけで、自分たちの目で確認してはいない。

　急速に接近してくる白兎騎士団の部隊が大した人数でないのは、護衛部隊の見張りも確認していた。だが、僅わずか百前後の兵数で六百の護衛部隊に向かって突進してくるのが逆に不気味である。彼らは、どこかにいるかもしれないベティス軍の二大隊千六百に怯えた。

　急を聞いて駆けつけた護衛部隊の隊長が矢や継つぎ早に指示を出す。

「輜重部隊を逃がせ！　いま付けている二百に手伝わせてル・アンヘルにいる本隊との合流を目指させるのだ！　我らも白はく兎と部隊の突撃を受け止めつつ後退する！　二百ほどをここに上げさせろ！　輜重部隊との距離が空かないように気をつけろ！」

　輜重部隊は、少し離れた林の中に陣を敷いている。そこには万一に備え、護衛部隊のうちの二百を付けてある。隊長はその二百に手伝わせて一刻も早く輜重部隊を離脱させようと考えた。

　このとき護衛部隊すべてを投入されて迎げい撃げきされたら、さすがのヨーコ隊も跳ね返されただろう。護衛部隊の隊長が、まずは輜重部隊を現場から逃がすことを優先したことは当然といえば当然だが、ヨーコたちには幸いだった。

　とはいえ、逃がせといっても、輜重部隊は全力でその場から逃走を図はかればいいというものではない。というか、そんなことはできない。荷物を満まん載さいした数多くの馬車を抱えているのだ。

　馬も馬車から放して林の木に繋ぎ、水を飲ませたり飼かい葉を食べさせたりしている。まずは馬を集めて馬車に繋ぎ直さなくてはいけない。

　今日、明日の分として本隊に送り届けるために馬車から降ろしてあった糧りよう秣まつを馬車に積み直さなくてはいけない。

　近くを流れる小川まで水を汲みに行っていた者たちもいるから、彼らを回収しなくてはならない。

　早くしろ早くしろとせき立てられ、輜重部隊全体に混乱が広がっていった。

　見切り発車状態で走りだす馬車がいれば、まだ馬が戻ってこなくて、動かしようのない馬車もある。

　自分が担当している馬車が見当たらずに右往左往している兵員がいる。

　出発しようとした馬車を止め、積み残された糧秣を積み込もうとして、馬車の乗員と言い争っている兵がいる。

「くそっ。とりあえず白兎騎士団しろうさぎの突撃を押し返さないと、輜重部隊の撤収の時間的な余裕ができない！」

「迎撃するぞ。前陣、槍を構えよ。後陣の弓隊、斉せい射しやの用意！」

　護衛部隊はなんとか隊たい伍ごを調え、突撃してくるヨーコ部隊への迎撃態勢を調えた。

「弓、撃てぇっ！」

　隊長の号令の下もと、矢が一斉に射かけられたが、突撃楯を掲げて身を守るヨーコ部隊の先せん鋒ぽうはほぼ無傷。突進の速度を緩めようとしない。

「撃て撃て撃て撃て、間断なく射かけよ！」

　護衛部隊から第二射、第三射が行われた。

　飛んでいく矢と入れ替わるように、白はく兎と部隊からの矢の斉射が返ってきた。

　何人かに一人の割合で大楯を構える者がいて、その陰に身を隠すようにした別の者が弓を射かけているのだ。

　臨戦態勢を取っていなかった護衛部隊には、完全武装が間に合わなかった兵員も多く混じっている。

　鎧を着けているが兜を被っていない兵。兜は被っているが鎧を着けていない兵。鎧を着け兜も被っているが、手足の一部が覆われていない兵。それらの兵が矢を受け、次々に倒れていく。

　ヨーコは弓を持たせた二十名ほどに、駆けながらの斉射を命じていたのだ。ほぼ全力疾走をしながらの射撃でも正確に相手の前衛に矢を飛ばすことができるのは、白はく兎と騎士団員の質の高さを物語っている。

　とはいえ、ヨーコの部隊は八十名。そのうちの十名は救急分隊員。実質的な戦力は七十しかいない。相手は輜重部隊の撤収作業に二百を回したとはいえ、それでもこの場に二百、直ぐ後方にも二百いる。兵力比は一対五・七で、相手が混乱気味であるとはいえ、まともにぶつかれば相手にならない兵力だ。

　しかし。

　ヨーコの部隊が眼前まで接近してきたところで、新たな敵部隊が確認された。

「南方に敵出現！」

「別の白はく兎と部隊です！」

「まだいたのか！」

「不ま味ずい！　ベティスの本隊がいる可能性、ますます高いぞ！」

　新たに出現したアルゴラ部隊へ、注意力の何割かが逸それたこと。

　今ここで白はく兎と騎き士し団だんを相手にしている場合ではないのではないか、という疑念に囚とらわれたこと。

　その二点において、ルーアル・ソシエダイ部隊の戦闘力は大きく下がったといえる。

　アルゴラ隊の出現に力を得たヨーコ隊の先鋒が、高みで待ち構えるルーアル・ソシエダイ部隊の前衛に向かって殺さつ到とうする。

　ヨーコ隊は小隊二隊を横に並べ、四段構えで敵兵へと襲いかかった。ヨーコ自身は、二段目の二十名の中にいる。

　突撃用の盾を捨て、水平に構えた槍を保持したまま緩やかな坂を駆け登ってきたヨーコ隊の先鋒は、ルーアル・ソシエダイ兵を槍で激しく突いた。

　突かれたルーアル・ソシエダイ兵は、鎧を着けていても後方へ吹っ飛んでいく。鎧を着けていない兵は、胸や腹を串刺しにされた。

　止まった先鋒の脇を、二段目の兵が、同じく槍を水平に構えて駆け抜けていく。

　さらに一撃。

　十人ばかりの兵が吹っ飛び、数人の兵が串刺しになって絶命した。

　後方の低地にいた控えの兵力が次々と高みに登ってくる。それらの兵士はヨーコ隊の動きを見て取り、押し包んで討ち取ろうと、左右に広がり始めた。

　左右から迫る敵の後続を食い止めようと、ヨーコ隊の三段目が左右に広がった。それと同時に、後方、四段目に控えている救急分隊員が魔術による掩えん護ごに回る。

　元来、治ち癒ゆや回復の魔術が得意な者たちなので、攻撃魔術の威い力りよくはそれほど大きくはないのだが、それでも敵兵の牽けん制せい、足止め程度なら充分に役に立つ。実際、魔術による掩護の威力は大きく、敵兵の行き足が鈍った。

　とはいえ、ヨーコ隊は元より少数、押し寄せてくる敵を完全に防げるわけではないが、それでも中央に突進した一段、二段の兵が押し包まれることだけは避けられた。

「抜ばつ刀とう！」

　今や阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様を呈ていする戦場に、ヨーコの凜りんとした声が響き渡った。

　相手を串刺しにしていた団員はそのまま槍を手放し、相手を突きまくっていた団員は適当な獲物を見つけて、手にした槍を突き立てた。

　突き立てたら槍はそのままに、即座に腰の剣を抜く。

「かかれ！」

　ヨーコ隊の副隊長サーシュが、剣を振りかざして自隊の団員を鼓こ舞ぶする。

「わたしに続け！」

　この地方ではあまり見ない特徴的な剣＝刀かたなを構えて、ヨーコが相手中央の密集の中に飛び込んでいく。

　最初はちょっかいを出すだけで本格的な斬り合いまではしないつもりだったが、相手の応戦具合を見て、ヨーコは考えを変えた。

　敵は上手く統制が取れていない。こちらの奇襲に慌てている。輜重部隊を逃がすことに注意が向いている。全体として、どこか腰が引けた迎撃だ。

　ヨーコはそう判断して敢あえて乱戦に持ち込むことにしたのだ。

　護衛部隊の腰が引けているのは、ここにはいないベティス救援軍本隊を恐れているからなのだが、そこまではヨーコにも判らない。だが、戦闘開始直後に相手の心理状態を見抜いたヨーコの観察眼はさすがというべきだろう。

　そうとうに恐い闘い方だが、この状況ならなんとかなりそうだ。それに、アルゴラ隊が直ぐに参戦してくるからな。

　ヨーコ隊は、隊長ヨーコを先頭に、一丸となってルーアル・ソシエダイ部隊に斬りかかった。

　ヨーコの刀の切れ味は凄まじく、鎧の薄い箇所を切り裂き、あるいは籠こ手てごと腕を斬り落とす。

　たちまち数人が絶叫を上げてその場に昏こん倒とうした。

　ヨーコの剣技の凄まじさに、相手の隊形が乱れる。その乱れたところへ、すかさず後続がねじ込んでいく。

　相手は数を恃たのみになんとか押し返そうとするが、ヨーコの振るう刀の威力に腰が引け気味だ。

「ええい、押し包め押し包め！」

「先鋒と後続を切り離せ！」

「多数でかかればなんとかなるぞ！」

　敵兵は、ヨーコ隊を包囲し、少数ずつに切り離して各個撃破しようとする。

　そこへアルゴラ隊が迫った。

「新手が来たぞ～～っ！」

「後方の控えのうちの百を新手に向かわせろ！」

「飛び込ませるな！」

「押し返せ、押し返せ！」

　あちこちで護衛部隊の隊長や小隊長たちが配下の兵を叱しつ咤たする号令、怒声が響き渡り、護衛部隊の混乱は少しずつ大きくなっていく。

　すでにヨーコ隊と交戦しているから、護衛部隊には弓矢で迎え撃つ余裕がない。易やす々やすとアルゴラ隊の接近を許してしまった。

　アルゴラ隊はヨーコ隊と違って縦陣隊形で敵陣に迫った。

「ヨーコの隊に後おくれを取るなよ」

　剣を抜いたアルゴラが、混乱しているルーアル・ソシエダイ兵の只中に真っ先に飛び込んでいった。

　アルゴラの細身の剣は、ヨーコの刀のように斬ることには適さない。

　彼女はほんの僅かな隙間を見逃さず、狙いを過たず、剣を突き入れる。

　右腕を突かれれば得物を取り落とし。

　喉のどを突かれればその場で絶命し。

　太ふと腿ももを突かれれば、その場に倒れ込む。

　突く動作は切る動作に比べて小さい。アルゴラは恐るべき速さで連続攻撃を繰りだし、あっという間まに周囲にいた十名以上のルーアル・ソシエダイ兵を戦闘不能にした。

　そのため、密集状態の敵の中に小さな戦闘空間が確保される。そこへ、アルゴラ隊の隊員が剣をかざして突進してきた。

　敵の綻ほころびが少し大きくなると、さらに後続がねじ込み、押し入り、綻びを広げていく。

　部隊全体が錐きり揉もみするかのように、ぐいぐいと相手の陣営の奥へ奥へと進んでいく。

　何人かの兵から悲鳴のような声が上がった。

「これは堪たまらん！」

「支えきれないぞ！」

　だが、はいそうですかと通すわけにはいかない。小隊長たちは声を嗄からして兵を叱咤し続ける。

「止とめろ止めろ止めろ！」

「相手は少数だ。横合いからかかれ！」

「押し包め！　押し包んで多対一の闘いに持ち込むのだ！」

　彼らの言っていることは正論である。しかし、命令が正しいことと、混乱する戦場で相手と斬り合っている最中に命令を着実に実行できるかどうかは、まったく別問題だ。そこは兵員の質に大きく左右される。

　残念ながらルーアル・ソシエダイの一般兵の質は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員ほどには高くなかった。

　混乱を立て直す間もなく。

　相手の勢いを殺すこともできず。

　どころか、浮き足立ち。

　中には逃げ腰になる兵さえ出て。

　今やルーアル・ソシエダイ部隊は、自分たちの半分以下しかいない白兎騎士団しろうさぎに押されっぱなしとなっている。

　ついにアルゴラ隊の先頭が、護衛部隊の陣を突破した。

　まだ先頭に立ち続けるアルゴラが、滅多に聞けない大音声を放った。

「輜重部隊を襲い、輜重を焼くぞ！」

　戦場に轟いたアルゴラの声に、護衛部隊の指揮官や幕僚までもが浮き足立った。

「いかん！　このままでは輜重部隊が危ない！」

「控えの残りを輜重部隊のほうへ送れ！」

「違う違う！　控えはここに投入して、奴らの後続を遮しや断だんするのだ！」

「輜重部隊に付けた二百を呼び戻せ！」

「輜重部隊にも剣を取らせて戦闘に参加させろ！」

　叫ぶ内容が、各人でばらばらになっている。

「隊長、命令を！」

　副官に促されても、隊長はまだ迷っていた。

　最初に襲ってきた部隊――ヨーコ隊――はなんとか受け止めたが、食いつかれたまま押し返すことができていない。

　そして第二陣の先鋒には味方の陣を突破されてしまった。このままでは後続にも突破を許しそうだ。そのまま輜重部隊のところまで突進されると不味いことになる。向こうには二百をつけているものの、撤収作業を手伝っているだろうから、迎撃ができない可能性がある。

　では、輜重部隊の掩えん護ごにここからも兵を回すか？

　だが、それではこの場を支えきれなくなりそうだ。

　ならば、思い切って一旦輜重を置き、輜重部隊の兵にも剣を取らせ、新手として戦場へ投入するか。

　どの策にも一長一短がありそうで、どれが正せい着ちやくなのか、部隊長は判断できなくなっている。

　だが、じっくりと考えている暇はない。

　目の前では自軍が少数の敵部隊に押されているのだ。敵の一部に突破を許してしまったのだ。早く混乱を収拾して部隊を立て直さないと、輜重を焼かれた挙げ句に敵の逃走を許してしまう。

　それだけは避けなくてはならない。そんなことを許しては、俺の責任が問われてしまうではないか。

　だが、すでに自軍にはかなりの被害が出ている。ここでなんとか押し返せたとしても責任問題になることは避けられそうもない。

　だったら……。

　彼は次第に、敵を殲せん滅めつする方向に思考が傾いていく。

　いま新手の五百と自隊から送った二百を投入できれば、敵を押し返すどころか、包み込んで討ち取れるかもしれん。兵糧は戦闘に勝った後に回収すればいいのだ。多少の損害は出るだろうが、敵を壊滅できればお釣りが来る。二百近い鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊を壊滅させたとなれば、責任問題どころか、三世王様から直じき々じきに感状をいただけるかもしれん。

　自分の保身に走った隊長は、手っ取り早く局面を打開し、逆転も可能な一手に懸けてみようと思った。しかし、よかれと思って指した一手が、局面を決定的に悪化させる悪あく手しゆだったという例はそう珍しいことではない。ここでも隊長の決断した一手は悪手であり敗はい着ちやくだった。
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　護衛部隊の隊長からの伝令を迎え入れた輜重部隊の隊長は憤いきどおりを隠せなかった。

　今の今まで輜重を無事に確保してこの場を離脱するために必死で作業をしてきたのに、輜重を一時放棄して参戦しろとは、あまりに身勝手な言い分ではないか。

　と思うのだが、すでに護衛部隊の陣が敵の一部によって突破されているという現実が隊長の肩に重くのしかかる。

　今のところは突破した敵部隊の背後に護衛部隊が食いついているから、敵も一目散に駆けては来られないようだが、もしこれが振り切られたとなると、敵はそのままここにやって来る。そうなれば、結局、輜重を守るために戦わざるを得なくなる。

　ここが戦場になってしまうと、輜重の被害は免まぬがれないだろう。燃える馬車が出るかもしれない。逃げる馬が出るかもしれない。

　大事な輜重の一部が燃え、運ぶための馬車や馬が損害を受けたとなると、輜重部隊としては痛つう恨こんの極みだ。

　ならば、ここが戦場にならないうちに食い止め、こちらに向かってくる敵部隊を護衛部隊と挟み撃ちにして壊滅させ、その勢いで、敵のもう一隊と戦っている護衛部隊主力の下へと駆かけつけたほうがいいような気もする。

　どのみち、護衛部隊の隊長のほうが輜重部隊の隊長よりも格上なのだから、彼に拒否できるわけではない。

　撤収を手伝っていた二百はすでにその作業を中止し、参戦するために大急ぎで兵装を調えている。輜重部隊だけが、ここで愚ぐ図ず愚ぐ図ずしているわけにはいかない。

　だったら覚悟を決めるか。

　隊長は急ぎ、各中隊の隊長と副官を集め、護衛部隊長からの命令を伝えた。

「我々も剣を取り、敵部隊壊滅に向けて参戦する。ここには五十ほどを残す。残るのはナジューの中隊の半数だ。指揮はナジューが執れ！」

「はっっ」

「ナジュー隊の半数は俺が直接指揮をする。他の兵は作業を中断、直ちに戦場へと移動するぞ！　直ぐに命令を徹底させろ！」

　中隊長とその副官たちが自分の部隊へ命令を伝えに散っていった。

　即座に作業が中断され、兵は荷の代わりに剣や槍や弓を取った。

　まず、護衛部隊の一部、二百が駆けだし。

「よし、行くぞ！　我に続け！」

　輜重部隊の隊長の号令の下、四百五十も駆けだした。

　陣地に残った五十は、東と南側へ警戒を集中させる。逆さか茂も木ぎを移動させ、見張りの兵を前に出す。

　このとき、密かに自陣に近づいている者の存在を、彼らが気づくことはなかった。
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　先頭を走るのはジアン。そのあとに遊撃小隊の五人と新雛小隊の六人が続いている。

　全員が走力を重視した軽装備で、胸や腹部、肩や肘などの重要な箇所を装甲で覆っているだけだ。

　十二人は、姿勢を低く保ったまま、軽快な足取りで飛ぶように走っている。

　集団の最後から、よろよろと一人ついてくるのがレオノーラ。

　体が左右に振れ、足取りがふらついているのに、前を行く十二人との距離が開かないのが異様である。もし見ている者がいたら我が目を疑ったことだろう。

　どうしてあの走り方で、あんな速力が出せるのか？　と。

　だが、直ぐにもっと驚くべきことがレオノーラの周りで湧わき起こった。

　霧が出たのである。彼女の周囲にだけ。

　まるで白い粒子でできた長なが裳もを身に纏まとったかのような印象だ。

　やがて、白い部分が少しずつ膨ふくらんでいく。

　レオノーラの姿は完全に霧の中に消え、そして、今や霧は前方を走る十二人まで呑み込もうとしていた。

　霧を起こせるというのが、自じ然ねん士しであるレオノーラの秘術のうちの一つであった。

　彼女は空気中の水蒸気を呼び集め、周りの空気を冷やすことによって人工の霧を作りだしているのだ。

　とはいえ、彼女自身がその理屈を判っているわけではない。彼女はただ「そうあれ」と念じ、語りかけているにすぎない。

　何に？

　大気に。あるいは大気中に存在する風や水を司つかさどる精霊たちに。

　それこそが自じ然ねん士しである彼女の特性。

　自し然ぜん条件によって差は出るが、ふつうなら彼女を中心にした半径数百ヤルドの領りよう域いきを霧で覆うことが可能だ。自然発生する霧よりも有効範囲は狭いが、今回の作戦にはそれで充分だ。彼女の能力が決定的にものを言った。

　レオノーラが発生させた霧に姿を隠し、十二人と一人は輜重部隊がいる地点へと急速に接近していった。
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「おい、霧が出てきたぞ？」

　輜重番のために残った部隊の中から選ばれた見張りの一人が、隣に立っていた同どう僚りように呼びかけた。

「本当だ。しかも、かなりの速度で広がっているな。こちらに近づいてきている」

　本当は広がっているのではなく、たんに移動しているだけなのだが、彼らのところから見れば霧の領域の全体像は摑めないから、霧が急速に広がっているように思えたのも当然だった。

「しかし、こんな日中に霧が出るっておかしくないか？」

「って言われても、実際、出てるんだから仕方がないだろう？」

「いや……そうなんだけどな」

「にしても、不味いな。このまま霧に巻かれてしまうと、味方との連絡が取れなくなるかもしれない」

「どうする？　俺たちも本隊に戻ったほうがいいんじゃないか？　迷ったら大変だぞ。どのみち霧に巻かれたら、見張ろうにも何も見えないわけだからな」

「そう……だな。小隊長に進言してみようか」

　二人は見張りの小隊を率いている小隊長の下へ戻って、霧がこちらに迫っていることを報告し、霧に巻かれないうちに本隊と合流したほうがいいのではないかと進言した。

　小隊長は、二人の報告を受けると、問題の霧が迫ってくる方向へ向き直った。

「あれは！」

　自分の目で確認した小隊長は、霧が予想以上に濃いのに驚き、その迫る速度が予想以上に速いのにも驚き、慌てて撤収することに決めた。

　万が一、残りの兵士にも参戦の命令が出たら、自分たちだけがここに取り残されることになってしまう。

　直ぐ近くでは、敵部隊と友軍が戦闘をしているのだ。そんなときに僅か十名で味方と切り離されるのは、あまり愉快なことではない。万が一、味方を振り切った敵がここに現れたらと思うと、ぞっとする。

　小隊長は、撤収を命じるために、あちこちに立っている配下の七人を集めようとして二人に命じた。

「霧に巻かれる前に戻ったほうがよさそうだ。直ちにこの場を離れよう。残りの奴らを呼んでこい」

「判りました」

　二人が仲間を呼び集めようと踵きびすを返したその瞬間、白い霧の中から薄い灰色の影が幾いくつも飛びだしてきた。

　三人には、霧の一部がちぎれ、自分たちのほうへと漂ってくるように見えた。

　だが、漂ってくるにしては速すぎる。まるで走っているような速度ではないか。風がほとんどないのに、あんな速度で霧が移動するのはおかしい。不自然だ。

　目を見開いてその正体を確認しようとしている三人の目の前で、灰色の影は四方八方に散らばった。

　そのうちの幾つかが三人の下へと急接近してくる。

「こいつらはっ!?」

　近づいてくる影は霧の一部などではなく、灰色の装束を身に纏った人間であることに、ようやく三人は気がついた。

　そして、気がついたときにはすべてが遅かった。

　ジアンとデイレィによって、三人は瞬く間まに打ち倒された。

　残りの七人も、アスカ以下の十人によってことごとく打ち倒される。

　あっという間に遊撃小隊と新雛小隊がその場を制圧した。

　そこへ、よろめくようにレオノーラが駆け込んできた。

「レオノーラ様、大丈夫ですか？」

　とジアンが訊きくと、

「大丈夫じゃないよ～～」

　という悲鳴にも似た返事が返ってきた。

「大丈夫なんですね。じゃ、次に行きましょう」

「わぁん、ジアンの意地悪～～」

「そんなこといっても、レオノーラ様が一緒じゃないと霧がついてこないんですから、仕方ないですよね」

「ジアンの鬼～～」

　レオノーラの左右から、アスカとデイレィが、がっしと腕を摑んだ。

「はいはい、レオノーラ様、あと一踏ん張りですから頑張ってください」

「なんだったら、わたしも一緒に走りますし。ね？」

「いや、ね？　とか言われてもさ～～」

「レオノーラ様、ファイトっ！」

　とシェーナが右腕を挙げると、ラツィーナたちが、それに応えて、

「お～～！」

　と拳を突きあげた。

「お～～！　じゃないってば～～」

「いやだって、わたしたちの作戦行動こそがガブリエラ団長の作戦の成否を握っているわけですから、ここで頑張らないでどこで頑張るって言うんです!?」

　とジアンが迫った。

「もうどこでも頑張りたくないんだけど～～」

「じゃあ、行きましょう。デイレィ、アスカ、レオノーラ様をよろしく。足を止めたら引きずってきてもいいから。なんてったって、レフレンシア様からお墨付きをもらっているし」

「レフレンシア様がいちばん鬼なのを忘れてた～～っ」
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　輜重番のために残った五十人のうち、すでに周囲の見張りに出ていた十人は倒されてしまった。残りが四十人。全員が武装し、油断なく辺りを警戒している。

　だが、輜重部隊が滞陣していたのは林の中で見晴らしはよくない。

　その林へ、北西の方向から白い粒子が流れ込んできた。

「霧!?」

「まさか、霧が出たのか？」

「雨も降っていないこんな昼ひる日ひ中なか!?」

　霧に気づいた兵たちは、一様に首を捻ひねり眉を顰ひそめるが、それ以上の対応を取る者はいなかった。

　それはそうだろう。

　まさか霧を操れる者がいるなんて想像もしていない。

　自じ然ねん士しは魔法使いと同様、天てん賦ぷの才が必要な人種だ。

　魔術なら、資質さえあれば誰でも使えるようになれるし、学習と経験である程度まで上達することもできる。だが、自し然ぜんに語りかけ、自し然ぜんを操るような能力の持ち主は滅めつ多たにいない。

　魔術が学問であるのに対し、魔法や自じ然ねんの能力は芸術に喩たとえられる。才能がない者がどれほど学習しても、どれほど修しゆう練れんを積んでも、操れるようにはならないのだ。

　であるから、魔術が一般的である世界であっても、自然士という人種の存在は、世間一般にはほとんど知られていなかった。だから、日が高いこんな時刻に霧が出るなんて不思議だなと思っても、それを不ふ審しんなことだと警戒する者が皆無だったのは、ある意味、当然といえる。

　彼らが気がついたときには、すでにジアンたちが躍おどり込んでいた。

　接近戦を許してしまえば、ジアンやデイレィ、アスカにハイミオは、ルーアル・ソシエダイ兵にとって反則ともいえるほど驚異的な戦闘力だった。

　セリノス・ノエルノード姉妹も、二人一組で舞っている。

　彼女たちは一人ずつでもかなり水準の高い戦闘力を誇ほこるのだが、二人一組で闘ったときにこそ本領を発揮する。

　一卵性双生児であることからくる人間離れした連係。それがこの姉妹の切り札だ。

　互いに背を接するほどの至近距離で剣を振るっているのに、相手の動きを阻そ害がいすることがない。まるで一体に四本の腕を持つ魔人が暴れているような見事な動きだった。













　ウェルネシアは、前述した者たちのように接近戦を挑いどまない。

　彼女は風上へ風上へと移動を繰り返しながら、仲間に影響が出ないように懐ふところに忍ばせた眠り薬を撒まいている。風向きや地形、相手への距離や人数などを瞬時に読み取って、薬の量を調整しているのだ。これも高度な職人芸だった。

　そしてアフレアは。

　前面の護りを魔術人形マリオ・マギカシゥビーニュに任せ、魔術を紡つむいで遠距離攻撃に専念している。

　凄まじい打撃力に加え、接近戦と遠距離戦のほどよい混こん交こう。四十人いたルーアル・ソシエダイ兵は、あっという間に半減……どころか、四分の一ほどに減じていた。

「なんだかさぁ」

「わたしたちの出る幕、ほとんどないよな」

　最初の計画では、敵兵を全員倒してから、手分けして輜重を焼くことになっていたのだが、こうして見ていると、遊撃小隊の六人とアスカ、ハイミオで、すべてが片付いてしまいそうだ。

　仕方がないので、新雛小隊の残り四人――シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラ――は松明に火を点ともし、馬車に積まれた輜重を焼いて回り、馬を放つことにする。

　馬車が次々と燃えあがり、繋がれた馬たちがみな逃げ去ってしまうのに気がついても、ルーアル・ソシエダイ兵たちにはどうしようもなかった。馬よりも先に自分たちが逃げだしたいくらいだ。だが、逃げだせた者はほとんどいなかった。

　それほどにジアンたちの戦闘力は高く、攻撃は烈はげしく、ルーアル・ソシエダイ兵の四十名が全滅するのに、四半刻もかからなかった。

　その頃には、輜重を積んだ馬車の大半が、派手な炎を上げて燃えていた。すべての馬も逃げ去っていたし、この時点でルーアル・ソシエダイの輜重部隊は壊滅したといえる。
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　敵と斬り合いながら、天まで届く勢いで立ち上る黒い煙を見やったアルゴラが小さく呟つぶやいた。

「なんだ、もう燃やしたのか。しかも、あの煙の上り方は……かなり派手に燃えているようだな。ということは、もう我が隊が輜重部隊の陣まで行く必要もなくなったか」

　護衛部隊の陣を突破したアルゴラ隊は、輜重部隊のいる場所へと駆けている最中に、駆けつけてきた二百と遭遇していた。その直ぐ後ろにも後続がいることを即座に見て取ったアルゴラは、敵とまともに斬り合うのを止め、自部隊に迂回行動を開始させた。

　ジアンたちが奇襲をかけて、輜重の一部を焼いたあとに、第二波としてアルゴラ隊が輜重部隊を襲うというのが、「アルゴラにも戦う機会を与えないと不味い」というレフレンシアの指摘でガブリエラが修正した作戦内容だった。

　だが、すでにジアン隊が輜重を派手に燃やしているようだ。

　事実、ジアンたちは「奇襲をかけて敵を混乱させ、その隙に輜重の一部を焼く」という作戦を「その場に残った兵を全滅させ、輜重をすべて焼く」に変更していたのだ。

　敵が混乱している隙に焼く方法では、半分も燃やせれば御の字だろう。ところが、敵は五十を残しただけで陣から離れていった。五十しかいないのであれば、残った部隊を全滅させて完かん膚ぷ無きまでに焼き尽くすことが可能になる。

　作戦変更は真っ先にジアンが言いだした。ジアンにしてはよく考えている？　いや、普段の彼女はアレだが、いざ戦闘になれば、ジアンだってそれなりの発想力と判断力を備えているのだ。

　ジアンたちの作戦変更は見事に当たった。

　全員で五十名に当たるまでもなく、八人で片がついてしまいそうだから、新雛の四人は余裕で火を点けて回れた。おかげで輜重は完全に焼却することができた。護衛部隊が戻ってきても、もはやどうしようもない。

　派手に立ち上る黒煙から、それらの状況を推察したアルゴラは、自分たちが駆けつける必要もなくなったと判断した。

　彼女は眼前の敵を鋭い刺し突とつで葬ほうむると、周囲で闘っている配下に合図を送った。

「目標は達成された。直ぐにこの場を離れる。新あら手てに包囲されないように気をつけつつ、敵を引っ張っていく。左手方向へ走れ」

　離脱していくアルゴラ隊を、護衛部隊の二百が追いかけてくる。

　アルゴラ隊は二百を引き連れたまま、その場から離れていった。

　そこからがアルゴラ隊の本領発揮の時間だった。

　輜重を焼くより敵兵と斬り合うほうがアルゴラの好みだ。そしてアルゴラ隊には隊長と同じ好みを持つ隊員が多い。アルゴラ隊は敵の新手二百を引きつけ、後尾を繰り替えながら、追いかけてくる敵の先陣と斬り合いつつ退却するという、とんでもなく高度な作戦行動を実行した。当然、後尾で戦う隊員の先頭に立っているのはアルゴラだ。

　アルゴラ以下、全員が火の玉のような勢いで、敵兵を屠ほふり続ける。

　アルゴラと彼女の部隊の恐るべき戦闘力に恐れをなし、護衛部隊二百の追撃の速度は大いに鈍った。その隙に、アルゴラ隊は全員がまとまって、悠々と離脱していった。
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　一方、護衛部隊二百のあとを走ってきた輜重部隊の隊長は、敵部隊と遭遇した二百が、逃げていく（と隊長には思えた）敵を追いかけ始めたのを見て、少し迷った。

　敵の兵数は七、八十。味方は二百。有利だとはいえ、必勝といえるほどの数ではない。それに相手は逃げにかかっている。二百だけでは逃げられてしまう虞がある。

　とそこまで考えて、最終的に隊長は自分が連れている四百五十を二手に分けることにした。

　二百を護衛部隊の二百の援軍としてあとを追わせる。残りの二百五十は、予定どおり、護衛部隊主力が戦っている戦場へと向かわせる。

　しかし、彼が人選をしているあいだに、事態は進み、状況は変わった。

「隊長、あれを！」

　部下の叫びに顔を上げた輜重部隊の隊長が見たものは。

　林の中に何本も立ちのぼる黒こく煙えんだった。

「なんだとぉぉ!?　まさか輜重がぁぁ!?」

　隊長の悲鳴にも似た絶叫が響く。

　彼だけでなく、幹部も兵もその場に呆然と立ち尽くした。
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　戦場にいた護衛部隊の主力は、なんとか混乱を抑え、陣を突破したアルゴラ隊を半数ほどで追いかけた。残りはヨーコ隊と戦っている。

　必死の戦いが功を奏そうし、ようやくヨーコ隊を押し戻すことに成功した護衛部隊だが、これは黒煙が上がったのを見たヨーコ隊が、自ら退さがったというのが実情だった。

　当然、護衛部隊も背後で上がる黒煙に気がついた。

「おい、あれは！」

「まさか、輜重が!?」

「敵の新手が!?」

「ベティスの本隊はあちらに回ったのか!?」

「一刻も早く戻って、消火を！」

　もはやヨーコ隊を追撃するどころではない。

　護衛部隊は再び、そして決定的な大混乱に陥った。

　黒煙を遠望したヨーコも、アルゴラ同様、自分たちが行くまでもなく、輜重はジアンが指揮する奇襲部隊によって大部分が焼かれたことを悟った。

　ヨーコは直ちに引き揚げを命じ、彼女の部隊は整然と戦場から離脱していった。

　負傷者は何人かいたが、討ち死には一人も出なかった。負傷者も、直ぐに救急分隊員が治療に当たったため、身動きできないほどの重傷には至らない。

　結局、ヨーコ隊に対する追つい撃げきはかからなかった。その場に留まっていたルーアル・ソシエダイ兵は、すべてが輜重部隊の下へと駆けていってしまった。
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　唖あ然ぜん、呆然とその場に立ち尽くしていた輜重部隊の隊長だったが、しばらくしてからようやく我に返った。

　直ぐに戻って、輜重の残りを確保しなければ！

　そう決断した隊長は、四百五十を率いて直ちに取って返した。

　だがしかし。

　もはや遅きに失したと言うしかない。

　元いた場所まで駆け戻った輜重部隊の四百五十が目まの当たりにしたのは、輜重を積んだ馬車はすべて焼かれ、馬はすべて逃げだし、見張りのために残してきた五十名は全滅という惨さん状じようだった。

　結局、この四百五十は、輜重の守備にも、アルゴラ、ヨーコの両隊に対する攻撃にも参加できず、なんの役にも立たないまま辺りを右往左往しただけに終わった。

　右往左往したのは、輜重部隊の護りのために付けていた護衛部隊二百も同様だった。いや、その二百は、アルゴラ隊を追いかけた挙げ句、思ってもみなかった被害を出していたから、ただ右往左往しただけよりも始末が悪かった。
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　輜重部隊が呆然と佇たたずんでいるところへ護衛部隊の主力が駆けつけてきた。

　彼らもまた、眼前に広がる惨状に声もなく立ち尽くすだけだった。

　さらに、アルゴラ隊を追いかけていった二百も戻ってきた。

　彼らは半数もいない敵を追撃したにしては、全員が青あお息いき吐と息いきの状態だった。

　結局、ここに集まった護衛部隊は、およそ五百弱。

　百名以上が死傷して使い物にならなくなったことになる。兵数で大きく劣る相手に対して損そん耗もう率りつが二割近いという損害を出したのだから、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのアルゴラ隊とヨーコ隊の戦闘力の高さが窺い知れる結果だった。

　一方、輜重部隊の五百も五十名を失っている。こちらは、何もしていないのに兵員の一割を失うという大失態だ。

　その大失態を誤ご魔ま化かすためか、輜重部隊の隊長が、参戦を命じた護衛部隊の隊長を詰なじり始めた。

　当然、護衛部隊の隊長も黙っていない。

　二人が言い合い……というか、罵ののしり合いを続けていると、副隊長以下の幕僚も参戦してきて、双方の幹部同士が雁首を並べて口汚く罵り合うという体ていたらくを兵の前で披ひ露ろうしてしまった。

　戦後処理をそっちのけで幹部同士が諍いを続けているうちに、配下の兵たちも険悪な雰囲気になり、睨み合いを始める始末。

　味方同士が一触即発になっているあいだに、彼らはすっかり包囲されていた。

　言うまでもなく、包囲したのはル・アンヘル救援のベティス二大隊千六百。そこに白はく兎と騎き士し団だんの本陣要員も参加している。

　一方、護衛部隊と輜重部隊の残存兵力はおよそ九百強。

　戦力比は二対一。通常の状態でもルーアル・ソシエダイ側に厳しい数字だが、実際は数字以上に戦力の開きがある。護衛部隊はつい先ほどまでアルゴラ隊、ヨーコ隊と死し闘とうを繰り広げてきたばかりなのだ。兵に疲労があるし、武器や防具も疲ひ弊へいしている。

　輜重と共に予備の武器や防具などを積んでいたのだが、それらも馬車と一緒に燃えてしまっている。

　剣自体は糧秣のように燃えてなくなるわけではないが、燃え残った剣は切れ味が極端に鈍くなる。それでは戦えない。また、燃え残った鎧を着けるくらいなら、傷がついていても、いま着けている物のほうがマシだ。

　ということで、兵員、武装共に疲弊している護衛部隊の戦闘力は、人数の減少以上に大きく落ち込んでいる。

　そんな状態で二倍近い新手に囲まれてしまえばどうなるかは、火を見るよりも明らかだった。

　本当なら、いち早く戦後処理を行い、辺りに物見を出し、偵察を行わなければならなかった。撤収していった救援部隊の一部がこうして輜重を焼きに来たのだから、本隊もどこかに残っているのではないかと疑うのが当然だ。というか、そう疑ったからこそ、護衛部隊は輜重部隊を逃がそうとしたのに。

　それなのに、仲間同士で言い争うのに忙しく、ルーアル・ソシエダイ部隊は、当然するべきことを怠おこたった。

　輜重部隊が宿しゆく営えいしていたのが見通しが悪い林の中だったのも彼らに災いしたが、これは水場に近い場所を選んだためだから、仕方のないことではあった。

　彼らが気がついたときには、すべてが手遅れになっていた。

「かかれ！」

　アクレィムとオースティスの号令がかかり、ベティスの二大隊が林の周囲から雪崩なだれのように襲いかかってきた。

　陣も敷いていない。どころか、そもそも戦う準備も心構えもできていないルーアル・ソシエダイ部隊は、なんの抵抗もできなかった。

　それは一方的な殲せん滅めつ戦。

　戦うことを諦め、その場から逃走する兵が続出する。

　だが、彼らのほとんどは逃げ切ることが叶わなかった。

　一旦離脱し、態勢を立て直したアルゴラ隊とヨーコ隊が、友軍の到着を察知して急行してきたのだ。

　戦場から必死で逃げだすルーアル・ソシエダイ兵に、アルゴラ、ヨーコの両隊が襲いかかる。

　それで戦いは終わった。呆気ないほど簡単に終わった。

　ルーアル・ソシエダイ兵は次々に武器を捨て、鎧を脱ぎ、両手を挙げ、降伏の意思を表明するのだった。
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　戦闘が終わる頃に、疲弊しきったレオノーラを抱えたジアンたちが、輜重部隊が宿営していた場所へ再び現れた。

「結局、最後の美味しいところには参加できなかったな」

　とジアンがぼやくと。

「ま、いいでしょ。充分に働いたと思うわ、わたしたち」

　ノエルノードが、自分を慰なぐさめるようにそう言った。

「これでガブリエラ団長の作戦の第一段階は終了したね」

　とセリノスが言うと、ウェルネシアが、

「完璧じゃない？」

　と応じる。

　さらにアフレアが、

「できすぎかもよ」

　と続くと。

「いやぁ、大魔王様にしてみると、まだ足りないって言うかもしれないよ？」

　とデイレィが戯おどけ。

　遊撃小隊の六人は笑いだした。

　って、いやしかし、ほんと、笑い事じゃないんだけど。

　アスカ以下、新雛小隊の六人は、笑うどころか、ガブリエラの策略の恐ろしさに身震いしそうだ。

　何しろ、これで第一段階が終わっただけだものなぁ。

　第二段階が終了したときには、ル・アンヘルの街は開放されていることだろう。ルーアル・ソシエダイのル・アンヘル奪回軍主力までも壊滅していることだろう。

　ガブリエラのことを、羊の皮を被った大魔王だってレフレンシアの奴が言ってたけど、まさに言い得て妙だよなぁ。

　変な感心の仕方をしてしまうアスカだった。
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　護衛部隊と輜し重ちよう部隊の合計千百を除いた二千九百がルーアル・ソシエダイ軍の残りとなるわけだが、今その軍勢はル・アンヘルの街とその周囲にいる。

　入城する際に奪だつ回かい軍を率いるスアレス将軍は、以下のように兵を配していた。

　街の外、城じよう壁へきの周囲に五百。

　城門の前に三百。

　城門の周囲に二百を配置。

　城壁の上に三百を配置。

　街の中の大通りや、主要な辻つじ毎ごとの見張り、巡じゆん邏らに四百。

　スアレスが王宮に乗り込むために率いたのが一千。

　物もの見み要員として放ったのが二百。

　王宮のみならず、街の全域を押さえ、ベティス兵の影も形も見えないことを確認した後に、スアレスはこれらの兵員を以下のように配置換えした。

　城壁の周囲に置いた五百を街道まで進め、簡易陣地を構築させる。

　城門の周囲の二百を街中に入れ、先に入れておいた四百と合わせて治ち安あん維い持じを担当させる。

　城門前の三百には天てん幕まくを張らせ、各部隊と街中の連絡中ちゆう継けい役を担当させる。

　スアレスは王宮内だけでなく、街中も調べさせ、どこかにベティス兵が隠れていないかを探らせたのだが、結局、ベティス兵はどこにも見当たらなかった。

　しかし捜そう索さくの兵は、代わりにとんでもないことを発見していた。

　王宮の倉庫に積まれている兵ひよう糧ろうの大半が駄目になっているのだ。

　何があったのかは判らないが、小麦は黒や茶色に変色し、野菜はすっかり萎しおれ、肉も黒ずんでいる。これは、ウェルネシアから預かった毒や薬を、使者として王宮に入ったときにジアンたちが使った結果だった。

　自分の目で検分したスアレスは、思わず呻うめいてしまう。

「……酷ひどいな。この様子だと、食べられる物は三分の一、いや四分の一もあるまい」

　だが、だからこそベティス軍は籠ろう城じようを諦め、城から退去していったのかもしれないとスアレスは思った。

　たしかにこの状況では、援軍が街に入っても、ほどなく兵糧に困るのは確実だ。

　とはいえ、それはルーアル・ソシエダイ軍にもいえることで、四千もの軍勢を養っていくには大量の食しよく糧りようが要いるのだ。ル・アンヘルの街を奪回すれば兵糧の問題は解決すると踏んでいたスアレスは、その期待を大いに裏切られることになった。食べる物がなければ、どれだけ兵がいようとまともに戦えなくなる。

「こうなると、ぐずぐずしてはおれん。輜重部隊に早く兵糧を運び込ませなくては」

　幸さいわい、街中は落ち着いている。ベティス兵がどこかに潜んでいて、街に入った自軍を襲ってくるのではないかと恐れていたが、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

　スアレスは輜重部隊が運んできた兵糧を王宮に運び込ませ、なおかつ使者を本国に送って追加の兵糧を要請することに決めた。もちろん、新たな兵糧が必要になったのは、自軍が「ル・アンヘルの街を奪回した結果」であることを強調しなくてはならない。

　その辺りを勘かん案あんした書面を作成し、本国への早馬を仕立てようとしていたスアレスの下もとへ、とんでもない報しらせが飛び込んできた。
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　城内の望ぼう楼ろうに登っていた見張りの兵が立ちのぼる黒こく煙えんを発見したのだ。しかも、その方向と距離は……。

「おい、あれは輜重部隊のいる辺りではないか!?」

「……たしかに」

「まさか、輜重部隊に何かあったのか!?」

「ここで詮せん索さくしていても始まらん。一刻も早くスアレス将軍にお知らせしろ」

　望楼での見張りに立っていた部隊の小隊長は、即座に伝令を走らせた。
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「なんだと!?　輜重部隊が帯たい陣じんしている辺りで黒煙が上がっているだと!?」

「ははっ」

「間違いないのか!?　夕ゆう餉げのための煮炊きの煙を見間違えた可能性は!?」

「あれほどの黒い煙、煮炊きのものとは思えません。だいぶ日が西に傾いてきておりますので確実だとは言えませんが、おおよその距離と方角は輜重部隊がいた辺りだと見て間違いないかと」

　スアレスは王宮の謁えつ見けんの間まに幕ばく僚りようたちと共に陣取っていた。すでにベティスへ通じた主立った者はみな身み柄がらを押さえてあるので、王宮のどこを使おうと自由だった。

　そこでル・アンヘルの街を確保するための指示を矢や継つぎ早に出していたスアレスだが、報告を聞いて顔面が蒼そう白はくになる。

　彼だけではない。

　居並ぶ幕僚も顔色を失い、不安げな面おも持もちで互いの顔を見やった。

　椅い子すから立ちあがったスアレスは、長机を挟んで座っている副隊長に向かって叫んだ。

「城内の警備に当たっている兵員の中から二百ほどの大物見部隊を編制し、輜重部隊の安否を確認させるのだ！」

「はっ」

　命令を受けた副隊長が腰を浮かせたとき、新たな凶きよう報ほうが飛び込んできた。

「申しあげます！」

「何事か？」

「物見に出した十三番隊から伝令が走ってきました」

　一瞬、顔を見合わせるスアレスと副隊長だが。

「直すぐにここへ通せ！」

　スアレスの言葉に、報告に来た部下は踵きびすを返した。

　スアレスは嫌な汗が脇わきの下に流れるのを感じる。

　部下はさほど時間を置かずに二人の伝令を連れて戻ってきた。

「どうした!?」

　と副隊長が訊きくと。

「それが……」

　少しだけ言い淀よどんだ伝令は、しかし、意を決して報告を行った。

「物見十三番隊は、輜重部隊と護衛部隊が全滅しているのを発見しました」

「な……」

「しかも、輜重を積んだ荷馬車はすべて燃やされ、馬はすべて逃げ去っておりました。食べられる食糧は一ひと欠片かけらも残っていないと思われます」

　報告を聞いて、スアレスが絶句した。

　彼の左右に居並んでいた幕僚も、口をあんぐりと開け、阿あ呆ほうのような顔で伝令を見つめている。

「ま……間違いないのか!?」

　ようやくのことでスアレスは声を絞りだしたが、そんなことを間違うはずがない。

　煙を遠えん望ぼうしただけだったら、それこそ煮炊きの煙か、あるいは何かの事故で荷馬車が数台焼けたとか、そういう可能性もあるが、部隊が全滅しているところをその目で見たという以上、部隊は全滅したのだ。馬車が燃えているのをその目で見たという以上、馬車は燃やされたのだ。

　敵によって。

　敵。

　それはつまり、ベティスのル・アンヘル救援軍に外ほかならない。

　いったい、いつの間まに、どうやって……。

　謁見の間は重い沈黙に支配された。

「むっ、いかん！」

　最初に我を取り戻したのはスアレスだった。さすがに歴戦の指揮官だけのことはある。

「輜重部隊を全滅させたベティス軍がここに来る！」

　将軍のその言葉に、幕僚たちがはっと我に返った。

「直ぐに外の部隊を街中に入れよ！　籠城の準備をするのだ！」

　街道沿いに展開させた五百は簡易陣地の構築を始めたばかりだ。いま敵に襲われたらあっという間に壊滅する。

「し……しかし、スアレス様」

　声を発した副官は顔を歪めている。

「どうした？」

「ひょ……兵糧が……」

　副官の指摘にスアレスが、ぐぅ、と呻いた。

「籠城しても、兵糧がない我が軍は、五日と保もちません」

　そう、そのとおり。

　王宮の兵糧は大半が駄目になっている。

　輜重部隊が運んでいた兵糧はすべて燃やされたという。

　兵糧がない状態で籠城しても意味はない。相手は街を囲んでいるだけで勝てるのだ。

　あちこちで幹部たちの悲鳴が上がった。

　スアレスは苦く悶もんに歪んだ顔で命令を出す。

「お……王宮内の倉庫に残っている兵糧が何日分になるのかを、正確に計算させろ」

「はっ」

　指名された幹部兵数人が謁見の間から飛びだしていった。

「兵糧の問題はあと回しにするとして、外に展開している部隊の回収を急ぐのだ。敵が押し寄せてきたら、最悪、各個撃破されてしまうぞ。直ぐに収容を開始しろ」

「ははっ」

　またもや指名された幹部兵が数名、部屋を飛びだしていった。

　残ったのはスアレス以下、副官一人と三名の幕僚である。

「スアレス様、こうなったら住民から強きよう制せい的に徴ちよう発はつするしかないのでは？」

「それだけは……できん」

　苦い薬でも飲み干したときのような表情で、スアレスは副官の進言を否定した。

　ル・アンヘルは、元々イリアスタ陣営に属していた街。つまりルーアル・ソシエダイ陣営の街だったわけで、敵対していた街を陥おとしたのではない。住民への懲ちよう罰ばつ的な行為は上層部から禁止されている。とくに兵糧の強制徴発は固く禁じられていた。

　そんなことをすれば住民の反発は免まぬがれず、将来への禍か根こんを残すことになりかねないというのが上層部の判断だ。その命令を無視して徴発することなど、一介の奪回軍指揮官でしかないスアレス将軍には、とうていできない相談だった。

「であれば、むしろ街を出て決戦を挑み、野戦で決着をつけたほうがいいのではありませんか？」

　と幕僚の一人が進言した。

「敵の部隊を撃退すれば当面は安あん泰たいになります。本国、もしくは近隣の友好都市に使者を送って兵糧を調達しても、充分に間に合うのではないでしょうか」

　その考え方は、たしかにある。だが……。

　ベティスと白兎騎士団しろうさぎの救援軍は、およそ二千という報告が入っている。城内にいたベティス兵がそれに合流していると仮定すると、総兵力は三千近くになるだろう。

　もちろん、ルーアル・ソシエダイ軍は全兵力を野戦に投入できるわけではないのだが、そうであっても、兵力比は互角。

　兵糧に不安がある奪回軍としては、速戦即決で勝敗を決してしまったほうが得策だという部下の主張には一理あった。

　しかし、スアレスはその決断ができなかった。

　彼がいちばん恐れたのは、せっかく奪回したル・アンヘルの街を、野戦を行っている隙に奪い返されてしまうことだった。

　野戦を行っているあいだに、退去していったベティスの籠城部隊が空になったル・アンヘルの街に押し寄せてきたら。

　考えるまでもなく易やす々やすと奪い返されてしまう。

　では、街の守備に五、六百も残しておくか？　しかしそれでは、兵力的に敵の援軍と互角になってしまう。勝つか負けるかは五分と五分。せっかく街を奪うばったというのに、五分五分の勝負では、こちらのほうが損だな。

　スアレスはそう考える。

　全軍を率いていけば野戦の勝利確率は上がるが、街を奪とり返される虞おそれがある。もしも奪とり返されたら、たとえ野戦に勝利しても、ベティスの援軍が街の中に逃げ込んでしまうだろう。それでは街を奪うばった意味がなくなってしまう。彼の部隊の戦術目標は、ル・アンヘルの奪回なのだ。

　相手を再起不能なまでに叩きのめし、味方にはほとんど被害が出ないという完全完璧な勝利が得られれば、取って返してもう一度街を囲み、強攻して再奪回することも可能になるが……。

　そんな上う手まい話はないな。同数の兵力で激突して、片方だけが損そん耗もうもせずに大勝利を収めるなど、ふつうはあり得ん話だ。

　スアレスは歴戦の勇者だからこそ、そう考える。己の経験を振り返っても、軍の歴史を紐ひも解いても、そんな勝利はよほどの僥ぎよう倖こうに恵まれない限り起こり得ない。もはやそれは奇跡の領域だ。

　ここで奇跡を願っても仕方がない。むしろ、そんなものを頼りに戦ってはならない。

　それが有能な指揮官であるスアレスの方針。

　雌し雄ゆうを決するほどの決戦になれば、敵も味方も激しく損耗する。

　たとえベティス軍を討ち破ったとしても、全滅させるのは至難の業わざ。それなのに、味方の部隊も二割から三割は損耗する。過去の戦史を紐解けば、最悪、五割近くの損耗も考えられる。

　そうなると……舞い戻ってきたベティスの籠城軍が、ちゃっかりル・アンヘルの街を取り戻していたら、半分近くに兵力を減らした状態で、しかも全員が疲ひ弊へいした状態で強攻しなくてはならなくなる。

　そう、今度はスアレスの軍は、間違いなく強攻しなくてはならないのだ。

　何な故ぜなら、手持ちの兵糧がないから。

　奪回軍の作戦からは、包囲して相手の消耗を待つという選択肢が消えているのだ。

　それに……。

　スアレスは内心で唸うなる。呻く。苦く吟ぎんする。

　野戦に持ち込んだところで勝てる保証はないのだ。兵力が同数で兵の質も同水準なら、そして戦いくさの準備がほとんどできていない状況では、戦いの結末は「やってみなければ判らない」ことになる。

　勝てる確率が五分五分で、勝っても兵員を大きく減らしてしまう。

　街を出たスアレスの部隊が戦っているあいだ、街を脱出したベティスの部隊がおとなしく戦況を見ているだろうか。ほぼ空っぽになった街を指を咥くわえて見ているだろうか。

　もちろん救援軍に合流しているという可能性もあるが、スアレスには、まだどこかに潜んでこちらの様子を窺うかがっているように思えて仕方がない。

　どうしてそう思うかは彼の勘かんでしかないが、輜重部隊とその護衛部隊を壊滅させた相手の鮮あざやかな手並みを見ていると、そう思えるのだ。この辺は、ガブリエラが仕掛けた神経戦にスアレスが重圧を受けているわけだが、彼にはそんなことは判らない。

　よしんば勝てたとして。兵員の損耗率が三割から四割だとして。疲弊した我が軍で、街に舞い戻ったベティス兵を相手に街を陥おとせるだろうか。

　ベティス軍が街に籠こもり、ルーアル・ソシエダイ軍が街を囲むという図式は、戦いが始まる前となんら変わらない。変わらないのに、その中身は大いに違っている。

　籠城軍は無傷で逃げだしているから、舞い戻ってくれば、以前と同じ兵力が街に籠ることになる。一方、ルーアル・ソシエダイの奪回軍は……。

　スアレスの予想どおりの損耗率だとすると、なんと、四千いた兵が半減しているではないか！

　どうあっても、もう一度街を奪われるのは不ま味ずい。決定的に不味い。では、やはり街の守備に兵を残し……いや、それでは野戦が厳しくなる。

　珍しくスアレスは迷っている。少し弱気になっている。

　彼ほどの者が迷うのは、弱気になるのは、輜重部隊とその護衛部隊の合わせて千百が、自分の知らないあいだに全滅していたという事実に影響されているからに外ならないのだが、彼自身にはその自覚はない。

　野戦で大勝利を収め、損耗率が予想より低く済む可能性はある。だが、逆に損耗率が予想より高い可能性だってある。どころか、野戦で負ける確率だって半分近くある。

　結局スアレスは、野戦で決着をつけるという策はあまりに分の悪い賭かけだと結論づけた。

　となれば、やはり街に籠るしかない。兵糧は……直ぐに伝令を送って、近隣の友好国からかき集めるしかないだろう。

　もっとも、包囲されてしまえば兵糧の運び込みはできなくなるのだが、敵は最大でも三千なのだ。新たな輜重部隊と共に後ご詰づめが来てくれれば、今度は囲んでいるベティス軍が窮きゆう地ちに陥ることになる。後詰めが来れば積極的に街から討って出ることもできるし、上手く事を運べば戦わずに囲みを解かせることができるかもしれない。

　その間かん、ル・アンヘルを保持しておけば、少なくともスアレスは「ル・アンヘルの街を奪回する」という戦術目標を達成したことになる。

　すでに一千以上の兵員を失っているスアレスとしては、これ以上の損害を出すことはできない。たとえ救援軍を撃退し、ル・アンヘルの街を確保できたとしても、そのとき兵員の半数をも失っていれば、必ず叱しつ責せきされるだろう。

　ここまできて、それはできん。そんな事態だけは避けなくてはならん。そんなことになったら、なんのために苦労してきたか判らんではないか。

　スアレス将軍ほどの歴戦の勇者でも最後のところは保身に走ってしまうというのが、ルーアル・ソシエダイ軍の、いや、この世界の軍人の現実であった。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの強みは、その手の保身とは無縁のところにある。

　そもそも白はく兎と騎き士し団だんは国家組織ではない。

　団長は終身制ではないし、身分も世せ襲しゆう制ではない。どころか、団員はいずれ一定以上の年数を経れば退団するのがふつうなのだ。

　もちろん一兵卒で退団するのと幹部まで勤めあげて退団するのでは、その後の人生に差ができるのだが、苦労してまで出世する必要はないと考える者も多い。白兎騎士団しろうさぎは入団するだけでも箔はくがつくところなのだ。白兎騎士団しろうさぎは所属しているだけで周囲の人々から尊敬を受けるところなのだ。

　だから騎士団のために命を投げだそうと思う者は少ないが、騎士団の為なす正義のために命を懸けようと思う者は多くいる。それこそが白兎騎士団しろうさぎの強さの源げん泉せんである。

　という白はく兎と騎き士し団だんに関する考察はさておき。

　スアレスは一か八かの勝負をするのではなく、もう少し可能性のありそうな策に賭けることにした。

「我が軍は街に籠り、兵糧と後詰めの到着を待つ」

　それがスアレスの下した決断だった。

　指揮官が決めたのなら否いやも応もない。

　副官以下、幕僚たちは、急ぎ籠城戦の準備を開始した。

　そしてその日の夜遅くに、ル・アンヘルの街はベティスと白はく兎と騎き士し団だんの連合軍に包囲されてしまった。
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　深夜、日付が変わる頃になって、兵糧の調査を終えた部下が謁見の間に陣取っているスアレスの下に戻ってきた。

「王宮内のあらゆる場所をもう一度調べ直しましたが、この人数ですと、兵糧は三日分しかございません」

　この人数とは、即ち、街中に入ったルーアル・ソシエダイ軍二千八百人という意味だ。物見に出していたうちの半分ほどは街への帰き還かんが叶わなかった。敵に捕まったか、逃げ去ったかのどちらかだろう。

　部下の報告を聞いたスアレスは、思わず顔を歪めた。

「三日か……」

　周りにいる幕僚の表情に、さらなる不安の翳かげが差す。

「こうなったら仕方がない。兵たちには悪いが、毎回の食事の量を減らすしかないな。なんとかして倍の六日は保もたせろ」

「ははっ」

「六日も保てば、異変を知った友好国が本国へ早馬を走らせ、本国がなんらかの手を打つ時間が稼かせげる。本国が大がかりな後詰めを送るには少し時間が足りないかもしれんが、近隣の友好国から選抜した後詰め部隊が来てくれるだけで大違いだ。後詰めが来れば、いくらでも方法はあるのだからな」

　スアレス将軍の言葉に、居並んだ幹部の顔に僅わずかな希望の光が差した。

　だが、本当は方法などいくらもないのだがな。

　スアレスには、後詰めが来ただけで事態が解決できないことは判っている。すべては後詰めの兵力次第だ。

　とはいえ、ベティス、白はく兎と側の兵力にも限りがあるのだ。兵力はともかく、後詰めが来ればなんらかの対応を取らないわけにはいかん。そこに付け入る隙はできるはず。

　スアレスは、このまま痩やせ我慢をして援軍の到来を待ち、そこから先は出たとこ勝負だと、そういう構想を描いている。そのためには、この苦境を知らせる密使がなんとしてもこの街を脱出する必要がある。たとえ一人でも、どこかの街に走り込んでくれさえすれば……。

　そのためには百人が犠ぎ牲せいになろうと二百人が犠牲になろうとかまわないと、スアレスは覚悟を決めた。

　いや、そこまで難易度は高くないはずだ。相手が二、三千なら、その包囲網、蟻ありの這いでる隙間もないとはいかぬはず。闇に紛まぎれて脱出を図れば、必ず誰かが……。

　藁わらにもすがる思いで、スアレスは使者の選抜を副官に命じるのだった。
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「討って出るかと思ったんだがな」

　固く城門を閉ざしたル・アンヘルの街を見やりながら、アルゴラがなんとなくつまらなそうに呟つぶやいた。

　ルーアル・ソシエダイ軍が討って出れば、スアレスが恐れたように、別働隊が空になった街を乗っ取ってしまう手て筈はずになっている。そうなれば、救援軍は正面から戦わず、上手く立ち回って相手を引っ張り回し、隙を見て街に入ってしまえばいい。兵糧は救援軍が持ってきた物で当座は凌しのげるし、後続の輜重部隊もいる。相手に兵糧がない以上、ルーアル・ソシエダイの奪回軍は包囲を続けることができない。

　相手が街の守備に兵を残すようなら、討って出てきた部隊に先制攻撃をかけ、これを撃破してしまうと、そういう予定だった。

　正面からの斬り合い、叩き合いのほうが好みのアルゴラは、できれば籠城戦ではなく野戦になってほしいと密ひそかに願っていたから、敵が街から出てくる気配がなくて、少しがっかりしている。

　いまアルゴラたちが立っているのは、ル・アンヘルの街の救援軍転じて包囲軍となったベティス・白はく兎と連合軍の前線で、街の大手門を間近に臨のぞむ場所だった。

「そうですね。敵の指揮官、思ったよりも我慢強い人間のようですね」

　と頷うなずいたのはヨーコ。

「でも～～、兵糧とか、どうするつもりなんですかね～～？」

　と疑問を呈ていしたのがレオノーラ。

「密かに街を脱出した伝令が、援軍と輜重をもたらしてくれると、そこに期待しているんだろ」

　そう応えたのはレフレンシア。

　敵の指揮官の狙いなど先刻承知という物言いだ。

　レフレンシアとガブリエラはすでに敵の着手を読み切り、それに応じる一手を打っていた。













「今頃はジアンたちが大忙しだな」

　と言って苦笑するのはクシューシカ。

　敵がなんとか街から使者を脱出させ、緊急事態を友好国や本国に報せようとするのを阻止するための一手。それが遊撃小隊と新雛ひよこ小隊の投入だった。

「なぁ、ガブリエラ団長」

　クシューシカが目を転じると。

「ジアン始め、遊撃小隊と新雛小隊のみんなには、ちょっと申し訳ないんですけど」

　本気で申し訳なさそうな表情でガブリエラが応えた。

　即座にアルゴラから、

「ちょっとだけか？」

　と突っ込みが入る。

「ああ、いえ、あの、たくさん！　たくさん申し訳ないです」

「言葉遣いがおかしいぞ、団長。アルゴラに突っ込まれて慌てるということは、申し訳ない度は、じつはあまりたくさんではなかったということの裏返しだな」

　と、さらにレフレンシアから鋭い突っ込みが入り、ガブリエラは気まずそうに視線を逸らせた。

　ガブリエラが実際にどう感じているかはともかく、ジアンやアスカが大忙しの大活躍中なのは間違いのない事実だった。

　遊撃小隊と新雛小隊の任務は、ル・アンヘルの街を脱出していく密使を捕らえ、または始末することにあった。

　今度は自分たちが籠城軍になったルーアル・ソシエダイ軍にとって、送りだした密使こそが命綱だ。

　その命綱を切る。

　異変を報せる密使、ただの一人も見逃さない。

　ここで起きていることをルーアル・ソシエダイ本国が知るのを極力遅らせる。それがガブリエラの作戦を仕上げるために必要なことだった。

　だからジアンたちの任務は重要だ。責任は重大だ。

　もちろん、密使発見の任務に就ついているのはジアンたちだけではない。街の周囲には多くの兵員が投入されているが、包囲している兵力に限界がある以上、スアレスが読んだとおり、包囲網は完璧とはいかなかった。

　闇夜に紛れて脱出を図れば。

　その中に魔術士マギエラが混じっていれば。

　見逃す虞はたしかにあった。

　だが、一騎当千の遊撃小隊六名と、彼女たちに匹敵する腕前を誇ほこるアスカに率いられた新雛小隊であれば。

　相手が闇に紛れようと、魔術で目を眩くらませようと、見逃すはずがないのだ。

　スアレスとて下へ手たな指し手ではなかった。彼の読みはかなり正確で、着手はそこそこ鋭かった。

　だが、スアレスの読みにはない手駒が、それも強力な手駒が白兎騎士団しろうさぎにはあったと、そういうことだった。

　ジアン以下の十二人は見事に期待に応えた。

　脱出を図る敵兵を他の兵よりも早く見つけ、他の兵よりも確実にその兵員を捕らえ、または屠ほふった。

　すでにルーアル・ソシエダイ軍が街に籠ってから三日が過ぎたが、今のところ脱出に成功した者は皆無だった。
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　ルーアル・ソシエダイ軍がル・アンヘルの街に籠ってすでに六日が経った。

　スアレスはこれまでに百人以上の密使を送りだしていた。昼間、商人に偽装させて、堂々と送りだした者もいる。多数の密使を送りだすのは守備の兵力が減ることを意味するが、兵糧の消費が抑えられるという利点もある。

　送りだした人数の九割までもが捕らえられたとしても、十人くらいは逃げ果おおせているはずだ。商人に化けた者のうち、一人や二人は身分検あらためを抜けられたはずだ。それに、定期の連絡が届かないことを本国が訝いぶかしんでも不思議ではない。そろそろ、どこかから何か反応があってもよい頃なのだが……。

　スアレスに不運だったのは、コリントゥスが陥おちたため、後方に控えていた予備部隊の二千が、コリントゥスへ兵糧を運び込むため移動していたことだった。コリントゥスの街がああまで鮮やかに陥ちなければ、もしかしたら予備部隊はなんらかの対応が取れた……かもしれないのだが、それは結果論にすぎない。

　スアレス将軍の顔には焦しよう慮りよの色が濃い。

　城壁の上や望楼には目のよく利く兵を大勢上げ、昼も夜も――もちろん夜間は視界が利かないが、移動する松たい明まつの炎は遠くからでもよく目立つ――見張らせているが、今日まで朗報は届かなかった。

　ルーアル・ソシエダイ軍は籠城一日目から食事の配給量を減らしていたが、四日目からさらに減らすことになった。

　兵だけでなく幹部も、ここ一両日はまともな食事をしていない。

　そうして我慢に我慢を重ねて耐えてきたが、それももう限界に近づいている。

　空腹に耐えかねた兵の一部が殺気立っていて、その中には街中に出て住民の家を襲おうとした者さえいる。

　市中警護を任せたスアレス直属の部隊の兵がなんとか抑えてはいるが、彼らもいつまで正常な神経でいられるか。このままだと、いつか暴走した兵と一緒になって襲う側に回るかもしれない。

　もう一つ大きな問題があった。それは負傷したり病気になったりした兵の扱いだ。

　王宮にいたはずの薬くす士しや医い士しの姿がベティス兵と共に消えていたのだ。兵糧と共に、薬の大半も駄目になっていた。

　民間の医士や薬士を王宮に召しあげて治療や投薬をさせているが、民間の医士はどうしても王宮お抱えの医士に比べ腕が落ちる。また、薬士が持っている薬の量もそれほど多くない。かといって、医士を街の外から連れてくるわけにもいかない。

　ベティス兵が商人に偽装して潜入するのを恐れるあまり、街への出入りを閉ざしてしまったので、新たに薬を入手することも叶わない。負傷したり病気になったりした兵の容態は悪化するばかりだった。

　街の出入りを閉ざしたおかげで住民も食料を入手できないでいるのが、さらに事態をややこしくしていた。

　朝市くらい開かせてくれと住民から要求があったが、スアレスは却下していた。

　たしかに朝市を開けば、兵の食糧事情も多少は好転するかもしれない。だが、朝市が開かれるのは三日に一度だ。しかも、千人も二千人もの兵を賄まかなえるだけの余分な食料が持ち込まれるわけではない。住民が食べる分まで買いあげてしまえば、彼らの反感を買うのは必至。かといって、住民が食料を買っている姿は空腹を抱えた兵には目の毒だ。それこそ市場の商品を強ごう奪だつする者が出かねない。

　ここは元々、イリアスタ側、つまりルーアル・ソシエダイ陣営の都市だ。街の住民を離り反はんさせるような真似は厳げんに慎つつしめと命じられているスアレスは、住民を差し置いて朝市で食料を調達するという手段は取れなかった。

　何より、多数の商人が街に入って来れば、ベティスの兵が紛れ込みやすくなる。潜入したベティス兵に住民を扇せん動どうされたりしては堪たまらない。

　八方塞がり。それが今のスアレスの立場を、ルーアル・ソシエダイ軍が置かれた状況を端的に言い表す言葉だ。

　スアレスにできることは、空腹に耐え、兵を宥なだめ、後詰めが現れるのをひたすら待つことだけだった。
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　そうして七日が経ち、八日が経ち、ついに王宮の食料庫は空になった。

　住民の台所の保存食も尽きようとしている。

　その惨状を見透かしたように、包囲軍から降伏勧告が行われた。

　七日目に訪れた降伏勧告の使者は城門の前でけんもほろろに追い返したが、八日目の朝に訪れた使者をスアレスは王宮に入れた。

　使者の話を黙って聞いていたスアレスは、なんの返事も持たさずに使者を帰した。

　その報告を聞いたレフレンシアは、相手が投了したがっている兆ちよう候こうだと見抜いた。

　ちょっとしたことから相手の心理を見抜くレフレンシア様の眼がん力りき、さすがです。

　大いに感心し、自分も見習いたいと思うガブリエラだった。

「具体的な降伏条件を詰めて、文書にして持たせよう」

　というレフレンシアの発案で、ベティス軍の大隊長二人とガブリエラ、レフレンシア、クシューシカによって正式な降伏文書が作成された。

　その文書を携えた使者がその日の夜にもう一度城内に入り、降伏文書をスアレスに差しだした。

　文書を受け取ったスアレスは、やはりその場では何の返事も寄越さなかった。

　だが、翌日。

　ルーアル・ソシエダイ軍が意に反する形で街に籠ってから九日目の朝。

　降伏開城する旨の文書を指揮官スアレスから持たされた使者が、ベティス・白はく兎と連合軍の本陣を訪れた。送られてきた使者は空腹のあまり足取りがふらついていた。おそらく籠っている兵士すべてが同様の有様なのだろう。

　ここにル・アンヘルを巡る二度目の攻防は、「街を奪回に来たルーアル・ソシエダイ軍が、それ以上の籠城を続けられなくなって降伏する」という前ぜん代だい未み聞もんの形で決着を見たのだった。
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　武装を解除されたルーアル・ソシエダイ兵は、とりあえず食事を与えられた後、陣営の友好国へと送そう還かんされていった。世間の注目を集めるような形で、派手に、大々的に。

　一方、指揮官スアレスとその腹心たちは、捕ほ虜りよとしてベティスに連行された。これも、世間の注目を浴びるように、先触れを走らせての、昼日中の移動だった。

　一方、コリントゥスを開城して退去したコリントゥス王とその一家は、ルーアル・ソシエダイ軍の兵士によって警護され、マナティウスまで送り届けられていた。

　もちろん警護というのは単なる名目、ルーアル・ソシエダイ軍がコリントゥスを陥おとしいれたことを満天下に知らしめるための送還である。

　かくして、コリントゥスとル・アンヘルの街での攻防戦は、双方にとって一勝一敗の痛み分けという結果に終わった。

　コリントゥスの攻防戦ではアリアンレイの際だった手並みが耳じ目もくを集めた。

　ル・アンヘルの攻防戦では、攻めてきたルーアル・ソシエダイ軍が何故かどうしてか籠城した挙げ句に兵糧が尽きて降伏してしまったというわけの判らなさ、意味不明さで世間の注目を集めた。

　その意味するところを想像できたのはほんの一握りの人間でしかなかったが、少なくともアリアンレイは、ル・アンヘルでの敗戦がスアレスの悪手によるものではなく、相手方の妙手によるものだと直感していた。その妙手は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎによって指されたのだろうということも直感していた。

　やはり真の敵は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ。奴らの存在こそ、バロス三世王様の宿願の障害。いずれどこかで決着をつけなくてはならない。この戦の、どこかで必ず。

　アリアンレイは新たな決意と湧わきでる闘とう志しで、まだ見ぬ好敵手を睨みつける。
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　これ以降、アリアンレイとガブリエラやレフレンシアは、大だい平へい原げんのあちこちで何度もぶつかることになった。最終的には鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本拠地、クセルクス盆地でも。




　後にガブリエラ戦せん役えきと呼ばれることになる長く激しい戦争は始まったばかり。これは緒しよ戦せんにすぎないのである。














　ここはマナティウスの街の王宮。

　ル・アンヘルの街を守った鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊は、少し前にここに引き揚あげてきたところだった。三百人程度なら収容できる規模の王宮なので、今夜は屋根のある場所で眠れると団員たちは喜んでいる。どころか王宮の大浴場まで使えるということで、皆が交代で風呂を使い、戦せん塵じんを流し終えたところだった。

　しかし、まだ戦塵に塗まみれたままの者もいる。

　ガブリエラ、レフレンシア、クシューシカの三人だ。

　真っ先に風呂を使える立場にも拘かかわらず、一般団員を先に入らせて平然としているのも、他とは違う鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのよき伝統といえよう。

　王宮の一室に陣取った三人は、鎧よろい兜かぶとを外し、お茶を飲みながら今回の遠えん征せいを振り返っているところだった。

　茶器に満たされた紅茶の芳ほう醇じゆんな味と香りを堪たん能のうしていたレフレンシアは、やがて茶器を卓上に戻し、ガブリエラとクシューシカの顔を交互に見やった。

「さて、団長。緒しよ戦せんは一勝一敗という形になったけれど、感想は？」

「結果としては一勝一敗ですけど、内容としては、ややルーアル・ソシエダイのほうが押していたのではありませんか？」

「ふむ。そう思うか」

「コリントゥスの救援軍があれほどの惨敗を喫きつしてしまったとなりますと」

「クシューシカは、どう思う？」

「今回、わたしは輜し重ちよう部隊の襲撃には参加していませんからね。団長や副団長の華麗な秘策が炸さく裂れつするところすべてをこの目で見ているわけではないので断定はできかねますが……そう悲観しなくてもいいのではありませんか。ル・アンヘルでのこちらの勝利、言い換えればルーアル・ソシエダイの敗戦も、『あれほどの惨敗』に匹ひつ敵てきするものだと思います」

「そうだな。世間の耳じ目もくを集めるという点においては、互角だといっていいだろうな。けれど、ただでさえ限りのある大だい平へい原げんに置いたベティスの兵力のうち、一千が消えた痛手は大きい。団長が言いたいのは、そこだろう？」

「ええ。それに比べると、こちらは降伏した兵を大方送り返しています。兵力の損そん耗もうという点では、僅きん差さとはいえ、あちらが得点を稼かせいだと言わざるを得ません」













「だったら、こちらも捕ほ虜りよを解放しなければよかったのでは？」

　とクシューシカが訊きいた。

「いや、それはできないな」

「できませんか」

「うん、できない。千人も二千人も敵の捕虜を食わせる余裕はないし、かといって殺してしまうわけにもいかないからな。それでは、こちらが正義を言い立てられなくなる」

「やはり必要ですか、それは」

「必要だとも、クシューシカ。こういう局面での『正義』は、存外と役に立ってくれるものなのさ」

　なるほど、そういうものか。やはりレフレンシア様にはいろいろと教えられるな。

　軍事の面でならレフレンシアにも互していけるという自負があるクシューシカだが、全体を見渡す大局観ではレフレンシアに遙はるかに及ばないという自覚がある。

　一に勉強、二に勉強……だな。精しよう進じんあるのみ。

　と、そう思う。そして同時に。

　ガブリエラ新団長の発想や思考法なども勉強になるな。それこそ、わたしには逆立ちしても出てこないものだ。

　自分の短所も相手の長所も認める。年上であろうと年下であろうと謙けん虚きよに教えを請こう。こういう素直なところがクシューシカの強みでもある。そして努力と向上心を忘れないのもいいところだ。彼女も槍やり働ばたらきだけで番隊長筆頭に登ってきたわけではない。

「で、団長は、この先をどう読む？」

　とレフレンシアに訊かれ、ガブリエラは小首を傾かしげた。

「ルーアル・ソシエダイは引き続きル・アンヘル奪回の機を窺うかがうと思います。中立国に対する誘いも今まで以上に熱心になるのではありませんか」

「もう一度、ル・アンヘルを攻めてくると思うかい？」

「それは……正直、読めません」

「クシューシカは、この先をどう読む？　ル・アンヘルへの攻撃、あると思うか？」

「しばらくは睨み合いではないですか？」

「そうか」

　小さく頷うなずいたレフレンシアだが、しかし、その表情は険しい。

「あの、レフレンシア……副団長はどう考えますか？」

　とガブリエラに訊かれ、レフレンシアはきっぱりと応えた。

「わたしは攻めてくると思うよ」

「！」

「!?」

「おそらくコリントゥスを陥おとした指揮官が兵を率いてくるのではないかな。もしそうなったら……」

　レフレンシアは険しい表情のまま、二人の顔を交互に見やった。

「そうとうに手強いぞ。今度こそ、犠ぎ牲せいが出るかもしれない」


ガブリエラ戦せん記きⅠ　完










　あとがき




　お久しぶりです、舞まい阪さかです……というほど間まが空いたわけでもないですか。ともかくともあれ、ここに「ガブリエラ戦せん記き」の開幕です。お話の流れは「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」の続編に当たりますが、ガブリエラが団長になって一区切りついてからのスタートですから、ここから読み始めても問題はありません。とはいえ、前シリーズを読んでいただければ、世界観やキャラの特徴など、より把は握あくがし易やすいことはたしかでして、「前シリーズは知らないけど、本作を読んで興味が出た」という方は、本作と併あわせて前シリーズもお手にとっていただければ幸さいわいです。ミクシィには「鋼鉄の白兎騎士団コミュ」がありますので、興味のある方はぜひ。

　さて、ここからは個人的な話になります。舞阪、長年住み慣れた埼さい玉たま県所ところ沢ざわ市を離れ、札さつ幌ぽろに引っ越すことになりました。理由は、まぁいろいろあるのですが、とにかく関東平野の暑さはもう耐たえられん、というのが一つ。あと、あまりにも長い間、同じ市内に住んでいたので、さすがに環境を変えたくなった、というのが一つ。そこに、あれやこれやの小さな理由が重なって、とうとう決断したと、そういうことなのです。

　当初は来春を目め処どに移住計画を進めようと思っていたんですが、いざ始めると勢いがついて止まりません。というか、自分でも止められません。気がつくと引越業者に電話して見み積つもり頼んでて、気がつくと引越の日にちが決まってました。転勤や転校というなら別ですけど、こうやって勢いのままに突っ走らないと、遠方への引越なんて、なかなかできないですしね。

　本作が発売になる頃には、舞阪、晴れて札幌市民になっているはず。いきなり札幌の厳しい冬を迎えるというタイミングでの移住になってしまいましたが、今まで経験したことのないものを経験するというのも一興……じゃないかな。きっと。たぶん。ということで、二巻目あとがきでの札幌生活レポートを乞こうご期待（笑）。

　その二巻、たぶん冬のうちに出せるかもしれないなんて噂うわさがありますが、さて、どうでしょう。札幌の冬に負けないでわたしが原稿を書ければ、実現しそうですが。

　最後に、例によって今後の予定を書いておきます。十一月十五日にはＧＡ文庫さんから「サムライガード７」が発売になっているはず。年明け一月には富士見ファンタジア文庫さんから「乱らん☆恋こい２」が発売になる予定。あとガガガ文庫さんでも「スーパーロボッ娘こ鉄てつ刃じん23号」をスタートさせましたんで、そちらも併せてよろしくお願いします。

　では、次は「乱☆恋２」でお会いしましょう。





二〇一〇年十月吉日　　舞阪　洸こう















著者

舞阪 洸

Kou Maisaka




埼玉県所沢市に住んで幾星霜。そんなわたしもついに移住。今度の住居はなんと札幌市！

冬の寒さに耐えられるのか？

凍結した道路を歩けるのか？

などなど、いろいろと不安はありますが、ともかく始めてみなけりゃ判らない。本作が発売になる頃には、わたしは晴れて札幌市民となっていることでしょう。

さておき、舞阪百貨店別館稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/







イラスト

優木きら

Kira Yuuki




宮城県在住。

部屋の端っこで細々と絵を描いています。可愛い女の子と、太ももの絶対領域を描くのが大好き。

まだまだ未熟者ですが精一杯頑張りますのでよろしくお願い致します。
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